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　　　一




　見渡す限りの黒い大地だった。

　雪解け水を吸った土の匂いを、腐ふ敗はいした枯かれ草くさを踏ふみしだく感触を、今しも地平線の彼方かなたに沈みゆく太陽の余熱を、僕は想像することができた。

　エンジン音が止やんだ。

「汽車との待ち合わせのため、しばらく停車します」

　そう言い残して運転手が車から降りていった。バスの中は僕一人になった。

　鉄道の線路が見えるかと思い窓の外に目をこらしたが、平原の土の黒さに紛まぎれてしまっていた。プラットホームも見えない。

　何かの競走のゴール地点みたいに長い横断幕が張り渡されている。風をはらんで膨らみ、両端の支柱をたわませている。




　自由・調和・博愛　　活かつ動どう体たい連れん邦ぽう中央委員会

　祝　御入学　第だい八はち高こう等とう学がつ校こう新入生の皆様　　県民委員会




　の文字が染め抜かれている。

「自由・調和・博愛」は連邦の人民全てのためのスローガンだ。

「祝　御入学」の方は僕一人だけに向けられている。

　今日は入寮期限最終日。ここを通るのは僕が最後だろう。

　僕は旅行鞄かばんを枕にして座席に寝転がった。長いこと座っていたので尻しりが痛い。窓ガラスの向こうの夕暮れ空を仰あおぎ見みる。それに集中していると、目の錯さつ覚かくで、暗い車内がさらに暗くなっていくように感じられる。

　目を閉じると全てが闇やみに染まった。

　その闇の中で、やっと、と、ついに、が光の線になって絡からまり合あう。

　やっと着いた／ついに来てしまった／まだ「ついに」とか考えてんの？／もう戻れないのに――ゴチャゴチャになった線の上を歩いてくる人がいる。笛を吹いている。はじめはピーピーいわしてたのがだんだん低く太くボエーッてなって――僕は目を開いた。見えるものはバスの天てん井じよう。ボエーッって音はまだ聞こえている。

　夢うつつのまま起き上がり、窓の外を見ると、夕日を浴びて真っ黒な影と化した機関車が長い長い列車を引っ張ってこちらに走って来ていた。世界の果てのようなこの荒こう野やに突とつ如じよ現れた汽車は、夢の続きみたいに非現実的だった。

　汽笛が鳴り響いた。

　列車はバスに並ぶような格かつ好こうで停まった。降りてきた機関士にバスの運転手が何か話しかけた。

　列車が長々と横たわる様は壮観だった。かつて夷い狄てきの侵入を防ぐために築かれた長城のようだと思った。だが、平和な日常を守ってくれるはずの防壁の似に姿すがたは、かえって僕を不安にさせた。

　一人の少年がひょっこり顔を出した。客車の窓から身を乗り出した彼はそのまま地面に転げ落ちた。すぐに起き上がり、全速力でこちらへ駆けてくる。

　いったい何者？

　ひょっとしてバスジャック少年？　バスジャックってバスに乗り込む前からこんなにテンション高いものなのか？

　乗降口から飛び込んできた彼は床にうずくまって荒い息を吐いた。うわごとのように何事かを呟つぶやいている。

　間近で見ると、おかしな服装をしていた。ひらひらした袖そでに、裾すその脇だけを長く垂らした上着、太いズボンに先のとがった靴くつ。それら全てが淡い黄色で統一されている。そして、耳が隠れるほど長く伸ばした髪。鳥の羽の髪飾り。

　生まれてはじめて見る異人――「王おう国こく民みん」の姿だった。

　ついついじっと観察してしまっていたので、彼が顔を上げた時に、ふと目が合った。異装の顔に人ひと懐なつこい笑顔が浮かんだ。

「やあ、君も八高の新入生？」

　流りゆう暢ちような標ひよう準じゆん語ごだった。

　僕が恐る恐るうなずくと、彼は僕の前の席に腰を下ろし、背もたれ越しに話しかけてきた。

「俺おれはワジ・ワジーチ。シャーリック王国から来た」

　シャーリック王国……？

　聞いたことはある気がしたけれど、どこにある国だったかは思い出せなかった。

　我が「本ほん地ち」を中心とした活動体連邦は広大だ。六年前の第だい二に維い新しんで共きよう和わ国こくから分離独立した二百六十八の王国や自じ治ち活かつ動どう体たいをその中に含んでいる。とても全部の名前は覚えられない。

　でも、相手の国を知らないというのも失礼だろうから、僕は「ああ、あそこね」みたいな顔をしてみせた。

「僕の名前はレイチ・レイーチイチ。本ほん地ち民みんだ」

　僕が手を差し出すと、彼は嬉うれしそうに握手を返してきた。

「はじめて本地民の知り合いができた。俺は運がいい」

　僕は尋たずねた。「君は王族？」

　彼は頭を振ると、背筋を伸ばし、間ま延のびした声で謎なぞの演説を始めた。

「臣わたくしワジ・ワジーチはシャーリック王四女・二世ネルリ王女太たい子し殿でん下かの御お供ともを仰おおせつかり、このたび、第八高等学校に入学することとなった。殿下におかれましては、聖君・大ネルリから下くだること二十九代。容よう儀ぎ、才さい知ち秀ひいで、御み鞍くら始はじめのその日より単たん騎き駆かけ、御み馬まの教きよう師じを驚かせたまうこと、大ネルリの故こ事じに通ず。ゆえに父王陛へい下かより栄はえある御名を賜たまわりたまい、その」

「はい、発車」

　いつの間にか戻っていた運転手がバスを発車させ、ワジはよろけて椅い子すに腰を下ろした。「まあ、要するに俺は殿下の御供なんだ」

　その「殿下」の名前がなぜか引っかかった。

　ネルリ……どこかで聞いた名だ。

　ネルリ……耳みみ刈かりネルリ――活動史の授業で習ったフレーズが頭の中に蘇よみがえった。

　今から二百年近く昔、共和国に反はん旗きを翻ひるがえし内乱を引き起こした、軍ぐん閥ばつの女頭領――それがネルリだ。捕ほ虜りよの耳を刈り取り、最前線に配置して人間の盾たてにするという恐ろしい戦術を使ったことから「耳刈ネルリ」とあだ名された。

　そんな大逆賊の末まつ裔えいがひっそり生き延びていたとは……連邦はやっぱり広大だ。

　ん？

　耳刈……ってことは……？

　車窓にかぶりつきで「川！」とか「鳥！」とか外の光景を実況しているワジの大きな髪飾りを観察してみる。金属のフレームがこめかみの辺りから飛び出していて、そこに色とりどりの羽が花をかたどったような形にあしらわれている。

　これはどうやって装着しているんだ？　留め金らしきものが見えない。髪に覆おおわれているのか？

　髪の下……耳………………耳刈！

「なあ、ひょっとしてそれ……その羽……」

　僕は指差すのもはばかられて、視線だけを彼の頭の左側にある髪飾りにやった。

「これ？」彼は顔だけをこちらに向けると、指で羽を軽く弾いた。「これは耳を刈ったあとに着ける装具。俺の家は代々王家の奴ど隷れいでね、子どもの内に断だん耳じしてしまうんだ」

　彼はこともなげに答えた。

　おいおい、断耳って……奴隷どころか、もはや家か畜ちく扱いじゃん。

「で、その王女様はどこにいるんだ？」

　僕が尋ねると、彼は大げさな身ぶりで顔を手で覆った。

「いや、これがみっともない話で……途中まではご一緒していたんだが、俺が駅で弁当買ってる間に汽車が出ちゃってさ。殿下はもう学校に着いておいでだと思う」

「じゃあ君の荷物は？」

「殿下が運んでくださったんじゃないかな。殿下ってすごい力持ちなんだぜ」

　ワジはなぜか誇らしげ。遅刻した上、主君に荷物を運ばせてしまった下げ僕ぼくのする顔じゃない。

　いつの間にか彼は背もたれの上に肘ひじを預け、僕にかぶりつき状態。窓の外を眺めるのに飽きたようだ。

「君は優等生なんだろうな。俺なんか殿下の御供ってことで何もせずに入れたけど、本地民は難しい試験に通らなきゃならないんだろ？　しかも王国民優先で本地民には入学枠わくが少ないっていうし」

「父のコネだよ」

　僕は彼の視線から逃れるように窓の外に目をやった。バスは真っ暗な森の中の道を走っている。延々続く単調な闇。彼が飽きるのも無理はない。

「父は連邦の中ちゆう央おう活かつ動どう委い員いん会かいに所属している。僕は進学するつもりなかったんだけど、どうしてもって」

「ああ、俺も俺も。殿下の御供でなければ高校なんて入らなかったよ。勉強嫌いだし」

　王族の子し弟ていは本地で高等教育を受けるよう連邦法で定められている。その際に許される付つき添そいは二人まで。彼らもまた学生として教育を受けなければならない。

　第八高校はもともと王族しか入れない学校だった。自由な校風と比較的きれいな寮（しかも全個室）が特徴だ。本地民に門もん戸こが開かれた現在でも王族の多くはこの学校に進学する。

　反対に本地民には人気がない。野や蛮ばんな王国民の、しかも鼻持ちならない王族の連中と席を並べようとは普通誰も考えないからだ。結果、僕みたいに他に行き場のない奴が放り込まれることになる。

　ワジは僕の背中に手を伸ばし、トントンと叩いた。

「俺と君とは境きよう遇ぐうが似ているな。よい友達になれそうだ」

　全然似てないよアホ。

　僕は窓枠に肘を突いて、行く先に目を凝こらした。

　木々の隙すき間まに、星より明るい光の点がちらほら見えた。森を抜けるとその光は星よりも数が多くなった。ひとつひとつは小さいが、星に届きそうなほどの高さにまで規則正しく積み重なっている。

　か細い塔とうが互いに高さを競い合って群れなす、それが僕たちの高校だった。




　　　二




　校門のすぐ内にある大きなロータリーは自動車で溢あふれ返かえっていた。

　おかげで僕たちは校門前の停留所より三町チロークほど手前でバスから降ろされ、そこから歩くはめになった。

　停まっている車はどれも鏡のように磨みがき上あげられていた。手袋を着けた運転手が番犬みたいに脇に張りついている。

　なるほど、王族の皆さんは車で直接乗りつけるわけだ。

　最寄駅があんな荒れ地のど真ん中に放置されている理由がわかった気がした。

　それじゃあ、大鉄道で来たという例のお姫様は……まあ、国家財政が残念なことになっているのだろう。

　正面にある建物の扉が開け放たれて、光が漏れていた。建物自体は簡素な作りなのだが、勾こう配ばいのきつい屋根のせいで威圧的な印象を受ける。本地では雪下ろしの便べんのためにこうした意い匠しようで造られた建物が多いが、これほどまでに斜面が長い屋根を見るのははじめてだった。

　入り口で、長い外がい套とうをまとった兵士に取り囲まれた。

「遅いぞ、新入生」

　僕たちは念入りに身体検査をされた。王族がいるというだけでこうした面倒が多くなるから困る。

「これは何か？」

　僕の鞄を探っていた女兵士が球根をつまみ上げた。僕が小学生のころから毎年春に植えている蓬ほう萊らい香こうの球根だ。

「私物の持込は事前に申しん請せいすることになっている。だが、君の書類にはそれがない」

「すいません。忘れてました」

　ヤバイ。僕の唯一の趣味である花の栽培が大ピンチ。単純所持さえ禁じるのは人権侵害ではないか、と死ぬ気で抗議したところ、渋々許可してくれた。

「ただし、課外活動の一環として行うこと。寮りよう塔とうの西にある温室で農のう芸げい隊たいが活動している。そこに話を通しておきなさい」

　武力の前に膝ひざを屈するナメられボーイだと思われたくなかったので、威い嚇かく音おんをギョギョ御ギヨ意イ！　と発して鞄を手に取った。

　ちょうどワジも解放されたところだった。

「俺、あいつらに『学がく生せい防ぼう衛えい隊たいに志願しないか』って誘われた」

　そう言って彼は顔をしかめた。

「え？　あれ、学生なの？」

「そうみたいだな。まあ、俺には関係ない。軍人なんてろくな奴がいない」

　彼は自分の太ももをバシンバシンと叩いた。怒りのジェスチャーらしい。

「そもそも人の鞄を開けて見るなんて失礼だよ。囚しゆう人じんになったような気分だ」

　鞄なんか持ってないくせによく言うよ。

「懲ちよう役えき三年だな、僕ら」

　僕が言うと、彼は少し考えてから笑った。




　ロビーには正装をした人々が集まっていて、その中に紺こん色いろの制服が交じっていなければここが学校であることを忘れてしまいそうだった。

　とにかく無駄に人が多い。一人の学生につき五、六人の見送りが来ていて、さらに彼らが数十人の執事だか召使だか護衛だかを引き連れている。これでは外が車でいっぱいになるのも当然だ。テーブルの上には、学校の備品では絶対にありえないような多種多様の茶器が並べられている。

　彼らの国の平民がこれを見たらどう思うだろう。王国民の内、高等教育を受けられる者がはたしてどれくらいいるだろう。まともな本地民がこの光景を目まの当たりにしたら、先の第二維新で彼らに自治権を与えてしまったのは誤りだったと悟さとるはずだ。

　僕は「自由・調和・博愛」の文字のレリーフに見下ろされる机へと向かった。ここでようやくワジが鞄を持つ僕に手を貸してくれた。と思ったら、単にはぐれないようつかまっているだけだった。

「入学許可証を出したまえ」

　机の向こうには腕章を着けた学生がいた。僕は上着の内ポケットから八高の校章が印刷された封筒を取り出した。

「あの、俺……じゃなくて、私は殿下が、我が君が書類をお持ちで……そうです、たぶん先にご到着で……さあ、なぜかと言われても……」

　ワジの手続きは難航していたが、僕の方はすんなり終わって、校章のバッヂを渡された。

　振り返って、ロビーを眺め渡す。

　各国のお上品な面々が一堂に会して、とんでもなく下品に映る。これから三年間、こうした連中と机を並べてやっていかなきゃならない。そう考えると気が重い。自分で言った囚人のたとえが不気味に頭の中で反響していた。

「レイチ、何組になった？」

　ようやく手続きを終えたワジが書類を床に点々と落としながらやって来た。

「十一組」

「俺も十一組」唯一手に残った書類を見つめてワジが言った。「寮の部屋は？」

「えーと……」僕はワジの落とした紙を拾い上げてから、自分のに目をやった。「第十寮塔、十二階三号室」

「おお、俺、同じく二号室」

「本当に？　何だか気味が悪いな」

　僕は書類をワジに返してやった。ワジは不思議そうな顔をしている。

「どうして？　いいことだよ、はじめての友達なんだから。神様が見ていてくださったに違いないよ」

　彼らの宗教観は知らないが、どうでもいい専門分野の神様を信じているようだ。

　備品係から、制服を含め学校生活に必要なもの一いつ切さい合がつ財さいが詰つめ込こまれた帆ほ布ぬの袋ぶくろを渡された。持参した鞄と合わせると、かなりかさばる荷物になった。

　ワジが袋を肩に担かつぎ上あげた。異国の服とあいまって、人さらいの妖怪みたいな格好になった。

「さて、殿下の御おん許もとに参らねば。きっとここで俺をお待ちだろう」

　ここ、といっても人がたくさんいる。その夷い服ふくならともかく、一日先に着いている王女様は制服に着替えているだろうから、見つけるのはたいへんだ。そもそも遅刻した下僕を出迎えてくれる王女様なんているのか？　まさかとは思いますが、その「王女様」とは、あなたの想像上の存在に過ぎないのではないでしょうか。

　そんな僕の診断を待たずに、彼は大声を上げ始めた。

「殿下、ワジが参りました！　どちらにおいでですか？」

　ロビーの中が静まりかえった。ティーカップを持ち上げる手を、おしゃべりする口を止めて王国民たちがこちらを見た。

　僕は心の中で「待て」「いけない」と指示を出した。

　しかし彼は叫び続ける。

　このままでは飼い主としてのモラルが問われる、そう考えた僕が何らかの実力行使に出ようとした、その時だった。

「こっちへ参れ、ワジ！」

　遠くで制服の女子が立ち上がった。背の高い、お人形さんのようなデコ娘だ。

「あっ、あそこだ」

　ワジは彼女の方へ飛ぶように駆けていった。自分の荷物を放り出して。

　仕方がないので、僕はそれを拾って彼のあとを追った。

　王女様らしき人がヴィジュアル的に目立つ存在だったので、そちらを目指して行った。女子にしては背が高過ぎる気がするが、目印として考えると悪いことではない。布で包んだ変な髷まげが頭頂から天を指して飛び出しているのも、まあよしとしよう。目の回りの化け粧しようが地面と水平方向、垂直方向にそれぞれ広がって、黒い丁の字が二つ並んでいるように見えるのも、考えようによってはアリかもしれない。だって毒虫とかヤバイ模様してるでしょ？　本能に訴えかけてくるっていうか。形もおかしいよね。さっき人形って表現したけど、訂てい正せい。人の形をした邪じや悪あくな何か。ダメだダメだあれはダメだ。ワジの襟えり首くびつかんでるヤバイ。土ど下げ座ざしたワジに蹴けりを入れ始めたヤバイヤバイ。ああいうのに近寄ったら尻子玉五、六個抜かれて、尻子玉ダイエットになるってばっちゃが言ってた。

　待てよ……いったん状況を整理してみよう。




○下僕に蹴りを入れるお姫様


　→身分差別イクナイ！



○でも、そのお姫様わりとカワイイ


　→蹴られたい！　ふしぎ！



○ところで、あの状態で顔上げたら、蹴られながらパンツ見えるんじゃね？


　→タートル・ポジション、これぞ攻防一体の構え！






　地上最強の生物へホップステップアップする三段論法がくっきり見えてしまった。

　盗とられちゃってもいいさ、と荷物を放り出し、僕は知らないエラい人の膝とテーブルの間をすり抜けて、友を助けるために――「僕にもやらせ……いや、やめたまえ！」と訴えるために突き進んだ。
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　ワジはワインの仕し込こみ段階みたいにグチャグチャに踏みつけられていた。

「ちょっと待ってほしい。彼にも言いい分ぶんがあるのではないか」

　僕が紳しん士し的に声をかけると、踏み女子は顔を上げてこちらを見た。

「何だ、お前は？」

　彼女の声には非難がましい調子は含まれていなかった。リンチの現場を見られたことを恥はずかしく思っている様子もなかった。悪魔みたいな化粧に隈くまどられた目でじっくりとなめるように僕の全身を見回している。

　ヤダ……そんなに見つめられたら……。

　考えがペロペロきもちいい方向に傾かたむいているのを悟られまいと、僕は目をそらした。

　彼女が座っていたものとおぼしき空席の隣に、指だけで毛糸を編んでいる女子がいた。同じような髷を結っているから、国から連れてきた侍じ女じよか何かだろうか。こっちは小さくてかわいらしい感じだ。椅子に深く座って爪つま先さきが床に着くか着かないかというチビッコちゃん。僕は村のチビッコに接する時のように声をかけた。

「何編んでるの？　上手だね」

「うん、不ふ忠ちゆうの輩やからをこらしめる呪のろいの毛け札ふだを……」












　チビッコは言葉を切って、顔を上げた。よほど編物に集中していたのか、眉み間けんにディープなしわを寄せている。口元はお留守になっていたようで、下した唇くちびるがよだれでビショビショになっていた。

　彼女は僕をじっと見つめると、唇をとがらせて、

「むむむ」

　と唸うなった。

　何が「むむむ」なのかはわからないが、困こん惑わくしているらしく、キョロキョロと周囲に視線を走らせ始めた。

「おや、ワジ。やっと着いたか」

　彼女が言うと、ワジは土下座を通り越して、車にひかれたカエルみたいに這はいつくばった。

「遅れて申し訳ございません、殿下」

「いいんだ。無事で何より」

　チビッコは優しい笑顔を浮かべた。

　が、次の瞬間、鬼おにの形ぎよう相そうで蹴り女子をにらみつけた。それを合図に再開キツクオフするサッカーボールキックの後半戦あめあられ。

　世界一あからさまな飴あめとムチを間近で体験してしまった。

　そうなってくると、僕としては飴ちゃんサイドをペロペロするしかない。性的嗜し好こうは関係ない。主体性の問題だ。それに、下等な動物を助けるほど恩返しリターンが大きいと昔からいうではないか。

「あの、僕の友達に乱暴するのはやめてくれないか」

　僕が言うと、鬼チビは眉間のしわを解消させて、目を見開いた。

「友達？」

「そう、友達。ワ・レ・ワ・レ・ト・モ・ダ・チ」

　標準語のリスニングに難がある可能性も視野に入れて、宇宙人でもわかるくらいゆっくりと言い聞かせた。それが功こうを奏そうしたのか、オチビ星人は蹴り女子に目で合図して下がらせた。

「ワジ、これはどういうことなのか？　申せ」

　ワジは這いつくばったまま、偉えらそうなチビッコの足元に近付いた。途中、僕を仰ぎ見て「助かった」という表情を浮かべた。

「はい、殿下。彼は臣わたくしが本地で得たはじめての友、レイチ・レイーチイチです。我が窮きゆう地ちを救いに来てくれるとは。やはり持つべきものは、はじめての友だ」

　能書きはいい。つづらをよこせ！　もちろん小さい方な！

　ん？

　殿下……？　これが王女様？

「はじめての友だと？」

　チビッコロ大魔王は編みかけの毛糸を上着の大きなポケットにしまった。

「汝なんじのはじめての友に、主君として近付きになりたい。ワジ、紹介しておくれ」

　彼女は飛び跳ねるように椅い子すから立ち、制服の白いシャツの襟元に手をやると、細い黄色のリボンを見せびらかすようにつまみ上げて、結び目の位置を整えた。

　起き上がったワジが変な抑よく揚ようを付けながら言った。

「我らがシャーリック王国々王陛下四女にして王位継承権者、二世ネルリ・ドゥベツォネガ王女太子殿下、御名乗り申し上げたも～う～」

　蹴り女子も軍人みたいなキヲツケをしている。その緊張具合から眼前の何とか二世マジユニアがどれだけ偉い人なのか見てとれる。

　だが、こっちまでかしこまる必要はない。ここ本地には身分制などないし、そもそも新入生同士だ。

　僕は気取ることなく、握手を求めた。

「レイチだ。よろしく」

　殿下は僕の差し出した手を見つめ、ややためらった後に握手をした。

「この学校に来てはじめての友達だ。はじめての友はよき友である」

　よくわからん理屈で勝手に友達になりやがった。下僕と同じで図ずう々ずうしい王女様だ。

　握手が済むのを見計らってワジが再び奇妙な呼び出しをかけた。

「王国親衛隊少尉、ナナイ・ドゥベツォネガ、名乗り申し上げ～る～」

　蹴り女子が一歩前に出た。

　僕は王女様の時と同じように手を差し伸べた。

「よろしく」

「我が国のことわざにはこうある。『幸運は慎み深く、不運はなれなれしい』」

　謎の詠えい唱しようとともに彼女は僕の手を強く握り返してきた。

　ここで引くのはしゃくなので、僕も握る手に力をこめた。

「言葉の意味はわからんが、すごい悪意だ」

　言い返したのはいいが、彼女のエテ公ばりの握力によって僕の手はグッチャグチャのミンチになりつつあった。

　と、ここで突然、王女様が、

「ナラー」

　と叫んだ。

　蹴り女子は慌あわてて僕の手を放し、王女様の顔色をうかがった。

「何？　何の発ほつ作さ？」

「殿下はお笑いになったのだ」

　ワジが説明してくれた。

「ナナイに対して引かぬとは、胆たんのある本地民もいたものだ。愉ゆ快かいである」

　さすが王女様、笑い方もいちいちメンドくさい。

　軍人女子ナナイちゃんは小さくなってかしこまっている。

　その彼女がワジと同じような耳飾りを着けているのに気付いた。

　あれ？　ひょっとして、こいつも耳刈られちゃってんの？

「君たちの中で両耳あるのは王女様だけか。三人集まって耳四ケって何？　耳みみ刈かり算ざん？」

　僕が嘲ちよう笑しようとともに言うと、王女様がさっきより大きな声で

「ナラー」

　と叫んだ。

「殿下はお怒りになったのだ」

　ワジが解説してくれた。

　王女様はスカートの裾を払うような動作をしている。怒りのサインらしい。

「我が耳について言い立てるとは、無礼な者もいたものだ。不快である」

　髷のため露あらわになっている両耳は、特に変なところのない普通の耳だ。

「王女様の耳に触れるのはタブーなの？」

「指差すな！」

　王女様が顔色を変えて叫んだので、僕は手を引っ込めた。

「何も耳まで真まっ赤かにして怒らなくても……」

「また！　もう！」

　王女様はトリッキーな地じ団だん駄だを踏んで、ナナイにすがりついた。彼女たちの姿を隠すようにワジが立ちはだかった。

「レイチ、殿下のお耳はないものとして接してくれなきゃ困るよ。君を紹介した俺の立場も考えてくれ」

　そんなん知らねえし聞いてねえし。

　王女様は小さな体をピンピンに伸ばして、ナナイの胸に顔を埋うずめている。よっぽどショックだったんだろう。靴下越しに、かかとのヤバイくらい張りつめているのが見てとれる。

　僕だって彼女を傷付けたかったわけではない。たまたま向こうのルールを知らなかっただけだ。そんな気持ちをこめて、肩をすくめる。

「ネルリ、ごめん。もう二度とあんなマネはしないよ（外国の少年風に）」

　ネルリはナナイから離れて、しばらく制服の袖で顔をこすっていたが、やがて真っ赤な目をして言った。

「称たたうるべき大ネルリの寛かん大だいにならい、汝を許す」

　耳刈ネルリの寛大ではたいしたことなさそうだが、これ以上余計なことは言わない方がいい。

　ワジがハンカチをうやうやしく差し出した。表情に安あん堵どの色が浮かんでいる。

「ところで、殿下は何組でございますか？　臣わたくしは十一組になったのですが」

「私もナナイも十一組である」

　ネルリは鼻をかんだ。

「安心いたしました。遅れた罰で臣わたくしだけ別のクラスだったらどうしようかと心配しておりました」

　王国民は君くん臣しんセットでクラス分けされているようだ。

（そういえばこの学校、三年間クラス替えがないんだよな……）

　こんな非常識な人種とうまくやっていけるだろうか。暗あん澹たんたる気分になった。

　ロビーのざわめきが僕の耳に戻ってきた。母国語で話し合うワジたちもそこに加わり、口を閉ざした僕は喧けん騒そうの中に独り取り残された。
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　ロビー脇の扉を開けて、僕たちは八高の外がい環かん路ろに出た。

　舗ほ装そうされた歩道の外周沿いには、今にも風で倒れそうな細い塔が五町チロークほどの間隔を空けて建ち並んでいる。

　入学手続きの際にもらった地図によれば、これらは僕たち学生が暮らす十二の寮塔と、迎げい賓ひん塔とうだ。

　それぞれ地上十二階建てで、一つの階に部屋は四個だけ。本地の集合住宅などでよくある建築様式だ。雪の重みで潰つぶされないよう、建物は水平方向に広がらず、垂直方向に伸びる。屋内の空間は暖房効率を高めるため、細かく区切られる。必然的に建物は小さな部屋が積み重なったような形になり、それぞれを連結する廊ろう下かがないので、塔になる。

　巨大で太った建造物などというものは、支配者が自分たちを偉く見せるために作るものだ。本地民が三百年前の大だい維い新しんによって階級社会を廃し、現在まで続く活動の精神を獲得した結果、そうした大建築主義は一掃された。僕の前を歩く、身分制に縛られた三人組にそうした歴史が理解できるだろうか。

　ネルリが一日遅れで到着したワジに母国語でなにやら説明している。下僕はしきりに「ナラー」と尻上がりの声を上げている。

　外環路は両端をロビーの建物に接しているが、その内側にある内ない環かん路ろは閉じた円をなしている。それに沿って建つのが教室・研究塔群である。二つの環路の中心には平たく潰れた建物が一いつ対つい。これは食堂と図書館である。その二つの間にあるのが八高自じ治ち委い員いん会かい塔だ。

　外環路と内環路はいくつかの細い道で接続されている。塔以外には植え込みが散在するだけの開放的な空間だ。今は暗くてよく見えないが、昼間はさぞかし見晴らしがいいだろう。

　教室・研究塔は全くの黒い影になっているが、寮塔の窓からは光が漏れていた。その向こうにある星空を見上げていると、先を行くワジが声をかけてきた。

「シャーリックは砂漠の移動式家屋で暮らしている。こんな高い建物ははじめてだ。登るの怖いな」

　僕は答えた。

「すぐに慣れるよ」

「でも、俺たちの部屋、十二階だぜ？　せめてもう少し低いところにしてほしかったな」

　ワジは大げさに笑った。気まずい関係の僕と王女様に気を遣つかっているつもりだろうが、その声は塔の間を吹き抜ける風に空むなしくかき消された。

「おや、ベレンデーイが鳴くよ」

　唐とう突とつにネルリが首をかしげて言った。

　何だろうと見ていると、彼女は小走りに、第十二寮塔の脇にある植え込みの陰かげに回り、身を隠した。

　ワジとナナイは立ち止まって、何事もなかったかのように話を続けている。

　僕は彼らに追いついた。

「君たちの王女様はどうしたんだ？　急にいなくなったけど」

　ワジは作り笑いで応え、ナナイは無表情のまま明後日あさつての方向を向いている。

「何が鳴いたって？　ベランメエとか何とか……」

「ベレンデーイな」ワジは頭に人差し指の角を立てた。「シャーリックにいる小型の鹿しかだよ。標準語では何と呼ぶんだろう。ナナイ、知ってる？」

　ナナイはぎこちなく首を横に振るだけだった。

「シャーリックの鹿がどうしてここで鳴く？」

「それは、ほら……ことわざ的な……」

　ワジまで僕の目を見なくなった。

　代わりにナナイが長い首を伸ばして僕をにらみつけてきた。

「殿下のなさることに無ぶ礼れいな詮せん索さくはするな」

　何かある。

　エロスの泉の水面に生じたわずかな波紋を僕は見逃さなかった。

「ひょっとして野の良ら小しよう便べんですか？」

　言い終わらぬ内にナナイに襟首をつかまれていた。見事正解をＧＥＴか？

「マジで野ションっスか？」

「黙れ！」

「外でするなよ。トイレまで我が慢まんしろよ」

「シャーリックじゃ排はい泄せつすべきものをむやみに溜ためておくなんて真ま似ねはしないよ」

　ナナイを止めに入ったワジが説明してくれたが、もしかしたらそれはペド何とかという鹿の生態に関するものだったのかもしれない。

　ネルリが戻ってきて、ようやくナナイは手を放した。

「失礼、つい声に誘われて」

　彼女はまだバレてないと思っているらしい。姿を消していたのはわずかな時間だったから、野ションを凌りよう駕がするハードコアな行こう為いが営まれていることも覚悟していた僕は少しホッとした。

「殿下、風が冷たくなってまいりました。そろそろお部屋の方へ……」

　ナナイが僕とネルリの間に体を割り込ませた。

　僕は彼女の肩越しにクラスメイトへの大事なアドバイスを伝えた。「ネルリ、本地民は公共の場所でそんなことしないよ」

　それを聞いたネルリはきょとんとしている。

「いや、するだろう」ワジがナナイを押しのけて僕に突っかかってきた。

「しないよ」

「するよ」

「しないよ」

「するよ」

　意味のわからない言説の紡つむぎ合あいになった。

「何の話だね？　維新家たちの派は閥ばつの分類か？」

　ネルリは従僕と本地民の交流をあったかーい目で見ている。

　ナナイが身を低くして、王女様にそっと耳打ちした。

「ナラー」

　ネルリは一声叫ぶと、跳び上がって手足を広げ、「大」の字を虚こ空くうに描いた。

　大いに怒っていることを表しているのか、はたまた便の二択に対する答えか。

「なぜ先に言わないのか？」

　ネルリの怒りは最も罪のない怪人ジ・イノセンスこと僕に向けられた。

「言えるかバカ」

　ひいては文明開化からやり直せアホ。

　王党派から寝返って僕をかばうワジを残して、僕は荷物を担ぎ、指定された寮塔に向かって再び歩き出した。
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　寮塔入り口の扉を押し開けると、手すりの付いた階段が右肩上がりに伸びていた。心もとない天井の電灯は部屋の隅すみに暗がりを残していた。

　左手が明るいので目を向けると、机上灯の下で一人の学生が本を開いていた。Ｌ字型のカウンターによってフロアの四分の一が切り取られていた。

　戸口から風が吹き込んで、本のページがめくれた。

「やあ」彼は顔を上げると、カウンターの上のノートを手に取った。「君は本地民のレイチ・レイーチイチ？」

「はい、そうです」

　僕は荷物を床に置いて、カウンター越しに彼と握手した。

「この第十寮塔を管理する寮塔委員のスチョーバ、二年生だ。うるさいことは特に言わない。自分の面倒は自分で見られるだろ？」

　僕がうなずくと、彼は座り直し、本に目を戻した。

　再び荷物を担ぎ、階段に向かいかけた時、彼は笑みを含んだ声で言った。

「レイチ、トイレは済ませたか？」

　変なことを訊きく人だ、と思いながら曖あい昧まいな返事をして、僕は階段を上り始めた。

　上階は一階に輪をかけて暗かった。並び合った上下階段を挟はさむ形で二対の部屋があった。その扉と手すりの間にあるわずかな部分が通路になっていた。通路には窓も暖房設備もなかった。壁沿いに洗面台と小さな鏡が据えつけられているだけだった。

　六階辺りまで上ると、心臓の鼓動が激しくなってきた。荷物が重い。

　十二階に着いた時には息が上がっていた。上り階段がない分やや広くなっている通路に荷物を置いて、額の汗を拭ぬぐった。

　呼吸を整えながら周囲を見回している内に、あることに気が付いた。

　寮塔内にトイレがない。

　暗い電灯の下で再び地図を開く。

　外環路の外側、第十二寮塔の北西に「男子便所」、第一寮塔の北東に「女子便所」と大きく書いてある。その字の大きさは見やすいようにと親切でしてくれているのではなくて、「便所、ここにしかねえから！」というメッセージであるように感じられた。

　さっき寮塔委員が言ったことの意味がわかった。

　この地図が正確なら、トイレは寮塔からかなり離れていることになる。吹雪ふぶきの夜なら遭そう難なんする危険すらある。

　それにこの階段……。

　緊急時には窓から用を足すということも検討する必要がある。ネルリを笑えない状況だ。

　僕は荷物を引きずって、割り当てられた部屋を探した。

　表札を見ると、この階の住人は四人とも一年十一組に所属していることがわかった。僕の部屋はワジの向かいだった。

　扉を開けると、こもった臭においが鼻をついた。

　狭い部屋だった。

　ベッドと机、本棚が備えつけてある。灰色のラジエターが部屋の主みたいにふんぞり返っている。見事な配置だ。文字通り模様替えの余地がない。

　僕は風を通そうと、開いた扉を荷物で固定し、ひとつだけある窓に向かった。二重になった窓ガラスを開けると、びっくりするほど冷たい風が飛び込んできた。

　地平線は紫の残照に染まっている。眼下には黒々とした森が広がっている。

　西向きの窓。

　そうだ、第十寮塔は外環路の西端に位置しているのだ。視界には塔がひとつもない。僕は張り出した窓辺に腰かけ、平地の荒々しさと向き合った。森は、学校の敷地は、どこまで広がっているのだろう。

　故郷の村を抱く山々は「ここから先には行かなくていい。ずっとそこにいればいい」と僕の目を優しく覆おおってくれていた。

　今窓から見える地平線と広い大地は無責任に僕を誘う。僕の足はすくんでいる。

　地表とは違う冷たさの風に吹きさらされ、すっかり体が冷えてしまった。極寒の冬に堪える分厚い壁に埋め込まれているため、窓辺には広いスペースがあった。これなら植木鉢をいくつか置けそうだ。

　僕の趣味は花を育てること。祖母や母にはよく「自分の面倒も見られないくせに花の面倒ばっかり見て」なんて小言を言われたものだ。でも、自分の面倒も見られないからこそ花の面倒を見たくなるんじゃないだろうか。今の僕には、きちんと定期的に水をやって花を咲かせることで得られる小さな達成感がとても大事なものに思える。

　何だか扉の外が騒がしくなった。

　様子を見に向かうと、しゃべりながら階段を上ってきたシャーリックの三人組に出くわした。

　ネルリとナナイは僕を無視して向かいの扉を開いた。

「ワジ、汝の荷物をここまで運んできたのはナナイだ。礼を言っておきなさい」

「はい。ありがとうございます、殿下」

　ワジは微妙にずれた返事をしながら、僕に困ったような笑顔を見せて、主の下もとへ向かった。

　僕はけたたましい声でしゃべる三人組をよそに、通路を見渡した。土を掘るためのものより一回り大きなスコップが壁にかかっていた。自然と天井に目が行く。屋根裏に通じる真四角の戸がある。本地の建物に共通する作りだ。

　僕はスコップを取ると、グリップからフックを引き出した。それを天井の戸に付いた鉄の輪にひっかけ、引き開けると、二段梯ばし子ごが下りてきた。

「ナラー、何だこれは！」

　ワジの部屋の戸口に立ったネルリが目を丸くしている。僕は無視して梯子を上った。

　サーカスのテントを小さくしたような形の屋根裏はがらんとしていた。わずかに漏れる光を頼りにハンドルを探さぐり当あてると、力をこめて回し、前方に押した。

　風が吹き込んでくるのはさっきと同じだったが、今度は並び立つ塔を見渡すことができた。

　背後からナラーナラーと声がする。振り返ると、シャーリックの三人が顔だけを屋根裏にのぞかせていた。

「雪下ろしをする時はここから屋根の上に出るんだ。君らにも当番が回ってくるだろうから、今から慣れておいた方がいいよ」

　そう言い残すと、僕は窓から身を乗り出して、急勾配の屋根に取りつけられた最初の足場に移動した。屋根裏からはナラーナラーと驚きの声が上がっている。

　スレート葺ぶきの屋根に、手がかりであり足がかりでもある金属板が並んでいる。僕はそれを使ってクモのように這い登った。十二階建ての塔の屋根はさすがにはじめてだったので、下を見る気にはなれなかった。

　尖せん塔とうの頂いただきに手をかけて周囲を見渡せば、塔の頭が全て僕の眼の高さにあった。塔の森の樹じゆ冠かんに僕はいるのだ。

　風が何にも遮られずに大地を駆けてきて僕の体を叩き、去っていく。枝葉のざわめきがはるか下方から聞こえる。

　解放感ではなく、吹きさらされた寄よる辺べなさが僕の心を占めていた。

　僕はただ屋根にしがみつくことしかできない。ここから落ちないように僕を支えられるのは、僕の力だけだ。

　僕の力は自由だ。でも、その自由の使いみちがない。

　手紙ひとつで僕の進路を指示してきた父に反抗する気持ちと、進学を喜んでくれた母の期待に応こたえたいという気持ちとで板いた挟ばさみになっていた、あの息苦しさが今は懐かしい。

「レイチ、聞こえるか？」下方からワジの声がした。「殿下が食堂においでだそうだ。よかったら一緒に来ないか？」

　僕は怒ど鳴なり返かえした。

「君こそこっちへ来いよ。すごい景色が見られるぞ」

　屋根裏でワジとナナイがお互いにお互いを行かせようと争う声がして、最終的にナラーという鶴つるの一声とともにネルリが窓から飛び出した。

「シャーリックは戦闘種族だっ！　なめるなよーっ！」

　言葉どおりに威勢よく、小さな体を懸けん命めいに伸ばし登ってきた。

「高所恐怖症じゃなかったのか？」

　僕が言うと、彼女は

「こんなもの、我が国の重要文化財・龍りゆう頭とう攻こう城じよう櫓ろに比べれば低い低い」

　と顔を強こわ張ばらせたまま笑った。

　風にあおられて灰色のスカートがＦＰＬ（最終パンチラ防衛線）までめくれ上がっているのに、それを押さえようともしない。気持ちに余裕がない証拠だ。教えてあげてもいいが、例の裾を払うムーヴが発動して手が離れ、そのまま転げ落ちてしまう危険性がある。ここはじっくり観察するのが穏おん当とうだろう。

　僕のところまでやって来たネルリは大きなため息を吐ついて、ゆっくりと顔を上げた。

「やあ、絶景である」

　口ではそう言っているが、視線の角度は水平から変化なし。

「ネルリはなかなか度胸があるな」

　僕が言うと、ネルリは頭を振った。

「いやいや、たいしたことはない。汝の方が勇ゆう敢かんだ。私など本当にたいしたことはない」

　あんまり激しく頭を振るので、バランスを崩くずして落ちそうになっていた。

　ワジもそうだったが、シャーリック人は変に相手を持ち上げるところがある。だから、尊大なのか謙けん虚きよなのかよくわからない印象を受ける。

「レイチはすごい。本地民にしておくには惜しい」

　まだ言ってるよ。

「私は命綱があったから登れたに過ぎない」

「命綱？」

　彼女はシャツの襟元に指を突っ込んで首飾りを引っ張り出した。

「シャーリックの祖、テトリとハットリの兄弟神が大地に降り立ったその時より伝わる国宝・月つきの鬚ひげだ。この笛の音を聞いた者は月に呼ばれて宙に浮かび上がる。転落してもこれさえ吹けば助かったというわけだ」

　星の光しかないせいかもしれないが、石でできたキセルにしか見えない。これを吹いて本当に浮くというのなら、一度落ちてみてもらいたかった。

「それ、試した？」

「試した。ワジで」

　哀れな奴……家畜も家畜、モルモット扱いだ。

「で、浮いた？」

「浮いてたな、あれは」

　大事なところで見込み判定が飛び出した。

　結局、ネルリは自力で降りられなくて、ナナイを呼んで背中につかまり、僕が足を取って足場へと導き、時間をかけてゆっくり下ろすことになった。屋根裏に帰り着くまでに僕は、王女様のパンチラも少しよう尉い殿どののパンチラも、普通の女子のパンチラと特に変わりはない、人類は皆平等なのだ、と改めて思い、ひとつ、パンチラは平等である、ひとつ、パンチラは人間に危害を加えてはならない、とパンチラ三原則その二までを確立していた。
















　　　一




　食堂でワジたちと朝食をともにした後、入学式に出席するため、ロビー奥、あの長い屋根の下の講堂に向かった。

　彼らと一緒に歩いていると、僕ひとりだけ浮いているように感じる。新しい制服が体に馴な染じんでないっていうレベルじゃない。

　ナナイは上着に母国の勲くん章しようを付けてジャラジャラいわしていた。

　ネルリは毛糸のマフラーを巻いていた。本地の寒さがこたえているのかと思ったら、解ほどいて別のものに編み直している最中らしい。はいはいエコエコリサイクル。

　ワジはネルリに合わせて、ネクタイをリボンに替えやがった。本人が嬉うれしそうだし、面倒だから、もう許可。

　周りを見たら、他の学生も制服に好き勝手なアレンジを加えていた。校則を守っているのは僕だけだ（校則を破る服がない）。もうやだこの学校。

　講堂で席に着いてからも、三人は他の学生と違っていた。

　式典の間じっと座っているということが彼らの作法にはないらしい。

　ナナイは始し終じゆうキョロキョロしているし、ワジは欠伸あくびをするか食堂からくすねてきたパンを食っているかだし、ネルリは編物をしているかワジからパンを分けてもらって食っているかだった。

　彼らの気持ちはわからないでもない。壇だん上じようで行われていることは退屈だった。

　校長の挨あい拶さつ。自由・調和・博愛について。

　八はち高こう自じ治ち委い員いん会かい委員長。自由・調和・博愛について。

　どこかの王国の偉えらい人。片かた言ことの標ひよう準じゆん語ご。自由・調和・博愛について？

　こんなのは本ほん地ちで育った者なら最低でも週一で聞かされていることだ。その上、マイク使って演説している奴の後ろに「自由・調和・博愛」と書かれた幕が下がっているのだから、もうお腹いっぱい。

　眠気信号を発する脳に刺激を与えるため、昨日の三原則だけど「三」という数字にとらわれる必要がはたしてあるのだろうか、という哲学的難問に挑みかかっていると、「一年十一組」と自分のクラスがコールされたので驚いて俗ぞく世せに戻った。

　新入生代表として、一人の女子が演えん壇だんについた。

「何だあいつ？　常とこ夏なつの国から来たんでしょうかね？」

　ワジが囁ささやいた。シャーリックの三人は興味津しん々しんで、壇上の一年十一組カミレ・カミーチダさんを見つめていた。本地の都市部に多い南西系の移民だが、彼らには珍めずらしいらしい。

　演説の中で彼女は、自分の両親が信しん託たく統とう治ち領りようアリパ島からの移民であり、彼女自身は本地で生まれたので本ほん地ち民みんとしてのアイデンティティを持っているのだが、新入生の代表に南西系の女子が選ばれるのははじめてということで光栄に思っている、といったようなことを述べた。

　彼女の話し方や押しつけがましい身振り手振りは、本地の教育を受けた者、特に生徒委員など指導的な立場にいた者ならではのものだった。

「あいつ、あだ名は『委員長』で決まりだな」

　ワジが冗じよう談だんめかして言ったので、僕はたしなめた。本地において活動委員を冗談の種に使うべきではないということを彼は知る必要があった。

　ネルリが咎とがめるようにワジを小突き、パンを取り上げた。




　入学式が終わると、講堂から学生がどっと溢あふれ出でた。

　列を作らず、てんでバラバラに、道の上にも土の上にも広がる学生の群れは、自由を楽しむというより無規律の海で溺おぼれているように見えた。

　その代表格がシャーリックの三人で、ふわふわ漂うように歩いていた。昨日の今日だからいきなり排はい便べんするということはないだろうが、油断はできない。

　僕が彼らと並んで歩いているのは、残念ながら第二教室塔の七階にある一年十一組の教室という目的地を同じくしているからだ。

「そこを行くのは、シャーリック王国の方々か？」

　背後から呼ばれて、四人一斉に振り返った。

　さわやかなスポーツマン風の男子が僕たちに微笑ほほえみかけていた。

「その耳飾り、シャーリックのものとお見受けするが？」

　ネルリの国の風習について知っていることといい、何となく偉そうな口の利きき方といい、王族の臭においがする。だが、オシャレっぽい無む造ぞう作さヘアといい、ちょっと緩ゆるめたネクタイといい、本地のボンボンでも通りそうな外見だ。

「いかにも我々はシャーリックだが、あなたは一体誰か？」

　ナナイがネルリをかばうように一歩進み出た。それを見た謎なぞの男子は表情を引き締めた。

「マルマイチ王国旧きゆう王おう、サンガ・サンガニチと申す。シャーリック王五女ネルリ王女殿下をご存知ないかと思い、お呼び止めした次第だ」

「四女だ」

　ネルリが挙手して抗議した。

「おお、あなたがネルリ。想像していたとおり美しい」

　彼はキザな台詞せりふを吐き、ネルリを抱きしめようとした。

　ネルリは爆竹を投げつけ合うお祭りみたいな悲鳴を上げて、飛びのいた。

「あれ、どうした？　ネルリじゃないのか？」

　キザメンは自分が拒絶されたことを信じられない様子だ。バーカバーカお前の許婚いいなずけ正体を現して昔助けたテントウムシにな～れ！

　僕の祈りが漫まん画がの神様に少し間違って伝わったのか、二人のかわいい女子がこちらに手を振りながら駆けてきた。その内の一人はあまつさえ、

「お兄さま」

　などと笑顔で呼びかけてきている。

　三人兄弟の末っ子である僕にもついに妹が！　と思っていたら彼女たちの目的地は案あんの定じようキザメンの傍かたわらであった。

　世の中そういうもんですよね。

　僕の中でキザメンは「サンガさん」に昇格した。サンガさんかっけー。

　妹さんでない方がサンガさんの袖そでを引っ張った。侍じ女じよか何かだろうか。

「陛へい下か、ミッカ様を放っておかないって約束したでしょう？」

「ああ、ごめん。ミッカも、ごめんね」

　サンガさんは女子たちの顔をのぞき込んで、しきりに謝っている。

（何だ、結構優しいトコあるんじゃん……）

　僕の心は色々な意味で揺らいだ。

　サンガさんは女子二人の手を取って、こちらに差し伸べた。

「紹介します。妻のショナ・ショナヌカと、妹のミッカ・ミッカイチです。僕を含め、三人とも一年十一組です。どうぞよろしく」












「妻？」

　ワジが驚きの声を上げた。

「妹！」

　僕も一緒にびっくりした。

「妹って、年が……」ナナイの背後に隠れたネルリが言うと、サンガさんは話しかけられて嬉しかったらしく、ちょっと慌あわてて説明し始めた。

「母が違うんだ。年は同じ、十五歳。今年十六になる。妻は僕らよりひとつ年上だ。せっかくの機会だから一緒に本地で学ぼうと思ってね」

　ネルリとワジは愕がく然ぜんとしている。彼らの視線を意識して、サンガ妻がうつむいて身をすくめた。

「やっぱりこんな娘じみた服はちょっと違う気がする」

「そうかな？　よく似合ってるよ」

　サンガさんは制服を着た嫁さんの腰に腕を回した。もう好きにしてくれ。

「本当に結婚してるのか……」

　ワジの心がありえない方向に折れ曲がってしまっているのが表情から見てとれた。

「汝なんじ、なぜ私の名を知っているのか？　私は汝など知らない」

　ネルリが護衛の陰かげから偉そうに問うた。

　サンガさんは柔らかな物腰を崩くずさない。「僕の父があなたの父上に、同じ年に子が生まれたらめあわせよう、と手紙を送ったのですが、聞いていませんか？　僕は許婚のあなたに会えると思って、ここに来るのを楽しみにしていたのです」

　ワジも、ナナイさえも驚いた顔で主に目をやった。ネルリは彼らの視線に耐え切れず、後ずさりした。

「知らない……私は何も知らない！」

　動どう揺ようすればするほど、容疑不明の真犯人みたいになってきている。

（なるほど、ネルリが許婚か……）

　あちらさんの事情が少しずつわかってきた。許婚がいて妻がいる。そして、腹違いの妹……。

「サンガさんの国は一夫多妻制なんだね」

　僕が言うと、サンガさんは、あれ、こんな奴いたっけ？　みたいな顔でこちらを見た。いいんです、こういうの慣れてますから……。

「そうです。本地の方にとっては珍しいでしょうね」

「うん、確かに」

　それにしても妻と妹を連れて学校に来るなんて、夢のような両手に花モード。だが、ステディな関係が足あし枷かせとなり、学生らしくバカやったりはめ外したりできないという諸もろ刃はの剣つるぎでもある。僕は花が好きなので両手に抱えられるだけ抱えていたいが、攻撃範囲の広さを考えると諸刃の剣も捨てがたい。いや、待てよ。諸刃の剣を両手装備したら攻撃力すごいことにならないか？　女子たちの視線釘付けだ。僕のモテ道に立たち塞ふさがる奴は残らず切り伏せてくれるわ！　人妻だろうと何だろうと！

「てことは、彼女が第一夫人で――」僕はサンガ妻に目をやった後、ネルリを指差した。「あれが第二夫人になるの？」

「いえ、そういう順番はありません。どの夫人にも同じ日数通うのが我が国の風習です」

　サンガさんはサラリと言ってのけた。

「通うってお前……」ワジがあからさまな反応を示した。「それって、夫婦の…………寝床……いや、夜の……」

　言いにくいなら言わなきゃいいのにネ☆

「こっちに来てからは昼に通っています。学校内にも人目につかない場所が意外とたくさんあるものですよ。あ、でも、昨夜は妻の部屋に泊まりました」

　サンガさんはサラリと言ってのけた。

「ナラー」

　ネルリが叫んだ。聞いてたのかよ地じ獄ごく耳みみ（たぶん奴にとってすごい悪口）。

「殿でん下かとのご結婚絶対反対！　校則違反！」

　ワジがわめいた。すると、ずっと黙っていたナナイがゆったりと踏み込んで前蹴りを放ち、ワジを吹き飛ばした。

「いつ殿下が貴様に意見を諮といたもうた？　出過ぎた真似をするな」

　戦せん慄りつのＫＯシーンにサンガさんはお連れさんともども感かん嘆たんの声を漏らした。

「すばらしい。あなたはネルリの侍女ですか？　美しい人だ。ぜひネルリとともに来て、我が後こう宮きゆうに花を添えてください」

　ネルリナナイダブルハード？　夢のような両手に花モー（以下略）。

「貴様も黙れ。次に無礼な口を利かば、旧王とて許さん」

　ナナイはスカートの裾すそをひとつ払い、サンガさんと向き合った。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きだ。

　僕はナナイが刃物でも持っていたら怖いので仲ちゆう裁さいにも入らずにいたが、ここでダークホースだったサンガさんの妹がしゃしゃり出てきた。

「お姉さまの人、増える。いっぺんに、ふたり。わたし、喜ぶ」

　危険を察知する能力と標準語が圧倒的に不自由な子らしかった。

　ナナイはターゲットをサンガ妹に変更して、何かが乗り移ったような目でにらんだ。

（あ、あれは……極東に古くから伝わるという呪法・邪じや忌き眼がん！　目を合わせた相手は死ぬ！）

　以前読んだ本の記述を思い出した僕は、初恋の来た道をたどるふりをしながら、さりげなくナナイとサンガ妹の間に立った。

（離れろ……死にたくなかったら早く僕から離れろ！）

　僕の思いが通じたのか、サンガ妹はサンガ妻の懐ふところへと逃げていった。

「もう行こう、ナナイ。みだりがわしい話にはこれ以上つきあっていられない」

　ネルリはスカートの裾を払って踵きびすを返した。

「勝ったと思うなよ！」

　ワジがサンガさんを指差して、捨て台詞を吐いた。ナナイは最後までこちらに残ざん心しんの構えを見せつけてから、ゆっくりと主君のあとを追った。

　サンガさんは肩をすくめた。

「シャーリック人は不思議だな。慎つつしみ深ぶかいが攻撃的だ」

　サンガ妹が真剣な顔で僕に話しかけてきた。

「あの、お姉さまの人たち、きっと、わるいお姉さま。わるいお姉さま、ミッカを、いじめる。あなた、そう思わないか？」

　そういう小こ姑じゆうと的な悩みはもっと人生経験の豊富な人に相談してもらうことにして、僕はサンガさんに話しかけた。

「一年十一組、レイチ・レイーチイチだ」

「サンガ・サンガニチです」彼は何ら構えるところなく握手に応じた。「レイチって呼んでもいい？」

　僕がうなずくと、彼は腕を広げて、妻と妹を紹介した。この嫁と小姑は仲がよさそうだ。きっとショナはミッカの「いいお姉さま」なのだろう。

「ところで旧王っていうのは何なの？」

「マルマイチでは子どもの王を戴いただくんだ。僕は結婚する前に退位して、今は参議になるための勉強中」

　話してみるとサンガさんは王様のわりにとてもフランク。おかげで本地民の友人と話しているような感覚で接することができた。マルマイチは本地に近く、産業も発達している。先進地域というのは文化的にも似てくるのだろう。

「ところで、新入生代表のカミレって君の知り合い？　本地の女子はみんな素敵だね。それに独身だ」

　出た！　王の特殊スキル「国くに誉ほめ」！　何か誉めるポイントずれてるし、あの性格キツそうな女子にも食いつくのかよ！　というサプライズも含めて、サンガさんかっけーって思った。
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　担任の先生を待つ一年十一組の教室は静まりかえっていた。

　席が十二個しかないというのに、学生たちはわざわざ出身地ごとに固まって座っていた。

　僕の席はワジとサンガさんに、つまりシャーリック王国とマルマイチ王国の間に挟はさまれて緩かん衝しよう材ざいの役を果たしている。

　教卓の真正面の席はさっきの「委員長」カミレとヘイジンに押さえられていた。

　ヘイジンというのは僕の隣室で起居している男だ。昨日、僕とネルリたちが屋根裏などで騒いでいた時に顔も出さなかった。きっとネズミが走り回っているのと勘違いしたんだね、と好意的に解釈したいが、僕らのようなネズミがいるか！　ネズミーランドに観光気分か、おめでてえな！　というわけで僕は会う前からこいつが嫌いだった。

　教室の一番後ろ、三列目の席に並んで座る三人組の女子はそれぞれ○・▽・◇型の交通標識のような巨大オブジェが付いたヘアバンドをしている。重そうにはしていないから、ヘアバンド本体と同じ素材で作られているものと推測はできるが、自分の頭より大きな飾りがおデコから飛び出しているその姿はやっぱり異常だ。とがった部分がなければどんなコスチュームをプレイしてもいいルールなのか、この学校は？

　ガラリと無造作にドアを開け、先生が入ってきた。白髪しらがの爺じいさんだ。

　先生は教きよう壇だんに立つと、ギョロ目で僕らを見渡した。かわいい新入生たちを歓迎しているようには見えない。

　重苦しい沈黙の後、先生は黒板に自分の名前を書いた。

「担任のヨーゲンス・タイグだ。教科は旧共和制語。このクラスを三年間受け持つわけだが、それは必ずしも三年間君たちの担任であることを意味しない。出来の悪い者は切り捨てていくぞ。高等教育で一クラス十二人というのは多過ぎる。卒業時にクラスの人数が半分になるくらいでちょうどいいのだ。活動の中核を担になう力のない者を排除するためにはな」

　話し方も話の内容も、頭カチカチの活動委員みたいだ。この人は第だい二に維い新しん前の、王族が本地民から完全に隔かく離りされていたころからこんな感じでやっていたのだろうか。だとしたら筋金入りのクソジジイだ。

「希望者から自己紹介せい」

　そう言って先生は教卓についた。

　即座に手を挙げたのは、先生の目の前に座るカミレとヘイジンだ。いかにも本地の優等生らしい。僕も一応本地民なので、彼らにならって手を挙げた。

　先生に指されて、カミレが勢いよく立ち上がった。

「都みやこグネドコから来たカミレ・カミーチダです。将来の夢は中央活動委員会に入って活動体に貢こう献けんできる仕事につくことです。そのためにこの学校でしっかり勉強したいと思います。よろしくお願いします」

　座るのも勢いがいい。後ろに座るサンガさんの視線は彼女のケツをロックオン。さっきの国誉めは単なるリップサービスではなかったようだ。

　次にヘイジンが立った。

「ヘイジン・シセーです。同じく都グネドコから来ました。大学で経済を学びたいと思っています。父の仕事の都合で王国に住んだこともあるので、皆とは仲良くやっていけると思います」

　将来の夢とか進学希望とか国外在住経験とか皆かい無むの僕はどうすればいいのでしょうか？　と考えて再び手を挙げるのをためらっていると、ワジが手を挙げてもいないのに立ち上がった。

「ワジ・ワジーチです。よろしく」

　それだけ言って再び着席する。

　出た、ミニマム自己紹介！　それやろうと思ってたのに……。

　冷れい酷こくにも先生は、さっきまで手を挙げていたという理由で、混乱している僕を指した。仕方なく僕は立った。

「ヨー川の源みなもと、ダクー村から来ましたレイチ・レイーチイチです。えーと……ここは緑の多い学校なので、故郷との植しよく生せいの違いを観察するのが楽しみです」

　何をしに来たのか、ますますわからなくなった。

「マルマイチ王国旧王サンガ・サンガニチです。我が国の歴史におけるこの学校の意義を考察しますと、興味深いことに……」

　スピーチすげー長い。

「サンガ・サンガニチの妻、ショナ・ショナヌカです。夫よりひとつ年上で、今年十七歳になります。皆様とともに学び、暮らすことができることを嬉しく思います」

　人妻若妻幼な妻！　人妻若妻幼な妻！　ヒトヅマワカヅナオサマズマ！

「ミッカ・ミッカイチ、サンガお兄さまの、二ヶ月の妹。わたし、外国、来る、はじめて。わたし、とても、喜ぶ」

　彼女にはアホの子枠わく推すい薦せんで右側の一番前の席があてがわれている。

　左側の一番前の席にオチビサン枠で滑すべり込こんだネルリが立ち上がった。

「シャーリック王国王おう女じよ太たい子し、ネルリ・ドゥベツォネガ。好きな言葉は『支配』『蹂じゆう躙りん』『陵りよう辱じよく』。嫌いなものは淫みだらな言動である」

　そう言ってサンガさんをにらんだ。ついでに僕もにらまれた。

「シャーリック王国親衛隊少しよう尉い、ナナイ・ドゥベツォネガ。好きな言葉は『ヤギ』、好きな食べ物は――」ヤギがフライングで出てしまったらしい。「野菜以外！」

　ナナイは腰を下ろすと、紅こう潮ちようした顔を隠すように窓の方を向いた。

　その隣の▽女子が立ち上がった。

「ベイン連合教国から来ました、ソックです。国を代表する者として恥ずかしくない成績を残したいと思っています」

　続いて○女子。

「同じくハツーです。この学校のモットーは我々の美徳とするものと一致しています。ここでたくさんのことを学び、よりよい人間になりたいと思います」

　◇女子。

「同じくイ＝ウと申します。本地に来ることが夢でした。本地の大学に進学したいので、がんばって勉強したいと思います」

　ベイン教徒を見るのははじめてだった。本地と同じ多た神しん教きようだそうだが、異様なヘッドギアを見る限り、我々と価値観を共有しているとは思えなかった。三人とも身み綺ぎ麗れいにしていて、いかにも上流階級って感じだが、その中での身分の上下となるとわからない。▽が一番堂々としているが、三人とも王族である可能性だってある。少なくとも皆ネルリよりはまともな教育を受けていそうだ。

　先生は口を挟まず、メモを取りながら聞いていた。手帳とかではなく、学校の正式なファイルに書き込んでいるのが怖い。彼はファイルを閉じる前に、自分の書いたものを点検するように見つめた。

「さて、ここでこのクラスを代表する自治委員を決める必要がある」彼は僕たちの反応を探さぐるように教室を見渡した。「王国民には馴染みが薄いだろうが、本地ではあらゆる事項が委員会を中心として決定される。委員会は封ほう建けん制せいや衆しゆう愚ぐ政治に対抗する槌つちであり、人民を繋つなぎとめる鎖くさりである。この学校においてもそれは例外ではない。学生の手になる自治委員会は外部の権力による不当な介かい入にゆうを許さないことを誇りとしている。ひとつのクラスから選ばれるのは二名だ。自由・調和・博愛の三大義を愛する者は立候補してほしい」

　先生が言い終えるや否いなや、カミレとヘイジンが先生に地獄突きを食らわせる勢いで挙手した。本地の教室ではよくある光景だが、王国民メインであるこの場所で見ると、同じ本地民としていたたまれなくなった。

「質問」

　ナナイのでかい声がした。先生が促うながすと、彼女は窮きゆう屈くつそうに椅い子すと机の間から抜け出た。

「推薦は認められますか？」

　先生は本地民ツートップに一いち瞥べつをくれてからうなずいた。

「許可する」

「では、ネルリ王女太子殿下をご推薦し申上げると同時に、臣わたくしも立候補します」

「じゃあ俺もします」

　ワジが手を挙げた。ネルリの意志は無視。得てして王とはそういうものだ。

「それでは、マルマイチを代表して僕も」

　サンガさんまでもが立候補する大混戦。泡ほう沫まつ候補も含む六人で争われる…………争うってどうやって？

「レイチ・レイーチイチ。この状況を目の前にして何を感じる？」

　先生が唐とう突とつに尋たずねてきたので、僕はポロリありきの委員決定戦の勝敗を占う心の旅に終止符を打った。

「はあ、皆さん熱心なことで……」

「本地民の君は活動に対し熱心でないのか？」

　こう問われたら、「はい」や「いいえ」ではなく行動で答えるよう、犬みたいに条件付けられているのが本地民だ。

「……立候補します」

　形どおり手を挙げたが、先生が僕に対して抱いた第一印象は覆くつがえせないだろう。出遅れたことを後こう悔かいしてはいなかった。こんな学校来なきゃよかった、と思っただけだ。

「候補者は明日の放課後、新しん入にゆう生せい審しん査さ委い員いん会かいにかけられる。詳しい日時や場所は大掲示板で熟知すべし」

　先生は投げ捨てるように言った。
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　明日から授業が始まる上に審査委員会まであると思うと、気が重かった。

　サンガさん、ワジと三人でダラダラ歩いて寮りよう塔とうに帰る途中、僕は靴くつの中にたまった砂のような不安を感じていた。

　寮塔に戻ると、なぜか食べ物の匂いがした。

　カウンターで電話をしていた寮塔委員は、僕たちを見ると送話口を手で覆おおった。

「やあ、今ちょうど新入生歓迎パーティの準備をしてたところだよ」

「すいません」間かん髪はついれずサンガさんが頭を下げた。「僕たちこれから用事があるんです」

「用事？」寮塔委員は驚いた拍ひよう子しに受話器をフックにかけてしまった。「用事って？」

　僕の口からも同じ質問が飛び出しそうになった。用事？　僕たち？

　サンガさんはいかにも心苦しそうに腕を組んだ。

「明日の審査委員会に向けて対策を練ろうと思ってるんです」

　対策？

「うーん……それじゃあ仕方ないな」

　寮塔委員は渋い顔を隠そうとして頰ほお杖づえを突いた。本地で活動に熱心な者の邪魔をすることは犯罪に近い。彼は政治的な判断からサンガさんのことはあきらめ、僕とワジを標的にすえた。

「君たちも一緒に？」

　サンガさんの突発的な行動についていくのがやっとの僕とワジは「うい」とか「うへ」とか適当な返事をした。寮塔委員は不思議そうな顔をして、階段を上る僕たちを見送っていた。

　僕は自分たちの階まで我慢しようと決めていたが、ワジは耐え切れなかったらしく、四階と五階の間で口を開いた。

「なあ、対策って何？　俺たちも行くのか？」

「対策というのは噓うそだ」サンガさんは悪びれもせず言った。「これから第二寮塔の新入生歓迎会に行くんだ」

「第二寮塔って、殿下のいらっしゃるとこじゃねえか！」

　ワジが足を止めたので、後ろを行く僕は彼の背中を押して上らなければならなかった。

「僕の妻と妹もあそこで寝起きしている。十一組の女子は全員そうだ」

「お前、女子寮塔に侵入するつもりか？」

「別にこっそり忍び込むわけじゃない。ちゃんと招待されている」

「何だその行動力……たまげたなあ」

　ワジはようやく歩き出した。

「君たちも来るだろ？　クラスメイトと親交を深めることは大事だよ」

「うーん、でもなあ……」

　ワジは僕の手に寄りかかったまま悩んでいる。どこへでもいいから早く行け。

「レイチが行くなら行くよ」

　優柔不断な彼の言葉にサンガさんは笑った。「ワジはこう言っているが、レイチ、君はどうする？」

　答えはひとつ。

「モテすぎてそんはない」

　なさけむようの答えがズバリ決まった。

　この瞬間、僕はモテ行為手当受給者ピットファイターの条件を完全に満たしていた。

　たとえば君がモテるためのマニュアル・ガイドブック・デートＭＡＰ・インテリアＭＯＯＫなどに手を出してしまっているとしよう……

　全て燃やせ！

　かっこいいと思ってやっている髪形・服装・仕し草ぐさ・言葉遣づかい……？

　かなぐり捨てろ！

　あしたモテのために・その一――　モテる友人を持つべし！

　何？　他力本願じゃないかって？

　バカ野郎！　モテの船は帆はん船せんだ。風を受けて何が悪い！

　何？　受けようにも風が吹かない？

　バカ野郎！　漕こげ！

　忘れてほしくないのは、船の舵かじを取るのは自分だってコト。オーライ、それじゃお別れだ。僕は見習航海士として今から大おお海うな原ばらに乗り出す。霧む笛てき？　必要ない。だって視界良過ぎて蜃しん気き楼ろうが見えてんだぜ？　女子寮マーメイドたちの。

「いや、モテるとかどうとかじゃなく、殿下が……」

　古い慣習に縛しばられた哀あわれなワジはお上かみの定めた鎖さ国こく政策に異を唱えられずにいた。




　サンガさんは行きがけにヘイジンにも声をかけた。彼もまた僕とワジが行くのなら、と消極的に賛成した。

　外がい環かん路ろを順方向に進んだ。他に歩いている学生はいなかった。皆それぞれの寮塔で歓迎会に参加しているのだろう。

　ロビーのところでサンガさんは足を止めた。

「ちょっと取ってくる物があるから待っていてくれ」

　彼がロビーの入り口に姿を消すと、ヘイジンが声を潜ひそめて言った。

「あいつ、何がしたいんだ？　なぜ僕たちを誘う？」

「自分がモテるとこ見せびらかしたいんじゃないの？」

　ワジが言った。

　戻ってきたサンガさんは片手に顔が隠れるほど大きな花束を抱え、もう片方の手には紙袋を提さげていた。

「差し入れを取り寄せておいたんだ。悪いけど手分けして運んでくれないか」

　僕の分担は炭酸水の瓶びんが詰つまった袋だった。それよりも僕は花束の方が気になって仕方なかった。

「サンガさん、この花すごいね。高かっただろ？」

「五百大たい幣へいくらいかな」

　サンガさんが言うと、ヘイジンとワジは目を丸くした。

「五百？　噓だろ……」

「信じられん。俺の月給より高いじゃねえか」

　ワジが給料をもらっているということの方が信じられない。

　それにしてもすばらしい花束だ。僕の故郷では図鑑でしか見られない熱帯・亜熱帯原産の花が切きり花ばなになっている。しかもこの季節に。栽培にかかった手間を考えると、五百大幣というのは決してスピリチュアルな値段ではない。

　サンガさんは金額のことしか言わない二人を無視して僕に歩み寄った。

「君もよく花をプレゼントしたりするのか？」

「いや、僕はもっぱら見て楽しむ方」

「この胡こ馬ば蓮れん華げなんてレアだろ。マルマイチの改良品種だ」

　確かにその花は花か弁べんの先がかわいく丸まった珍しいものだった。これを女子にあげちゃうなんてもったいない。「僕にくれよ」って言いたいところだが、「え……じゃあ、レイチにだけ。特別だよ」なんて顔赤らめて差し出されたらひとつ屋根の下でどんな間違いが起こるかわからないので、やめておいた。

「殿下は喜ばないと思うな。シャーリックは花を飾ったりしない」

　あとからついてくるワジは苦虫をかみ潰したような顔をしていた。




　花束を抱えたサンガさんが第二寮塔に足を踏み入れると、女子たちの歓声が巻き起こった。

「どうしたの、これ？」

「素敵！」

「綺麗ねえ」

　うらやましがっていても仕方ないので、僕は花か瓶びんの用意をする寮塔委員の手伝いをした。サンガさんは僕に花束を預けると、さっきの胡馬蓮華を一本抜き取って寮塔委員に差し出した。

「これはあなたの部屋に飾ってください」

「私に？」寮塔委員はあきれたような笑いを浮かべた。「あげる相手を間違えてるんじゃない？」

「今回のことでお世話になりましたから」

　サンガさんが言うと、寮塔委員はまんざらでもないような感じで花を受け取り、コップに活いけた。やっぱり女の子に胡馬蓮華っていうチョイスが渋いよな。あれ選んだの僕だから、僕のモテ戦績にカウントしておこう。

　二階に上がると、円卓の上にお菓子やらジュースやらが並べられていて、それを囲んで女子たちが車座になっていた。つまり部屋の八割以上がお砂糖でできているということだ。僕はここを「美ちゆら海うみ」と命名し、心の波打ち際に「ありがとう」とメッセージを残した。

　ネルリとナナイがサンガ妻妹と談笑している。仲直り早過ぎ。

　女子の皆様の視線が異物である僕たちに注がれた。

「これはこれは、二階で失礼」

　ネルリが立ち上がって言った。どこら辺が失礼に当たるのかはわからない。

　僕たち男子は固まって座った。

　だが、乾杯が済むとサンガさんは女子たちの話の輪に加わり、ワジは先輩に呼ばれて耳飾りを見せに行き、ヘイジンは飲み物を取ってくると言って席を立ったきり戻ってこなかった。

　僕は独ひとり寂さびしく壁の花になって座っていた。話の種もなかった。いいえ、泣いてなんかいません。昔の人はこれを見て本当に泣いていると考えたそうです。おかしいですね。

　先輩の一人が立ち上がって歌い出した。歌詞は王国の言葉だった。一緒に歌ったり、合いの手を入れる人がいた。同じ国の出身者なのだろう。それ以外の者も手拍子をしたり、体を揺らしたりしながら聴いている。歌が終わると拍手喝かつ采さい鳴り響き、それがやまぬ内に次の歌い手が立った。

「本地民は歌わないのか？」

　椅子を片手に提げたナナイが側に立ち、僕を見下ろしていた。

「本地民全員じゃない。僕が歌えないだけだ」

　そう答えると、彼女は、そうか、と呟つぶやいて僕の隣に椅子を置き、腰を下ろした。グラスを持っていない彼女のために新しいのを取ってやろうと思い、僕はテーブルの上に手を伸ばした。

「飲み物ならいい」彼女は言った。「甘い物を摂とるとお腹を壊すんだ」

　僕は了解と遺い憾かんの意を表すために小さくうなずいて、座り直した。

　ナナイは背筋をきちんと伸ばして、つまらなそうに座っていた。今度の歌い手は踊おどりも達者で、観る者を大いに笑わせていた。

「歌えないなんて人生の一部を損している」

　歌の切れ目に拍手をしながらナナイが誰に言うともなく言った。

「甘い物を食べられないなんて人生の一部を損してる」

　僕は靴の爪つま先さきを見つめながら呟いた。

　歌い手は汗をかきながら最後まで歌い踊り切った。盛大な拍手の中、何を勘かん違ちがいしたのかネルリが立ち上がった。

「一年十一組ネルリ、張り切って歌います。曲は『シャーリックに吹く熱風』」

　彼女は軟なん体たい生物のような謎のくねくね運動とともに口から怪音を発した。歌詞はシャーリックの言葉だから意味がわからない。ナナイが手拍子しながら微笑んでいるのでコミカルな内容なのだろう。

「どういう歌なの、これ？」

「太陽の光から逃れようとして井戸に飛び込む男を歌ったものだ。飛び込んだはいいが、水面に正午の日光が反射してかえってまぶしくなってしまうんだ」

　一種の不条理劇らしい。

　歌は佳か境きように入り、ネルリの歌と踊りは人間の限界ギリギリに来ていた。真剣な表情とのギャップが悲しくもおかしい。時折「イッヒッヒッヒ」「テーレッテレー」など謎のスキャットが織り込まれる。周囲は囃はやし立たてている。

　ナナイも声を上げて笑っている。笑い声だけ聞けばカワイイが、顔のサタニックな死化粧でかなり損をしている。

　なるほど、これが人生における損か。

　だが、「お前に避けられることは損じゃないよ、むしろ得だよ」という意見もあるだろう。それには素直に賛意を表する。素敵だよね、そんな損を得に変えるメソッド。年会費を払った会員にだけにそっと教えちゃおう。会員が別の人を勧誘すればその人の会費の一部を受け取れるというレイチ・ビジネス、あるいは今歌ってくれている王女様の名前を借りてネルリ講と称して東部諸国で荒稼ぎするというビジネスモデルを脳内に構築している間にネルリが歌い終わったので、拍手。

　それを受けて彼女は調子に乗ってまさかの二コーラス目に突入。終わらない歌と際限のないビジネスが接触して化学反応を起こし、僕のテンションは最高潮ビツグバン！　立ち上がり、オーディエンスの前に躍おどり出でる。ネルリは一瞬たじろいだが、すぐに即そつ興きようで唸うなり始はじめた。

「♪ネルネル練る子はよく育つ～」（ネルリ・ドゥベツォネガ：Ｖｏ　以下ネ）

「♪ネルリひねもす木の根っこ～」（レイチレイーチイチ：Ｃｈｏ　以下レ）

「♪練れば成れ～成れば練ろうの親心～」（ネ）

「♪ネルリルネ～ネルリ借りるね～ネルリルネ～」（レ）

「♪ルララ砂漠で草枕～」（ネ）

「♪ルララ寝床で大航海～」（レ）

　場内大爆笑。

　笑われているだけなのかもしれないが、キッズたちが喜んでくれたのなら満足だよ。僕たちは根っからのパーティ・バンドだからね（レ）。

　汗だくでガッチリ握手する二人。

「最高のショーであった」（ネ）

「楽しかったよ。またやろうぜキープ・オン・ダンシング」（レ）

　ポップ・スターの仮面を脱ぎ捨て、元の普通の男の子ポジシヨンに戻ると、笑顔のナナイに背中をバシバシ叩かれた。僕らのパフォーマンスでハッピーになってくれて何より。痛いけど。




　日が傾きかけたころ、僕たちは第二寮塔をあとにした。

「もう少しいてもよかったんじゃないか？」

　ワジが顔を上気させながら言った。さっきはイヤイヤ感丸出しだったくせに。

　僕たちは外環路を使わず、塔の森の獣道を歩いて自分たちの寮塔に向かった。

　図書館の裏手でサンガさんと別れた。

「各国の手紙の書式を調べてくる。今日来ていた全員にお礼状を出すんだ」

　彼の背中を見送りながらヘイジンが呟いた。「マメな奴」

「あれだけやって妻たった一人って、あいつ本当はモテないんじゃね？」

　ワジが今朝「妻」に過剰反応したことを棚に上げて笑った。
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　朝、教室に遅れて行ったら席が替わっていた。

　これまで僕が経験してきた嫌がらせは、登校したら席がなかった、机の上に花が飾ってあった（花は僕が育てていたもの）、椅い子すに「毒虫」と書かれていた、などといったストロングスタイルのものばかりだったので、このふんわり感は新鮮だった。

　ワジが僕を手招きしている。コッチコッチとかやめて。わかってるから。

「席取っといたぞ」

　わあ、指定席なんて生まれてはじめて！　そして死ね！

「殿でん下かの隣かつレイチの隣という条件を満たすには、ここしかなかったんだ」

　何その俺おれ様さま基準？

　僕の二つ前にナナイが座っている。でかくて邪魔。主あるじを気にしてチラチラ後ろを見ている。髷まげが動いて邪魔。

　ネルリは一番後ろで大丈夫なのだろうか？　クラスで一番小さいのに。

「侮あなどるなかれ。汝なんじより目はいい」ネルリは僕の視線にこめられた思いを取り違えていた。「ナナイは目が悪いから前に座らせた」

　ナナイが振り返って、告げ口野郎を見るような目で熱視線射撃を仕掛けてきた。

　こんな人たちにはつきあっていられないので、僕は教科書を机の上に出して開いた。一時間目はヨーゲンス先生の旧きゆう共きよう和わ制せい語ごだ。

「あ、教科書忘れた」

　ワジが言った。入学して最初の授業で教科書を忘れるとは。ならば逆に何を持ってきたのか、と問いたい。

「急いで取りに帰れ！」

　ネルリに言われてワジは転げるように駆け出したが、扉を開けたところで先生と鉢はち合あわせになってスゴスゴ戻ってきた。

　先生は席順が替わっていることにも触れず、すぐに授業を始めた。

　だが、それくらいのことは僕だって計算に入れている。

　僕はこの長文問題が並ぶ素そっ気けない教科書を四ページも予習してあった。机を寄せてきたワジが教科書の書き込みを見て、低く唸うなった。

　旧共和制語なら彼ら王おう国こく民みんに負けない自信がある。

　本ほん地ちが帝国を解体し共和国を打ち建てた大だい維い新しんの後、共和国の公用文語に制定されたのが現在「旧共和制語」と呼ばれている言語である。

　大維新から百五十年ほどたって活動の方針が変わり、旧王国に自治権を委い譲じようする動きが起こって以来、王国民は彼らの生活から「旧共和制語」を排除していった。

　一方の本地でも、時代とともに話し言葉と書き言葉の境目がなくなり、やがて現代の「標ひよう準じゆん語ご」が生まれた。その結果、日常生活において旧共和制語を使用する機会はほとんどなくなってしまった。

　だが、教養の基礎は旧共和制語で書かれた古典に由来しているし、旧共和制語由来の熟語、慣用句は数え切れないほどある。活かつ動どう委い員いん会かいで用いられる公文書には依然として旧共和制語が使われている。

　要するに、王国民にとって旧共和制語は完全な外国語だが、本ほん地ち民みんからすれば母語のちょっと難しいバージョンのようなものだ。ゼロから学ぶわけではないこちらはかなり有利だといえるだろう。

「第一章第一節、名詞。これは解説するまでもなかろう」先生は教室を見渡した。「ワジ、例文一、読んで訳せ」

　教科書を忘れた奴には匂いがある。

「あの、立って読むんですか？」

　こんなこと訊きいてる時点でアウツ……！

「立って読め」

　ワジは僕の教科書をチラチラ見ながら立ちあぐねている。そっと手渡してやったが遅かった。

「教科書を忘れたのか？」

「はい」

「そのまま立ってろ」

　ワジ犠ぎ牲せい者しや第一号。

　先生は教きよう壇だんから下りて、不満げな顔で立っているワジと、連帯責任を恐れて目を伏せている僕の間に立った。

「他に忘れた者はいないな？」間近で聞くと声デカい。「では続ける。ネルリ、読んで訳せ」

「はい」

　ネルリは立ち上がり、教科書を目の高さに保持しながら朗読を始めた。

「甘キ物。麺メン、昼飯、殿上人、納豆ヲ食ヒテ血液ノ淙ソウ々ソウタル。愛サルルニ堪タン能ノウ、等身大ノ己オノレ、春色果物染配色講義モヲカシ。イザ、自ジ己コ練レン磨マニ全力ヲ以モツテセム」

　意外にもスラスラと読みやがる。

　先生は教壇に戻った。「続けて訳を」

「はい」

　ネルリは机の上のノートをめくった。何と予習もしてあるようだ。

「えー……スイーツ。パスタ、ランチ、セレブ、納豆食べて血液サラサラ」

「待て」先生はネルリの声を遮った。「発音が間違いだらけだ」

「発音？」

　ネルリは当惑気味に教科書を見直した。が、もちろん何の説明も書かれていない。そもそも訳文に発音とか関係あるのか？

「センテンスの最後は息を詰つまらせるようにせんか。スイーツ（笑）パスタ（笑）ランチ（笑）と読まんか。なぜそうなるのか説明せい」

　なぜも何もあんたが勝手にそう読んだんだろうが、と言いたい。ネルリの目は教科書とノートの間をせわしなく行き交っている。

「誰かわかる者は？」

　先生は痺しびれを切らしたように教科書を教卓の上に放った。

「この文章が『恋こい枕まくら』からの引用だからです」先生と至近距離で向かい合うカミレが言った。先生は続けるよう促うながした。

「『恋枕』の物もの尽づくし章段は、作者のＭｕｒａｓａｋｉがライバル関係にあったＳＡＹの流行に影響されやすい性格を揶や揄ゆするために書いたものです。ですから語句の終わりに嘲ちよう笑しよう喉こう音おんを入れます」

　そんな裏事情シラネ。

「『恋枕』の物尽し章段。全部言えるか？」

　先生はチョークを取り、読みにくい字で単語をいくつか書いた。ノートに写すほどのこともなさそうだが、何かしていないと妙なとばっちりを食らいそうだったので、僕は鉛えん筆ぴつを取った。

「ネルリはそのまま立ってろ。カミレ、代わりに訳せ」

　板書について解説とか一切なし。カミレは淀よどみなく答えた。

「次、例題二。レイチ」

　前の文の訳について解説一切なし。僕は立って、一人の分ぶん担たんとしては長い文を読んだ。

「ギヤ！　グツワ！　待チタマヘ！　待チタマヘ！　翁オキナハ叫ベリ。許シタマヘ！　入レムト欲セシノミナレバ。バキツ！　ボコツ！　刑部卿ケンハ構ハズ打チ続ケタマヒケリ。ヒツー！　助ケヨ！　助ケヨヤ！　翁ハ悲鳴ノ如ゴトキ叫サケビ声ゴエヲ発セリ。ソコノ如キ奴バラノアルガユヱニゾ！　刑部卿ハ叫ビツツ打チ続ケタマヒケリ。ギヤー。翁ノ血、辺アタリニ飛ビ散レリ。刑部卿ノ御オホン拳コブシモ血ニ染マレリ。末マツ法ホフノ世！　乱レタルゾ！　乱レタルゾ！　刑部卿ノ御ミ気ゲ色シキ、ハヤオボロケナラズ。カカルワザヲ見タリケル造ミ酒キモ侍サブラヒモ言葉ヲ失ヒニケリ。思ハズ申シケル、卿！　カクシタマヘバ死ヌベシ！　ガツシ！　ボカ！　卿ニハツユ聞コエタマハズ。翁、正体ヲヤ失ヒヌラム、動カズナリニケリ。キヤー、ナシタマヒソ！　造酒ハ叫ベリ。アナ……ヲウ。侍、御身ノ後ヨリ刑部卿ヲ押サヘ申シケリ」

　物語の一場面だろうか。ここだけ切り取られてもどういう場面なのか想像がつかないし、会話文の意味もわからない。

　僕はノートに記した訳を読み上げた。

「それでは意味が通らん」

　先生のおっしゃるとおりです。

　だが、僕は存在感の薄さに助けられたものか、立たされずに済んだ。

「カミレ、どう訳した？」

　先生は再びカミレを指名した。これは教師の特殊スキル「優等生エイミング」である。

　カミレとヘイジンが正答を重ねる間にナナイやサンガさんちの人たちが立たされていく。空気属性の僕はほとんど当てられない。

　異様なかぶり物ものをしているベイン教国の三人が意外にも健けん闘とうしている。女子教育をこんなにきちんと行っている国だとは思っていなかったので驚いた。僕の隣に座っている◇頭ず巾きんなど初見で問題文を訳している。

　やがてヘイジンが立たされ、▽と○がささいな誤訳で立たされて、教室は立たされている者だらけになった。もはや誰が立たされずに残っているのか、座ったままでは見分けが付かない。予習していた僕の貯金は尽き、次に当てられたら終わりという状態だった。しかし、先生がすでに立たせた者をもう一度指名するという特殊スキル「追い討ち」を駆く使ししたため、僕に矛ほこ先さきが向くことはなかった。

「次、十五ページ」

　僕もお義理で指定のページを開くが、内容は理解できない。

「イ＝ウ、最初の一文を訳せ」

　◇頭巾が拳を額に当てて、少し考え込んだ。

　ここでクラス最優等生レースから脱落か？

　◇は教科書に書き込みをしながら訳文を組み立てている。

「百十四年間の間……騒々しく騒いでいる二百人……が向かった先は都で有名な市場に足を踏み入れ、ランニング状態で足を止めた」

「文章になってない」

　先生は言い放った。

　◇は表情一つ変えず反論した。

「ですが先生、正確に訳すとこうなります。これは原文が……」

「訳とはただ辞書を写すだけのものではない。もう少し頭を使え。立っていろ」

　もはや言いがかりである。◇がおとなしく従ったからよかったものの、これが某血の気の多い王女様だったら修羅場だったろう。

　チャイムが鳴った時、座っていられたのは僕とカミレだけだった。

「歓迎会で騒いでいる暇があったら勉強せい。この教科書は今月中に終える」

　先生はそう言い残して、僕たちを解放した。




　　　二




「疲れた！　一時間立ちっぱなしだぜ！」

　そう言ってワジがだらしなく椅子に腰かけた。ダメ出しだらけの、猛もう吹雪ふぶきみたいな一時間が過ぎ去って、教室内は不思議な一体感で包まれていた（カミレと◇の優等生コンビは質問するために先生を追いかけて不在だったが）。

「立ちっぱなしはお前だけだ」

　ナナイが言うと、皆が笑った。ワジに続いて立たされたネルリのことは忘れているみたいだ。

「あ、まだ消さないで」

　黒板の文字を消そうとしたヘイジンにネルリが言った。あんな気まぐれな板書に意味があるとは思えないが、必死でノートを取っている。

「八はち高こうの旧共和制語はレベルが高いと聞いていたけど、本当だったんだな」

　手に付いたチョークの粉を叩はたき落おとしながらヘイジンが言った。

「これが三年間続くのか……ハハ、地獄だな」

　サンガさんがなぜか楽しそうに言った。

「三年、勉強する。わたし、きょうきゅうわせいご、わかるようになる」

「この学校に三年間いられたらね」

　サンガ妻が義理の妹のバカポジティブに冷や水を注いだ。

　僕は昨日よりも激しく、この学校に入ったことを後こう悔かいしていた。旧共和制語ができないってだけでなぜこんな仕打ちを受けなければならないのだろうか。農業をやるのに化学や物理の知識はあった方がいいかもしれないが、旧共和制語は絶対に必要ない。

　板書を写し終えたネルリは黒板消しで授業の痕こん跡せきを薙なぎ払はらった。手の届かないところまで飛び上がって消そうとして、チョークの粉を袖そでにたっぷり付けた。それを見て急いでハンカチを取り出したナナイに彼女は、

「砂さ漠ばくではよくあることだ」

　と言って自分で上着を払ってみせた。




　一時間目の衝しよう撃げきに比べれば、あとの授業はありきたりなものに感じられた。先生の講義を拝はい聴ちようしていればいい。ヨーゲンス先生みたいに学生にプレッシャーをかける授業をやる方がおかしい。

　軍事教練の時間では王国民が有利だった。

　僕の村では軍事教練なんて行進するくらいのものだった。だが、ここでは県の防ぼう衛えい隊たいから下士官を教官として招き、実銃を使った訓練を行う。僕はサンガ妻妹とともに「超初心者班」として別行動を命じられた。

「陛へい下かにどうしてもって言われてついてきたけど、こんな物を担かつがされるとはね。親が見たら泣くわ」

　ショナが爪つま先さきで木銃を蹴けった。

「わたし、はやく、あっち、行く」

　ミッカが指差す先では、グラウンドの中央に整列した同級生たちが教官の合図で銃の上げ下ろしをしている。本地民であるカミレとヘイジンの姿もある。都会の学校では軍事教練をしっかりやっているようだ。

（やっぱり田舎いなかはのんびりしてたよな……）

　僕は体操服のボタンを首まで留めた。四月とはいっても木陰は寒かった。ミッカとは違った意味で、僕は日なたの級友をうらやんだ。
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　六時間目の授業を終えた七人の候補者はそろって委員会塔を登った。

　人の出入りが激しい建物だった。寮塔や教室塔よりゆとりのある造りで、設備も立派だ。二階と三階は吹き抜けのホールになっていた。ここで学内の重要事項が議論されるのだろう。

　長い階段を上らされる。一人なら黙って我が慢まんするが、同行者があれば自然に文句が出る。

「俺、ここを卒業したら階段を上らない仕事につくんだ」

　ワジが手すりを叩いて言った。

「僕が委員に選ばれたら、まずエレベーターの設置を要求するね」

　息を切らしながらも、ご婦人方のためにね、と付け加えるのをサンガさんは忘れなかった。

「我々はいかなる審査をされるのか？」

　ネルリの問いは先を行くカミレとヘイジンの耳にも届いているはずだが、彼らは背を向けたままだ。

　仕方なく僕が答える。「簡単な質問をされるだけだよ。志望動機とか」

「汝は経験があるのか？」

「村の児童委員をやったことがある」

　ネルリは感心したように「むむむ」と唸った。

　指定された九階に着くと、一つだけある扉に「会議中」の札が下がっていた。

　僕たちは思い思いに、ネクタイやリボンを直したり、疲れた脚あしを伸ばす運動をしたり、ナナイに蹴けられたりしながら、扉の開くのを待った。

　やがて、中から笑い声や何かガタゴト動かす音が聞こえてきて、扉が開いた。二人の男子と一人の女子が部屋の奥に向かって「ありがとうございました」と口々に言って出てきた。彼らは僕らの姿を認めると、顔に驚きの色を浮かべた。

　そりゃそうだ。こっちは七人もいるのだから。こんなに人数が多いのは王女様のシンパとでしゃばりと意地悪な先生のせいだ。

　ヘイジンが開いたままの扉をノックした。

「一年十一組の者です。外で待っていた方がいいでしょうか？」

「いいえ、入って結構」

　女子の声で返事があった。

　僕たちは部屋に入った。

　奥に長い机が置かれ、三人の委員が入り口の方を向いて座っていた。中央の一人が女子で、脇の二人は男子だった。彼らと向かい合うように横一列に並べられた椅子が七つ。

「どうぞ座って」

　中央の女子が無む造ぞう作さに椅子を指した。彼女が仕し切きり役のようだ。上着の襟えりに自治委員のバッヂが見える。

　僕たちはてんでに腰を下ろした。最後に扉を閉めたカミレが端の席に着くと、委員の女子が軽く一礼した。

「君たちを審査する三年一組センミ・センミョーカです。よろしく」

　ばらばらにお辞じ儀ぎを返す僕たちを見て、彼女は目を細めた。

　向かって左側に座る男子はレムターイ・レムターイショフ。右のはソフロ・ソフローヴと名乗った。

「自じ治ち委い員いん長ちよう殿、どうしてここに？」

　カミレがそのソフロに声をかけた。彼は笑顔を返した。

「やあ、カミレ。君が立候補したと聞いて審議に参加することにしたよ」

　はい、カミレ当確。

　新入生代表だしね。僕なんか、目の前のソフロという男が自治委員長だということも知らなかった。入学式ではネルリたちを観察するので忙しかったからな。

　審査会を始めるという合図もせず、センミは机の上から書類を一枚取り上げ、独り言のように呟いた。

「カミレ・カミーチダ、昨年度の都みやこグネドコ中央生徒委員長……さすが優秀ね」

「文句のつけようがない経歴だ。幹部候補だね」

　そう言ってレムターイが手元の紙に何か書きつけた。

「ヘイジン・シセーも都立第一中の生徒委員長か。十一組は人材豊富だな」

　自治委員長が自分で言ってうなずいていた。

　センミが僕たちに目を向けた。

「二人はここに来る前から面識があったの？」

　虚きょを突つかれて答えに窮きゆうするヘイジン。

　片やカミレは冷静な表情をしていた。

「中央生徒委員会の議場で何度か一緒になりました。個人的な会話をしたことはありませんが」

「なるほど」センミは背もたれに寄りかかった。「うん、そうね。都グネドコの中央生徒委員って割とそういうところがあるみたいね」

「僕らの代もそうだったな」

　レムターイはそう言ってしきりにうなずいた。

　ここまで僕の話、一切なし。

　そりゃあ確かに村の児童委員は持ち回りだったから実績としてカウントされなくても仕方がない。でも、他にも訊くべきことはたくさんあるはずだ。たとえば、「あなたは脳内でどんなアルバイトをしていますか？」と問われれば、「はい、僕目当ての女の子で満員のアイスクリームパーラーで給きゆう仕じをしています」とハキハキ答えてみせる。そんなアルバイトで貯めたお金で天体望遠鏡を買おうかそれとも無線機にしようか思案していると、委員たちは僕らを無視して話し合いを始めた。

「シャーリックって親しん活動的だっけ？」

「確かそうだよ」

「でも、本地から遠くない？」

「うん、遠い」

「サンガは妻さい帯たい者しやか。君のクラスにも一人いなかった？」

「いるけど、さすがに奥さんは連れてきてない」

「そりゃそうだ」

「え？　それ誰の話？」

「ほら、ここにピアスしてる……」

「ああ、あいつか。嫁はどんな顔してんの？　美人？」

「さあ、知らない」

　僕は「レイチ様が来るまで注文しない！」って言う女の子たちに遅刻したことを詫わびていた。

「おい」ワジが不機嫌そうな声で会話に割り込んだ。「さっきから黙って聞いてりゃ……お前ら何考えてんだよ？」

　何考えてんだよ、って店長、売上のためとはいえシフト週六日は無理ですよ～。

「お前らだけでしゃべるんなら食堂でやっとけよ。それが殿下にご足労願った者の取る態度か？」

　ワジがわめいているので、ようやく我に返り……もとい現実世界リアルが僕に追いついた。

「よせ、ワジ！　失礼だぞ！」

　僕は反射的に立ち上がって怒ど鳴なっていた。ワジが呆あつ気けに取られた顔でこちらを見上げている。

　彼がこんな暴言を吐けるのは活動委員の恐ろしさを知らないからだ。本地で育った者なら、上位の委員に目を付けられることがどれだけの災いを招くものか体で知っている。ワジは特に、反抗的な新入生、おまけに王国民ということで、叩たたき潰つぶして箔はくをつけるのにうってつけの相手だ。

「ネルリ、君からも注意しておいてくれ」

　僕はそう言って、再び座った。急にシリアスなことを考えたせいかめまいがする。

「では、君たちに一つ質問します」

　気を取り直して、みたいな顔でセンミが言った。取り直せるもんなら取り直してみやがれアホ。

「過去にあった事例を元にした話です。君たちが自治委員という立場にあったらどう対処するか、意見を聞きます」

　優しい先輩みたいな顔をして穏やかに話し出した。活動委員は過去の話をする時だけ表情を緩ゆるめる。きっと自分が知っていること以外は安心して語れないんだろう。

「ある学生が同級生の物を盗ぬすんで捕まりました。お金で買えない貴重品です。自治委員は基本的に警察が校内に介かい入にゆうすることを嫌います。ですから、この学生は内部で処分することになります。被害者から体刑を求める声が出ました。君たちはこれにどう答えますか？」

　カミレとヘイジンが反射的に手を挙げた。

「では、サンガ」

　センミが促うながした。僕は本地民の二人に気を取られていて、他の者が挙手しているのに気付いていなかった。

「放校にすれば充分でしょう。見せしめみたいな刑は他の学生のプラスになるとは思えませんね」

　サンガさんはそう言ってセンミに微笑ほほえみかけた。その場違いなムード作り、僕は嫌いじゃないよ。

「次は……ネルリ」

　指されたネルリは薄笑いを浮かべながら答えた。

「警察に突き出す。ここには刑を行うべき体制がない。誰も責任を取れない」

　センミが眉まゆをひそめた。

「私ども自治委員では力不足とお考えでしょうか、殿下？」

　大げさに語尾を上げるセンミ。左右の委員はネルリの出方をうかがうようにじっと視線を注いでいる。

　ネルリは憐あわれむような目で彼らを見た。笑みはもう消えていた。

「こんなやり方で選んだ者たちであろう？　あまり期待できそうにない」

「殿下は責任のある地位に長年おられ、刑の重みをご存知だ。殿下が正しいに決まっている！」

　ネルリの言葉にかぶせるようにナナイが吠ほえた。結論ありきで動く人たちはこれだから怖い。

　ヘイジンが手を上げた。

「発言の許可を求めます」

　自治委員長がうなずいた。センミはナナイとにらみ合ったままだ。

　ヘイジンは彼女たちをチラリと見てから言った。

「労働委員が独自の判断で笞ち刑けいを行った事例があったはずです。人から物を奪う行為は反活動的であり、厳げん罰ばつをもって臨むべきだと私は考えます」

「なるほど」ソフロは手の中のペンをくるりと回した。「なるほど。そうだね、うん。では、カミレ」

　カミレは自治委員長に向かって胸を張り、発言した。

「私は都グネドコ中央生徒委員長だった時、実際に体刑を命じたことがあります。いじめの加害者を罰するためです。執行に立ち会った被害者は刑執行後、加害者たちを赦ゆるしました。委員会は多数決や外部の権力に屈してはなりません。問題の解決を他人任せにせず、当事者間で考えて実行に移せること。これこそが歴史上最も偉大な委員会制度の特長であると私は考えます」

　僕はすっかり投了気分になっていた。こんな夢見がちな男の子が権力とか歴史とかと直面するなんて無理！　僕に思いつくもっとも重い刑罰は、「エッチな本をメイドさんに見つかってお説教される」の刑くらいだ（ただしエッチな本の過激度ｙはメイドさんの潜せん在ざいエッチ度χに比例して変化するものとする）。

「あとは、レイチとワジ。どうだい、意見を聞かせてくれないか」

　自治委員長はすっかり司会の役を受け継いでいる。

　僕は手を挙げた。くそっ、組織ヤツらに一ひと太た刀ち浴びせて、僕という刃やいばが存在したことを永と遠わに刻き印ざんでやる！

「刑の妥だ当とう性せいというものは、なかなか難しい問題でして、その状況になってみないと判断できない部分が少なからずある、そういったご意見にも真しん摯しに耳を傾け、我々としては柔じゅう軟なんに対応していきたい、そのように考えておる次第でございます」












　要するにノーコメント。

　開き直るようだが、僕はこういう問題に対して一本筋の通った意見を持つ人間ではないのだ。わかりやすいようにパンチラでたとえると、委員会というのはパンチラをほしいままにしようと送風機を設置する者の集団で、それ以外の人たちは「偶然チラリと見えたらラッキー」くらいに考えてのうのうと暮らしている。僕は故郷の草原に独り寝転んで空を見上げ、戦争で傷付いた体と心を癒いやしながら、ああ、この雲が全部パンツだったらな――そう思える男になりたい。やっぱり平和が一番！　といった具合に話の一貫性すら保てないんだ。

　ワジが立ち上がった。「俺は殿下が好きでお前らが嫌いだ。だから殿下に従う」

　ンモー、ちゃんと僕の話聞いてた？

　ナナイとにらみ合っていたセンミがワジに目をやり、机の上に視線を落とした。

「ありがとう。以上で審査会を終了します。結果は明日のホームルームでお伝えします」

　そう宣せん言げんした後、彼女は二度とこちらを見なかった。レムターイがニヤニヤ笑いながら書類に何か書き込んでいる。

「おい、俺の意見をちゃんと記録したか？　『どんな場合においても』って付け加えておけ」

　しつこく委員に絡からむワジの腕を引っ張って、僕は部屋から出た。
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　委員会塔の階段を下りながらもワジはまだ文句を垂れていた。

「あいつら何なの？　俺、委員に選ばれても辞退する！」

　そもそも選ばれませ～ん。

　ナナイが両手を天に放り出した。

「あれが自治委員だと？　あの者たちに自治などできるものか」

　そう吐はき棄すてるように言って、鼻息をフンフンと吹いた。上の人たちに聞こえたらどうするんだバカ。

　カミレとヘイジンはさっさと帰ってしまったので、王国民の中に独り取り残された僕が本地民代表として集中砲火を浴びそうな予感。僕を撃つなら体温より少し熱い程度のお湯が入った水鉄砲で撃ってほしい。【注意】僕の体のどこを狙うか、あらかじめ申告すること。恥はずかしがらないで！

「本地の委員ってあんなものだよ」

　事情通＆他人事っぽくコメントしておいた。これでダメなら手すりを滑すべり台だいにしてお転てん婆ばエスケープ決め込む覚悟だ。

「勉強と関係ないことを議論する場のようだな。関わるのは時間の無む駄だである」

　そう言ってネルリは大きなあくびをした。

　サンガさんが僕の顔をのぞき込んだ。いつもの笑顔はなかった。

「まあ、君たち本地民が選ばれるんだろうね」

　とげのある言い方だった。

「まだ決まったわけじゃない」

　つい、強い口く調ちようで応じてしまった。サンガさんは足を止めた。

「そうか？　決まったも同然だろ？　委員会は本地民のための組織だからね。この学校のはそうでないことを期待していたんだが」

「違うよ。全然違うよ」僕の口から決まり文句が飛び出す。「委員会は活動体連邦の全ての人民に対して開かれている」

「だが、現にあの委員は三人とも本地民だった」

　サンガさんの鋭い視線が僕を射た。気け圧おされた僕は後ずさった。結果的に階段を踏み上り、彼らを見下ろす形になった。

　確かにそうだ。

　彼らが本地民であることは僕も無意識の内に悟っていた。でも、たぶんサンガさんに言われなければこんなにはっきりとは認識しなかっただろう。委員が本地民であることは、僕にとってそれくらい自然なことだった。

「断定はできない」

　そう言い返した僕の声に動どう揺ようが表れていたのだろう。サンガさんの顔に笑顔が戻った。活動委員が反活動的なマヌケを吊つるし上あげる時の表情を思い起こさせる笑いだった。

「断言できる。雰囲気でわかるよ。本地民は王国民を何かと見下しているから」

　これには僕も声を荒らげざるをえなかった。

「そんなことないよ。本地民が王国民を差別するなんて……そんなこと、活動の精神が許さない。本地民がそんなことをするわけがない」

「いいや、確かに本地民は我々を侮っている」ナナイが人差し指で天を指し、言い放った。「そもそも貴様らが殿下と対等におつきあいし申上げている時点でおかしい。殿下をその……」

　彼女はネルリを横目でチラチラ見ながら言葉を濁にごした。「お名前でお呼びするなど……」

　話をややこしくするんじゃねえ、この肉にく鈍どん器き！

「まあ待て、ナナイよ」

　ネルリが全てを受け入れんとばかりに腕を広げた。さすがは王位継承者。軍ぐん靴かの中の人とは貫かん禄ろくが違う。

「汝は異民族から尊敬を得ようとしている。その気持ちはわかる。だが、それは畑を作る民族の弊へい習しゆうに毒された考え方である。彼らは畑にせぬ土地を荒地として見下すを習わしとしている。翻ひるがえって考えるに、我々は侵略していない土地を豊かなものと貴とうとぶ。ナナイ、汝はどちらの道を選ぶべきか。当然、シャーリックのそれを行くべきである。つまり、いまだ侵略せぬものを敬うやまうべきである。ということは、やがて我々に征服されるべき民族のレイチやサンガには敬意をもって接するのが道理である」

「死ね！」僕は民族の、もとい人類の敵に向かって叫んだ。「さもなくば逆回転にすると『ネルリ死ね』っていうメッセージが聞こえるレコード、静かなブームを呼べ！」

　ネルリがナラーと鳴いてナナイに泣きつく横を通り抜け、サンガさんもワジも置き去りにして、僕は階段を駆け下りた。




　委員会塔を出た僕は歩き続け、塔の森から抜け出した。地図によれば外がい環かん路ろを西に行ったところに温室があるはずだった。

　それは林を抜けた先にあった。中におぼろげな灯りが点ともっていた。机に向かう一人の男子の姿がガラス越しに見える。

　僕はノックをしてドアを開けた。

「失礼します。一年十一組のレイチ・レイーチイチといいます。農のう芸げい隊たいの温室はこちらでしょうか？」

　中にいた男子は本を閉じて、回転椅子をくるりとこちらに向けた。

「そうだよ。僕は一応農芸隊の隊長ってことになってる。何か用？」

「植木鉢と移植ごてを貸していただけませんか？」

「ああ、どうぞ」

　彼は温室の隅すみで山になっている鉢を指し示した。

「何を植えるの？」

「蓬ほう萊らい香こうです」

　僕は細長い植木鉢を手に取った。農芸隊の隊長が椅子から立って、戸棚を探さぐった。

「蓬萊香なら赤あか玉だま土つちだね」

　彼は大きな麻袋を引きずり出した。土を分けてもらいながら、温室について話を聞いた。かなりの年代物だが、鉄骨が頑がん丈じように組まれているので、真冬の吹雪にもびくともしないそうだ。

「ここにはいつでも農芸隊の連中が誰かしらいるから、また遊びに来なよ」

　僕は重ね重ね礼を言って、温室をあとにした。

　林の中はすっかり暗くなっていて気味が悪いので、早足で寮塔を目指した。

　いきなり訪れた僕に優しく応対してくれた隊長さんのことを考えた。彼は僕が本地民なのか王国民なのかなんてことを気にもかけなかった。他の奴らとは違う。今度来る時には農芸隊の話をもっと詳しく聞こう、と思った。
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　食堂でのんびり朝食後のお茶を楽しんでから教室に行ったところ、また席が替わっていた。

　○▽◇が壁になり、本ほん地ち民みんと王おう国こく民みんが完全に分離してしまっている。何なんだこのクラス？　アンチ・ラブラブ光線を浴びたのか？　胸ポケットに愛を入れておいたおかげで助かったって話を読み聞かせてあげないと寝付けない子たちなのか？

　これだけでもイヤな感じなのに、悪いことは重なるもので、ホームルームの席上、ヨーゲンス先生が僕とカミレの自じ治ち委い員いん就任を発表した。

　王国民ドン引き。

　僕の計画では、カミレとヘイジンが委員に選ばれたのを受けて「いやはや、点取り虫ってのはイヤなものでゲスな」と王国民にすり寄り、うまいことクラスの多数派につくはずだったのに……。

　皆の前で先生から委員章のバッヂを渡された。カミレが握手を求めてきた。

「ともに学校の自治のために力を尽くしましょう、レイチ」

　この連れん邦ぽう中ちゆう央おう活かつ動どう委い員いん会かいスポークスマンみたいな女子だけを味方にして、これからの学校生活を送らなければならないのだろうか。

　新しい委員を称たたえるヘイジンの拍手が空むなしく響く。ウゼェ。




　教室で無視されるのは辛つらい。

　先生の質問にオモシロ珍ちん回かい答とうをしても無反応。

「失敗を通して成長する」とか「学生は間違えるのが仕事」とかよくいうけど、あれ、友達いる奴限定だからね。ミスを自分一人でかぶらなきゃならない状態だと、こころのバランスは簡単に崩くずれてしまいます。ましてや忌いまわしき前世からの因いん縁ねんより重いものを背負ったことのない虚きよ弱じやくな僕にはとうてい耐えられそうにありません。いったいどうすればいいのでしょうか？


（十五歳・男）






Ａ．こういう時には食事習慣を見直してみると吉。食べたら太るっていう固定観念にとらわれ過ぎてない？




　窓越し幼おさな馴な染じみ占いを行ってみたところ、右のような結果が出た。

　そこで、僕は昼休みになると真っ先に食堂に行って給食を受け取り、隅すみっこの席で食べ始めた。

　この学校の食事はうまい。王族向けだからなのか、白パン一つとってみてもモッチリ柔らかく、上品な味わいだ。そのホワイトロリータ（僕が白パンに与えたふたつ名）をモシャモシャやっていると、▽と○の頭ず巾きん女子コンビが給食の載のったお盆を手にやって来て、僕の正面と横を塞ふさいだ。

「ここ、いいかな？」

　▽が僕の隣の椅い子すに視線をやった。

「どうぞ」

　拒こばむ理由はなかった。口の中のホワイトロリータは「何よ、デレデレしちゃって！」なんて非難がましいことを言っているが、実はこれ全て僕の妄もう想そう。

「今日はいつものメンバーと一緒じゃないの？」

　正面に座った○が言った。

「いつもの？」

　思わず訊きき返かえしてしまった。

「ほら、シャーリックやマルマイチの人たちと仲良くしてるじゃない」▽はパンをぺしゃんこに押おし潰つぶしていた。「入学式の時から一緒にいたよね」

「そうそう。何をあんなに楽しそうに話してるんだろう、って話してたんだよ、私たち」

　○もパンを平べったくして、スープに漬つけて食べている。酵こう母ぼ菌きんの作り出した貴重なふくらみが……。

「主にネルリの悪口だね」

　僕が言うと、○は笑った。

「よく喧けん嘩かにならないね」

「いや、実際喧嘩してるんだ」

　昨日のことをかいつまんで説明すると、隣の▽は大おお仰ぎようにうなずいてみせた。

「なるほど、それで自治委員殿は独ひとりぼっちのランチタイムだったのね」

「その呼び方はやめて……」

　そもそも自治委員のことが喧嘩の原因なのだ。

　本気で嫌がっているのが伝わったらしく、▽の顔からいたずらっぽい笑顔が消えた。

「それだけ言いたいことを言い合える仲なら大丈夫。きっとすぐに元の関係に戻れるよ」

　真剣な顔でそんなことをアドバイスされて僕はちょっと泣きそうになった。

「うん……僕も本当は仲直りしたい」

　僕はスプーンくわえて、ウルウルきてるのをごまかした。

　▽さんは同年代と思えないほど落ち着きがあって、言葉にも不思議な説得力がある。僕なんかよりよっぽど自治委員にふさわしい。立候補すればよかったのに。

「ところで、私たち、三人で教国連合から来てるんだけど……」

　○がスープでベチャベチャになったパンを食いながら言った。

　そういえばもう一人◇型の……と言いかけて、僕は思い直した。ネルリの耳の例もある。そこがタブーかもしれないから触れない方がいい。

「あの、今日僕の隣に座ってた人のこと？」

「昨日もね」

　▽が言った。

　そうだったっけ？

　彼女の昨日の座席位置までは思い出せなかったが、僕はこの頭巾三人組の上下関係を理解し始めていた。

　ここにいない◇が王族で、▽と○はきっとそのお付きの者だ。今日は二人そろってお偉いさんの悪口を言いに来たんだろう。ボスとワイフの悪口は万国共通面白トークの定番さＨＡＨＡＨＡ！

「あの人が王族なんだね」

「ううん、違う」○が頭を振った。「私たちは王族とかじゃないよ」

「私たちの国は」▽が自身と○を交互に指差した。「本地と政治的に対立してるのよね。うちの隣国を本地が支援してる関係で。活動体連邦の一員ではあるから一応この学校の入学枠わくはもらえるけど、王族が本地に足を踏み入れることはない」

「私たち三人は試験に合格してここに来る権利をもらったの。王族の代理という名目でね」

　そう聞くと、▽も○も優秀な人に見えてくる。

「国費留学生ってことか」

「ううん、自費」

　○はこともなげに言った。

　自費？

　ここの学費は寮費込みで年間五万大たい幣へいくらいだ。本地の公立高校の中で飛び抜けて高い。僕も含めてまず全員が奨しよう学がく金きんや公費で入学しているものと思っていたので、自費でやってくる物好き――しかも非王族――がいるとは意外だった。

「王族の方が留学を希望する庶民に枠をくださった、ということになってるの、表向き。だから自費。学費まで準備しているのなら仕方ない、ということで譲ゆずってくださるの、表向き」

　こう言われると、熱意も学費もないのにここに来ちゃってごめんなさい、という気分になる。

　だけど、ちょっと待って。

　それ庶民か？

　五万大幣も学費出せる庶民がいるか？　五万なんて世帯の年収レベルだぞ。

　わかった。こいつら金持ちだ。大地主か何かの家の子だ。本地とも対立するわけだよ。活動の精神がそんな極端な格差を許すはずがないもんな。

　僕の中で彼女たちへの親近感が急速に冷めていく。

　○はまだグダグダしゃべっている。

「……で、その菱ひし冠かんむりがね、イ＝ウっていうんだけど」

　へえ、◇のこと、そうやって呼んでいいんだ……いや、もうそんなことどうでもいい。

「君に宛あてて手紙を書いたから読んでほしいって」

　ＯＫ！　それで、同じ文面の手紙を何人に出せばその少年はまたベースボールができるようになるんだい？

　いや。

　これは。

　ボブは関係ないのか（ボブ＝病気の少年）？　ノット・ボブレター？　よかった、病気のボブはいなかったんだ……いや、待て。ベースボールじゃなくてフットボールかもしれない。

「どうかしら？」

「どうって、君ィ」

　返事に困った僕はとりあえず食事を食べ終えることにした。

　パンよし！　スープよし！　すっぱい漬つけ物ものよし！　マッシュポテトらしきドロドロよし！

「とりあえず食後にはお茶を読むよね。いや、飲むよね」

　日常会話に秘密のスクリプトを埋め込むミッション成功！

「じゃあ呼んでくるね」

　そう言って○が席を立った。

「はい、よろしく」

　あれ？　読んでくる？　僕が読むんじゃないの？　呼んでくるの？　誰を？　ボブ？

　○の背中は他の学生たちに交じって見えなくなっていた。
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　▽にフットボールとベースボールの違いを説明していると、○が一人で僕たちのテーブルに戻ってきた。

「言いたいことは手紙に全部書いてあるからいいって」

　そりゃそうだ。

「だから、あそこで待ってるって」

　来てんの？

　○が指差す先、食器返却カウンターの側に◇頭巾が座っている。

　目が合った。

　◇はじっと僕を見つめている。じっと見つめ過ぎ。ひょっとして、本気度かなり高い？　それにしても……












　カワイイじゃん！

　手首なんか細っこくて、髪なんか短くって。美少女というより美少年って感じじゃん。

（そうだよ、あんなかわいい子が女の子のはずないよ）

　僕の理性がそう囁ささやいている。

　落ち着け、理性。お前は時代の半歩先を行っちまってる。

「手紙っていうのは、その、どういった類たぐいの……？」

　渇いた喉にお茶を注ぎ込んでから僕は尋たずねた。緊きん張ちようのためエッチ半身がガクガク震えている。

「標ひよう準じゆん語ごだと何て言うのかなあ？　恋こい文ぶみ？　艶えん書しよ？　ラブレター？」

　○は笑いながら答えた。

　三択？

　よし、それならせっかくだからラブレターを選ぶぜ！

（待て待て。結論を急ぐな、僕のエッチ半身）

　理性の言うとおりだ。まだ最大のミステリーが残っている。

（なぜ僕？）

「なぜ僕？」

　ついに僕の理性とエッチ半身が意見の一致をみた。

　○と▽がテーブル越しに顔を見合わせた。

「なんでだろ？　一ひと目め惚ぼれ？」

「ナナイから話を聞いたのかも」

「あ、そうか。部屋、隣同士だからね」

「ネルリも話してたよね、『ワジのはじめての友』のこと」

　彼女たちの話を聞いても、なぜネルリたち経けい由ゆの情報で僕に好印象を抱くようになったのかわからない。イ＝ウという子はメディア・リテラシーがマヌケなのか？

「そういうことだから」

　○が交渉打ち切りを告げた。

「手紙を見てもらった方が早い」

　▽が言うと、○は上着のポケットからピンクの封筒を取り出した。

　わあ、ちっちゃくってかーわいい！

　でも、すげえブ厚い。

　受け取ると、ズッシリと確かな手ごたえ。中身、いったい何なの？

「開けてみてよ、早く」

　中身がしゃべった！　と思ったら○だった。

「君が読むのを見届けるまでが私たち使者の役目なんだから」

　▽が僕の目を見すえて言った。

　読まなきゃ帰れないらしい。僕も彼女らも。

　僕が封筒を手にしたままグズグズしているせいで、空気が緊きん迫ぱくしてきている。

　読むしかない！

　そうだ、彼女らが側にいるということは、中身が爆弾だったりナントカ菌きんの粉ふん末まつであったりする可能性はないということだ。まあ最初からそんな可能性はないのだが、恋する乙女おとめってテロリストじゃん？　だから、ついな……。

　僕はペーパーナイフも使わずに封筒をこじ開けた。中には折りたたまれた紙の束が入っていた。

「こ、これは……」

　広げてみると、何かズラーッと字が並んでる。何これ、お経？　遺い書しよ？　裏設定？

「千百八十三行詩。知らない？」▽に顔をのぞき込まれる。「でも、旧きゆう共きよう和わ制せい語ごで書いてあるから大丈夫だよね？」

　長いよ！　怖いよ！　全部読んだら呪いの力もしくは眼精疲労で死んじゃうよ！

　かといって、読みたくないとは言えそうにない。

　ここで逆境においてこそ発揮される僕の異能が発動した。

「ここは僕に任せて、君は先に行けラスト・サクリフアイス！」

　僕は理性を突き飛ばし、この地に果てる覚悟で○と▽に向き直った。

「残念だがこれは読めない」

　言っちゃったよ。

「何だって？」

「意味がわからないな。もう一度、言ってもらえる？」

　さっきまでただの同級生だったのに、今では二人ともすっかりデストロンにトランスフォームしてしまっている。相手にとって不足はない。

「もう一度言う。これは読めない。といってもそれは旧共和制語のお話。僕の語学力ではこんな長文理解できない」

「理解できない？」

「本地民なのに？」

　○と▽が疑わしげに僕を見ている。フフ、君たちヒトの常ワ識クで僕をとらえようとしても無む駄ださ！

「本地では旧共和制語を習うの中学校からだもんで。サーセン」

　○と▽は額を寄せて話し合いを始めた。

「どうする？　こんなケース想定してなかった」

「読めない人に無理やり読ませるわけにもいかないしね……」

　よし、とりあえずラブ・サイコ電波の遮断に成功。さらにその発信源を叩く！　他人を使って！

「そうだ。こういうのはどうだろう？　君たちを中心に旧共和制語の勉強会を開くんだ。クラスの皆を集めてさ。会の目的は、ヨーゲンス先生の授業についていけるだけの力を身につけること。表向きはね。本当の目的は、僕がその手紙を読んで返事を書けるようになること」

「これを読もうという気はあるのね？」

　○の表情が少し明るくなった。

　僕も明るく返す。

「モチのロン！　読んだら恋に落ちるかもだぜ」

「どうして勉強会なの？」▽はきれいに整えた眉まゆ尻じりを上げてみせた。「一対一で教わればいいじゃない」

　一対一の個人授業……だと……？





●相手が同級生の場合→「やればできるじゃない。これからは一人でやってよね…………あ、あのさ、レイチって好きな子とかいるの？」

●相手が年上の場合→「大人の（略）






「いや、それはまだ早い。いきなり二人きりっていうのはちょっと……」

　そう、これは喧嘩したクラスメイトと仲直りするチャンスでもあるのだ。それどころか奴らを落第の窮きゆう地ちから救い、感謝されてやる！

「そうか……それなら皆でやった方がいいかもね。ナナイも勉強たいへんだって言ってたし」

　ナイス○。

　考え込む▽。

「レイチ、いつか本当に手紙を読んでくれるのね？」

「死んでも黄よ泉みまーす」

　もちろん噓うそだ。噓を武器にも防具にも使うこの闘法いきかたは変えられない。たとえ地獄の鬼娘が僕の舌ブッコ抜かんとやっとこを口に突っ込んできたとしても。

「うわぁ……レイチの口の中……舌が二枚あるっちゃ！」

「バカめ、それは残像だ！」

　といったように地獄も恐れぬ僕にとって、人界の小娘の二人や三人だますのはペロリ朝飯前。

　○と▽は、遠くの◇に目で合図をして席を立った。

「じゃあレイチ、約束したからね」

「はーい」

　彼女たちが食堂を出ていくのを見届けた僕はテーブルに突っ伏した。

　どうしよう。めんどくさい人間関係がまた増えてしまった。

　その場いその場まを生き抜くことに特化したこの闘法は、高い攻撃力と引き換えに僕の肉体からだをむしばんでいく（主に胃など）。

　六時間目に控えるヨーゲンス先生の授業のことも考え合わせると、僕の心は重く重くなって地獄まで沈んでしまいそうだった。
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　昼休みが終わって教室に戻ったら◇が隣に座っていたので驚いた。

　そうだ、朝から……いや、昨日から隣にいたんだった。

　気まずい。

　特に会話もないまま六時間目の旧共和制語の時間になり、全員立たされて、やり直しで座らされて、また立たされて、六時間目が終わった。

　今日一日の教科書とノートを整理している◇に、僕は思い切って話しかけた。

「手紙のことだけど……」

　◇が顔を上げた。

「あ、うん……」

　彼女はまぶしそうな顔をした。

　僕は立たされたまま、窓を背にしていたのだった。

「ごめん、読めなくて」

　椅子に座ったが、彼女と向かい合うのが恥はずかしくて、いつも以上にきっちり前を向いてしまった。

　僕の視界の隅で◇の頭巾が揺れた。

「ううん。私の方こそごめん。突然あんな長い手紙が来たら不気味に思うよね」

　そうです。そう素直に言いたかったのですが、あなたの使者たちがそれを許さなかったのです。

「本地の慣習について勉強不足だった。私の国では感情を言葉にして包み隠さず伝えることが美徳とされるから」

「ああ、なるほど」噓と妄もう想そうから成り立っている僕とは全く相あい容いれない国民性。「僕は旧共和制語をもっと勉強しなきゃダメだね」

「勉強会っていいアイデアだと思う。私があなたにつきっきりで教えることになったら、きっと勉強どころじゃないだろうから」

　学生の本分であるところの勉強をそっちのけで行うこととはいったい何なのか……？　次週「レイチ無残！　奪い取られた純じゆん潔けつ」お楽しみに！

　とりあえず、彼女の了解を得たので僕たちの勉強会はこれからだ！　ってことで皆に声をかけようと思ったら、教室はもぬけの殻からだった。

「あいつら帰るの早いな……」

　放課後の教室などという甘あま酸ずっぱい空間にティーンの男女を放置しておくなんて……ダメ、思い出以外にも色々デキちゃう！

　僕は教科書を適当に紐ひもでくくって立ち上がった。

「勉強会、今日からでもいいかな？」

「うん、いいよ」僕の立ち上がる様子が変だったのか、彼女は少し笑った。「私の部屋でやろう。たくさん集まるようだったら、寮りよう塔とうのラウンジを借りて」

　僕は世界中のシャカリキを集めたシャカリ気玉と化して駆け出した。




　教室塔から寮塔へ戻る学生でごったがえした中に、青の羽根飾りが揺れているのが見えた。

「おーい、お前らたちボーイズ、ちょっと待ちたまえよ！」

　僕が呼びかけると、ワジ・サンガさん・ヘイジンが振り返った。モブキャラ一歩手前のショボくれた顔並べてやがる。

　僕は勉強会のことを話してやった（◇からの手紙については秘密）。

　真っ先に食いついてきたのは案あんの定じようサンガさんだった。

「すごいなレイチ。僕の知らない間にベイン教国を攻略していたとは」

　いや、むしろ一方的な防御戦。そして、おめでとう。君たちは援軍に選ばれました。

「旧共和制語の勉強もできて、おまけに女子たちと交流できる。一石二鳥のすばらしい作戦だ」

「やべぇぇえ！　殿下のお部屋に迷い込んじゃったらどうしよう」

「落ち着けよ、ワジ。寮塔の部屋なんてどこも一緒さ」

　ヘイジンが言った。

　バカな奴だ。女子の部屋ゾーンの特異性にまだ気付かんのか。

「こうしちゃいられん」サンガさんが叫んだ。「図書館に行って閲えつ覧らん室しつを予約してくる」

「なんで？　女子寮塔に入れるのに？」

「毎回向こうの部屋に行ったら気を遣つかわせるだろ。こんな有意義なイベントは長続きさせなきゃ」

　サンガさんは人ごみの中を駆けていった。

「彼は本当に気が利きくなあ」

　ヘイジンが感心したように言った。

「王よりも侍じ従じゆうとかの方が向いてるな、あの性格」

　自分が全く気の利かない従者であることを棚に上げて、ワジが笑った。




　サンガさんが確保した集団閲覧室は地下書庫の周りに設けられたものの内の一つで、授業などで使用することも想定されているらしく、長い机と小さな黒板が備えつけられていた。ひんやりと張りつめた書庫とは対照的に、室内は柔らかい灯あかりにひたされていた。

　一年十一組はカミレを除いて全員集合した。

「彼女は自分のペースでやるからいいって」

　◇が済まなそうな顔をした。キーッあの女、何様のつもり？　代わりに僕が脳内でハンカチを食いちぎっておいた。

　◇○▽は持参した袋から辞書や参考書を取り出して、机の上に積み上げた。

「文法はイ＝ウに質問してね。私とハツーは我が流りゆうだし、教えるの下へ手ただから」

　そう言う▽だったが、手元の辞書は小こ口ぐちが真っ黒になるほど使い込まれていた。

　なぜかネルリも大きな鞄かばんを持ってきている。

「はじめての勉強会開催を祝しまして、シャーリックの聖なる光を……」

　そう言って彼女が取り出したのは、一本の薄汚れた蠟ろう燭そくだった。「皆様の御学問がいっそう発展されますよう、ここに願い慎つつしみて……」

　ワジのうやうやしく差し出すマッチを手に取ろうとしたところで、僕は彼女から蠟燭を奪い取った。

「何のつもりだ？」

「景気付けにカイギュウの脂あぶらで作った蠟燭を灯す」

　ネルリは悪びれる様子ゼロ。

「バカ。図書館は火か気き厳げん禁きんだ」

　僕が言うと、彼女は手をばたつかせた。

「もう絶滅したカイギュウの蠟燭だぞ。八十年物だぞ」

「知るか。さっさとしまえ」

　僕は蠟燭をワジに渡した。彼は蠟燭の臭においをかいで恍こう惚こつの表情を浮かべた。彼らにとっては貴重品らしい。

「では、歌と踊りでこのよき日をことほぎたい」

　襟えりのリボンをいじりながらネルリが言った。

「いらねえよ。どっかの汚お職しよく政治家の勉強会じゃないんだ。娯ご楽らくは必要ない」

　僕が語気を強めると、ネルリは頰ほおを膨らませて、それを掌てのひらで隠した。何か知らんがむかつくジェスチャーだ。

「じゃあ、これまでの授業のおさらいから始めようか」

　イ＝ウが言った。

「しはんかこの、ふきそくへんか、むずかしい」

　ミッカが教科書の最初のページを開いた。

「四半過去形は定型的な表現でしか使われないから、私たちの国では不規則変化とは呼んでない。元になった典てん籍せきごと覚えたらいいよ」

　イ＝ウが示す本に手を伸ばすミッカを押しのけるようにして、ショナが身を乗り出した。

「係り結びの過去完了には規則があるの？」

「係代名詞の種類によって過去分詞の語尾が変化するだけ」

　ヘイジンが赤あか鉛えん筆ぴつを振った。

「三ページの例文二なんだけど、ここに出てくる所有格の意味は？」

「ここは動詞に注目して。『引き込む』は誘い受け活用の動詞だから、必ず所有格の代名詞を伴う。これは特に訳さなくていい。古代の女おんな手での名残なごりだから深く考えないことね」

　イ＝ウは確かに旧共和制語をマスターしていた。

　こちらの質問に反射的に答えてくる。それでいて僕たちの感じている困こん難なんをどう克こく服ふくすればよいか、アドバイスも忘れない。僕は彼女の鍛たん錬れんを想像し感服するとともに、「旧共和制語なら勝てる」などと思い上がっていた自分を恥はずかしく思った。

　やがて僕の教科書は書き込みで埋うまり、眺めただけで何を言わんとする文なのか判別できるほどになった。

「あとは語ご彙いを増やさないと」

　一人で説明し続けたイ＝ウだったが、疲れている気配はなかった。

「それは各自でやらないと」

　▽が冷やかすように言った。

「じゃあ、私が単語テストを作る。週一回、百問ずつ。明日までに最初の百個を選んでおくね」

　イ＝ウの言葉にネルリとワジが顔を見合わせ、「ナラー」と小さく呟つぶやいた。

「このペースでやれば二週間で教科書を全部訳せる。今日はこれくらいにして、最後に何かひとつ読み物を即そつ興きようで訳してみよう」

　閲覧室を出ていくイ＝ウの背中に鬼オーガの面が浮かんで見えた。




　図書館から出るとすっかり日が暮れていた。

　夕食のため食堂に行ったら、時間が遅いせいで僕たちの貸切みたいになった。

　誰にも聞かれない今だからこそとばかりに、サンガさんが他のクラスの女子について色々と噂うわさ話ばなしを披ひ露ろうした。そのネタの豊富さにあきれたように、ヘイジンがため息を吐ついた。

「君は嫁探しに来たのか？」

　サンガさんはその皮肉を笑顔で受け止めた。「否定はしない。だって妻と学生時代の思い出話ができるなんて素敵だろ？」

　そう言って彼はワイフに微笑ほほえみかけたが、鼻であしらわれていた。

「イ＝ウのご両親はこの学校で出会ったの」

　▽のこの発言で、場が一瞬静まった。その傍かたわらで○がニヤニヤしながら僕の方を見ている。イ＝ウとの関係がバレると非常にマズイ。こっち見ないでよ！　このエッチスケッチパパラッチ！

「へえ、すごいな。君がここに来ることは運命付けられていたんだね」

「お兄さまより、うわてが、いた」

「出会い、か……俺おれやっぱ高校来といてよかった」

「ねえねえ、なれそめ聞きたいの私だけ？」

　皆に見つめられても、イ＝ウは平然としていた。

「クラスは違ったんだけど、課外活動で一緒だったの、父たちと母は」

「父たち？」

　ワジが耳ざとく不思議な単語をとらえていた。

「乳ちち断たち！」

　僕は究極的な願がん掛かけを思い浮かべた。おっぱい的なるものから離れてまで人は何を願うのだろう。

「一妻多夫制ということ？」

　サンガさんの問いにイ＝ウは首をひねった。

「うーん……いいえ、そうじゃない。一夫一妻制だと思う。ただ、私は父の友人も父と呼ぶ」

「妻の生家が夫の友人を養うの」▽が補足した。「子の側から父たちを区別する用語はない。あえて標準語で言うなら、『母と同居している父』と『別に住んでいる父』とでも表現すべきかな。もちろん『別に住んでいる父』が個別に家庭を持つことも可能よ」

「ややこしくないか？　本地でそんな制度が行われたら、相続とかで厄やつ介かいなことになりそうだけど」

　ヘイジンが言った。

「子に伝統を受け継がせるのは父の仕事よ。多い方がいいに決まってるじゃない」

　○が異国人の無知にあきれるような口調で言った。▽が傍らでうなずく。

「我がベイン教国連合が伝統的な文化を保ちながら経済成長を遂げることに成功したのは、こうした社会制度の賜たま物ものだと思う。父たちのサロンで子は育つ。優れた思想や芸術などはそうした共同体の中から生まれている」

「イ＝ウの父上……父上たちは何人おいでか？」

　ネルリの質問は発している本人にも奇妙に聞こえるようだった。

「二人よ。ここにいた時からずっと親友同士」

　そう答えるイ＝ウの顔は旧共和制語を講義している時よりも輝かしかった。

「その、もう一人の……一緒に住んでない方のお父さんは普段何をしてるの？　ベインには住んでいるんでしょ？　それに、一人でも何人でも、家族以外の大人の男を養えるのってすごくない？」

　一夫多妻制の国から来たショナは興きよう味み津しん々しんの様子。

「私の母の家はたまたま油ゆ田でんをいくつか持っていたから、父に事業の元手になるくらいのお金は渡すことができたの。私の母と暮らしていない方の父は、フットボールチームと飛行機工房と少女歌劇団を経営してる。彼いわく、本業は娘と遊ぶことだそうだけど、気候がいいと近所の石切り場へ恐竜の化石を発掘しに出かけてしまうの。だから、あまりいい父親とは言えないかもね」

「おっ、夢を形にするステージ発見！」

　ワジが声を弾ませた。

「殿でん下か、ワジの進路が決まったようです」

　ナナイは真ま面じ目めな顔で主に報告した。

「寂さびしくなるが、仕方ないな」

　ネルリは胸の辺りを押さえて、うなずいた。

「イ＝ウの相手は、この中だとレイチだな。知ってのとおり、俺と彼とははじめての友で親友だから。どうかな、イ＝ウよ、レイチと結婚を前提としてひとつ……」

　調子に乗ってしゃべるワジを僕はにらみつけた。こいつ、勘かんがいいのかアホなのか……。

「やめろよ、ワジ。そんなこと急に言われても困るだろ。ねえ、イ＝ウ？」

　サンガさんナイスフォロー。だけど、一番困ってるのはたぶん僕。

「でも、イ＝ウのとこはいいよね」○が言った。「何だかんだで結構一緒にいてくれるじゃない。私の父の一人なんて月一回手紙をよこすだけよ」

　家庭の事情だからスルーしておこう、という雰ふん囲い気きだったのに、ミッカが「しごと？」と素そ朴ぼくに疑問を呈ていしやがった。

「うん。兵器に転用できる禁輸品をダミー会社使って買いつける仕事。国外出張が多いんだ」

　○はサラリと国家機密を漏ろう洩えいした。

「ハツーのところは他に六人もお父様がいるからいいじゃない。うちなんか一人以外は集団労働所にいるから一年に一回しか面会できないのよ」

　▽はポロリと人権侵害を暴ばく露ろした。

「素敵な国ね。私も陛へい下かと一緒に移住しようかな」

　ショナの目は冗じよう談だんを言っている時のそれではなかった。僕はサンガさんの追い込まれた顔をはじめて見た。

「おう、こうなったら皆で行こうぜ」

　ワジ、大はりきり。

「寂しくなるが、仕方ないな」

　ネルリが胸の辺りを押さえてうなずいた。
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　朝の食堂に姿を現したネルリのズタボロぶりときたら、もはや一いつ幅ぷくの絵であった。

　口も目も半開きで、鼻水が垂れるのか、ハンカチでしきりに鼻をこすり、髷まげはゆがみ、頰ほおには何かを押しつけたような跡あとが残っていた。

「机に向かったまま居眠りして、そのまま朝を迎えてしまった」

　大たい儀ぎそうにパンを食いながらネルリは言った。

「殿下、お体を壊されては元も子もありませんよ。夜更かしはお控えください」

　ワジが珍めずらしく諫いさめ言ごとを口にした。

「だが、私は勉強しなければならない」

　そう言ってネルリは鼻水を垂らした。

「御学問は結構ですが、何事にも限度というものが……」

「私は勉強する。限度など気持ちで越えてみせる」ネルリは鼻水を垂らした。

　ワジはちょっとカチンときたのか、乱暴にスプーンを投げ出した。

「ナナイ、殿下が風か邪ぜをお召めしになったらお前の責任だぞ。ひとつ屋根の下でお仕つかえしていて、殿下が夜更かしされていることになぜ気付かない？」

　ナナイはやつあたりを無視して飯を食っている。彼女の顔のつややかなこと。明らかに主君よりも早く寝て、規則正しい健康的な生活を送っている。

「ワジの言うとおり」イ＝ウが言った。「そんなペースじゃ三年間もたないよ」

　ネルリは鼻水を垂らした。「汝なんじらに勝つにはこれくらいやらなくては。私には三年しかないのだ」

「勝つって、何の話？」

　イ＝ウがパンを潰つぶす手を止めた。

「旧きゆう共きよう和わ制せい語ごれら！」ネルリはくしゃみをした。「汝らが長い時間かけて身につけたものを、私は三年間で会え得とくしなくてはならない」

「殿下、お言葉ですが、勉強に勝ち負けなんて……」

　言いかけた下げ僕ぼくを視線で押し留め、ネルリは鼻水を垂らした。

「私は皆に勝ちたい。イ＝ウにもハツーにもソックにもカミレにもだ。ここには競争がある。専属教師のもとで汝と勉強していたころとは違うのだ」

　テーブルに達するほど長く垂れた鼻水に気け圧おされたかのように、ワジは黙り込んだ。

　ネルリの言うことはもっともだ。アホの下僕しか勉強相手がいない状態では向上心など望むべくもない。

（それにしても、このネルリという女子、面白い……）

　小さな体からは想像もつかぬ負けん気を秘めたネルリ。この人間界に好敵手はいないのではないか、そんな漠然とした不安に取りつかれていた僕を揺り動かす存在。フフ、気に入った。我が影レイチⅡ型として認めよう、と告げようとしたところを「何やってるの？」という声で邪魔された。

　カミレがお盆を手に、僕たちのテーブルを見下ろしていた。

「何って、告は……いや、宣戦布告だよ、君ィ！」

　やり場のない気持ちをぶつけてみたが、余裕で無視された。

「よかったら一緒にどう？」

　サンガさんが彼女のためにすばやく椅い子すを運んできた。

「ありがとう。でも、私は一人で食べるわ」

　彼女はすげなく言って、踵きびすを返した。

「あの者のお盆を見たか？　少食なのを恥はじて、食卓をともにせぬのだ。本地民は朝からおくゆかしいな」

　ネルリがとんちんかんな解釈をして、ワジとナナイは諾はい々はいとうなずいた。




　六時間目の授業が終わって、勉強会の前に一いつ旦たん寮りよう塔とうに帰る仕し度たくをしていると、カミレが僕の机の前に立ちはだかった。

「早く仕度して。行くよ」

「行くって、どこへ？」

　僕が尋たずねると、彼女は眉み間けんにしわを寄せた。

「大掲示板を見てないの？　委員会よ」

　昼休みに掲示板の前を通ったはずなのだが、掲示物には全く注意していなかった。ネルリの毛糸のパンツは見えたんだけどな。食堂の椅子の上でだらしなく体育座りをしてたから。

「ああ、ごめん。（毛糸のパンツしか）見てない」

「まったく……ボーッとしてるから」

　ボーッとなんかしていられない。「レイチ君のエッチ！」と僕を非難する脳内眼鏡めがねっ娘をなだめるのに必死だ。

「レイチ、聞いてるの？」

　ああ、そうだな。「レイチのエッチ！」って呼び捨ての方がいいかもな。

　ん？　今このことを口にすれば、カミレによる生なま「レイチのエッチ！」をゲットできるんじゃないのか？

「もういい。先に行く」

　揺れるエロ天てん秤びんに見入る僕を置いて彼女が教室を出ていったので、僕は「あっ、ちょっ……」と小こ気き味みいいスタッカートを口ずさみながらあとを追った。




　僕たちは委員会塔の八階に登り、「新しん入にゆう生せい委い員いん会かい」というものに参加した。審査委員会の時にもいたレムターイという三年生が司会を務めていた。

　この会は自じ治ち委い員いん会かいの本会議に向けて一年生の委員が準備するためのものなんだって。へえ。どうでもいいよ。こっちもね、暇ひまじゃないんスよ！　あの毛糸のパンツがネルリの手編みだった場合、パンチラ値は増加するのか減少するのか、数学的に予想してるとこなんスよ！　冬になってからじゃ遅いんスよ！

　僕の働きアリ的努力を無視して、一年一組の委員キリギリスたちから順番に自己紹介とクラスの状態について簡単な説明をすることになった。

　僕のクラスについては説明するまでもない。なかよしこよしのニコニコ学級だ。誰だかさんを除いて、の話ですがね。

　その誰だかさんの順番が回ってきた。案あんの定じよう、クラスのことについてはほとんどコメントなし。はいはい孤高孤高。


　続いて僕のターン。あることないこと全部しゃべってやる。この学校の塔は全て秘密の地下通路でつながっている！　僕の中学時代のあだ名＝「ニガヨモギ」！　おっぱいディスコで悪魔召還計画プロジエクトはすでに動き出しているのだ！　我が右手を毒どく手しゆにしようと毒の汁に漬つけていたら、翌朝隣の親父が死んでいた！　とっぴんぱらりのぷう。



「その勉強会でシャーリック人、特に王女太子ネルリはどんな様子かな？」

　世せ俗ぞく的てきな質問で返された。はいはい力を持たぬ者力を持たぬ者。

「ネルリは熱心です。競争意識があります。他の二人にはそういった傾向が見られないので、シャーリック人に共通する特徴とは言えないと思います」

　僕の答えをレムターイは手帳に書き留めていた。

「シャーリック人とマルマイチ人の関係はどうだい？」

「仲良くやっています。敵対感情はないものと思われます」

「なるほど。四日でこれだけ探さぐれるとは上出来だ。引き続き接触を続けてくれ」

「了解しました」

　褒ほめられたので、僕のターン終了。

　あれ？

　探るって？　誰を？　ネルリを？　王おう国こく民みんを？

　サンガさんの言葉が耳に蘇よみがえる。

「委員会は本ほん地ち民みんのための組織だ」

　いや、この学校のはそんなもんじゃない。八はち高こう自治委員会は本地民の学生が王国民の学生を監視するための組織だ。

　最低だ。

　おかしいな、僕は楽しく勉強会をやっていただけなのに。まるでスパイだ。なぜなんだ、僕らのクラスはなかよしこよしのニコニコ……

「レイチ、ちょっとレイチ」カミレに呼ばれて我に返った。「レイチ、来週までにレポートだって。ちゃんと聞いてた？」

　レムターイも他の一年生委員たちも身の回りを片付けて帰り仕度をしている。

「あ、ごめん。何のレポートだったっけ？」

　白々しい笑いを浮かべる僕に、カミレはメモ帳を差し出した。

　僕はレポートの題目を自分のメモ帳に写した。妙に喉が渇いていた。

「最後に出る人、電気消すの忘れないで」

　レムターイの声が合図だったかのように、辺りの音が消えた。

　僕はメモ帳をカミレに返した。

「ありがとう、助かったよ」

　会議室に残るのは僕と彼女の二人きりだった。

　不意に彼女が顔を近付けてきた。すわ、キッスハザード！

「点数稼げてよかったね、マヌケ」

　そう言い残して彼女は去った。

　薄目を開いたままの僕は独ひとりになった。




　　　二




　翌日、ネルリは授業を休んだ。

　ナナイによると、彼女は高熱を発して寝込んでいるらしい。なぜつきっきりで看病しないのか、とワジが問いつめたが、逆襲のミドルキックを脇腹にもらって沈ちん黙もくした。

　旧共和制語の授業がない日だった。

　黙って先生のお話を聴いているだけの授業は退屈で物足りなかったが、それにブチギレて教室を飛び出したくなるほどではない。怒りを誘うほどの退屈なんてどこにもないのだ。僕は黙って授業を聴いて、テストで点数稼ぐだろう。

「点数稼げてよかったね」

　カミレの言葉がまだ頭の中で響いている。

　マヌケの王国民どもには縁のない才能だろうな。僕は彼らに隠れて、彼らのおかげで、点数稼ぐ。

　寮塔で独り寝ているであろうネルリを、僕は妬ねたんだ。彼女のような向上心を持てたら、きっとセコイ点数稼ぎにだってやりがいを見出せただろう。




　放課後の勉強会はネルリに配慮して一回休みとなった。

　僕は移植ごてを手に、温室へ向かった。

　温室には農のう芸げい隊たいの隊長の他にもう一人はじめて会う人がいた。

「やあ、レイチ」

　隊長は僕のことを覚えていてくれた。

　もう一人の男子は椅子に座って大きな本を開いていたが、隊長の声に顔を上げた。「隊長が言ってた入隊希望者って彼のことですか？」

「いや、まだ入隊希望かどうかはわからないな」隊長は笑った。「レイチ、彼はサヘム・サヘームイチ。農芸隊うちの会計担当だ」

　サヘムと呼ばれた学生は立ち上がり、僕と握手をした。

「ぜひ農芸隊に入りたまえ。隊員にはもれなく畑を貸すよ」

「本当ですか？」

「ああ。ちょっと行ったところに我が隊の占せん有ゆう地ちがあるんだ」

　うは、好条件オファー！　脳内お花畑と合わせて混合農業も可能に！

「熱帯植物がやりたかったら、この温室でやるといい。灯油ストーブがあるから冬を越せる」

「金食い虫だけどね」

　隊長は肩をすくめて笑った。

　温室の中を見渡していた僕は、壁際に置かれた袋のレッテルに目を奪われた。

（すげえ、化学肥料や殺虫剤がこんなにたくさん……）

　カタログでしか見たことのないケミカルが無む造ぞう作さに並べられていた。僕はその場にしゃがみこんで成分表に目を凝こらした。

「そっちに目が行くか」サヘムが笑った。「明後日あさつて――次の第一曜日だけど、園芸の問屋に行くんだ。一緒に来るか？」

「問屋？　外出できるんですか？」

　学校の外に出るなんて考えてもいなかったので驚いた。

「農芸隊名義で外出許可申しん請せいを出したんだ。個人だとなかなか通らないが、課外活動の備品購入という理由があれば話は別だ」

　隊長は本に埋もれた机を探った。「カタログあるけど、見る？」

「今入隊すれば外出できるし、隊の予算で買い物もできるぞ。どうする？」

　迫ってくるサヘムをはねつけることはできなかった。実家の裏庭で作っていた小さな花か壇だんからクラスチェンジするチャンスを逃す手はない。外出もできるし。

「入隊します」

　僕が言うと、用意よく隊長は入隊願の書類を取り出した。

「じゃあ、必要事項を記入して。ここを使うといい」

　そう言って彼は本の山をひとつ持ち上げ、机に空きを作った。僕は椅子とペンを借りて書類と向き合った。

（こんなトントン拍びよう子しに事が運んじゃっていいものだろうか……）

　サヘムは元の椅子に戻って本を広げている。その向こうに一ひと叢むらの白い花が咲き誇っているのが見えた。

「満開ですね、五ご色しき」

　僕が言うと、サヘムはわずかに顔を上げた。「きれいだろ？」

「きれいですね」

「あれは僕がやってる原種の五色。褒めてくれるのは君と隊長だけだ」

　そう言ってサヘムは笑った。

　隊長が僕の隣に椅子を置いた。

「うちは穀こく物もつをやってるのが多くてね。花をやるのは僕とサヘムだけ。君は何をやる？」

「花です。食べられるものとかよりも、ただ観るための花の方が好きなんです」

　僕が答えると、隊長とサヘムは顔を見合わせた。サヘムが立ち上がった。

「五色、何本か持っていけよ」

「え、いや、そんな。悪いですよ」

　まごつく僕に構わず、サヘムはポケットからはさみを取り出してカチカチいわせていた。「やるよ。今が見ごろだ。切花でも結構日持ちするよ」

　彼は三本切って新聞紙を巻いてくれた。白地に赤・黄・オレンジ・紫の斑点が散らばった大ぶりの花。ひとつとして同じパターンを持たない。

　ふと、ネルリのことを思った。そうだ、お見舞いにこれ持っていこう。サンガさんみたいでかっこいいね。

　僕はサヘムに礼を言った。




　第二寮塔の寮塔委員は、僕の抱えた花束を見てニヤリと笑った。

「今年の新入生は積極的ね」送話機を取った。「で、プレゼントのお相手は？」

「いえ、そんなんじゃありません。本当に」

　僕は頭を振ったが、彼女のからかうような表情は消えなかった。

　僕がネルリの名を言うと、彼女は内線で僕の来訪を塔内に放送した。僕は迎えが来るまでカウンターの前で待たなければならなかった。

　目の前にいる彼女は新入生歓迎会の時、サンガさんが花を贈った相手だ。僕もこのガチモテ秘密道具を装備している以上、攻めダルマと化して弾幕を張った方がいいのではないだろうか。

「あの、よかったら一本……」

　顔色うかがいつつ言う僕に、寮塔委員は再びからかうような笑いを浮かべた。

「気持ちだけいただいておくわ。ネルリが焼やき餅もち焼くでしょ」

「いや、だからそんなんじゃありません。本当に」

　僕は黙って待つことにした。

「おお、我が友よ、お見舞いに参りたもうたか」

　階段を下りてきたのはワジだった。

「こんなところで何してるんだ、ワジ？」

「殿下を看病し申上げているんだよ。決まってるじゃないか」

　看病？　こいつが？

「あ、花」ワジが呟いた。「殿下は喜ばないと思うな」

　うるせえ！　この美しさがわからん奴は造花でも飾ってりゃいいんだよ！

　ワジのあとに続いて十一階のネルリの部屋まで上った。

　ネルリの部屋は蒸し暑かった。

　どうやって敷しいたのか、床はふわふわした謎なぞのマットレスで覆われている。入り口でワジが靴くつを脱いだので、僕も真似をした。だが、他人の部屋で靴下だけになるなんて本地の習慣にはないことなので、少し恥はずかしい。ただし、靴下以外全ぜん裸らという意味での「靴下だけ」ならウェルカムでアイム・カミングでござるよ。

　部屋の真ん中にピンク色の巨大な星型オブジェが安置されていた。表面に切り取られた穴から、怪人ヒトデ女といった状態でネルリが顔を出していた。目をつぶり苦しそうな表情を浮かべているが、ふざけた仮装のため今ひとつ同情する気になれない。

　ヒトデの足元にナナイが座っていた。その傍かたわらになぜかパン山盛りのお盆が置かれている。

「殿下、レイチが参りました」

　ナナイはそう言ってパンを食った。

「おお、心弱い時には嬉うれしいもの……」












　目を開けて上体を起こしかけたヒトデ原人ネルリは「ナラー」と叫んで、ばったり倒れた。「花など持ってくるな！　こっちは病人だぞ！」

　病気を盾たてにするとはヤクザな奴。いっそ手オ術ペっちまおうか？　石せつ鹼けんと剃かみ刀そりさえあればこんなクラン毛ケ……。

「花は……嫌いか？」

　僕は怒りで声が震えそうになるのを必死で押さえた。

「嫌いだ」ネルリは天てん井じよう向いたまま言い放った。「土の中から生えてくる。汚らわしい」

「は？　農民なめてんのか？　お前二度とパン食うな。野菜と果物も食うな」

「実なら食べても平気だ。それでも王は畑に入ったりしない。土の中は死者の世界であり、土で手を汚した者は神を祀まつる場所へ入る資格を失う」

　ネルリは自身の差別的な考えに疑いを持っていないようだった。

（こいつ、パンを目の前にしてヌケヌケと……）

　パンの山からナナイがまたひとつ取って口に運んだ。

「私は平気だ。訓練でさんざん兵へい壕ごうを掘らされたからな」

　ワジもパンを食った。

「俺の家はもともと農のう奴どだったんだ。ほら、俺の名前って本地風だろ？　大ネルリの東征で捕ほ虜りよになったんじゃないかな。シャーリック王家に農業の文化はないよ」そう言って僕にパンを差し出す。「ほら、食べろよ」

「いや、いいよ」

　僕が突き返すと、ワジはきょとんとした。「なぜ食わない？」

「お腹減ってないから」

「いや、食えよ」

「やだよ」

「食えって」

「やだって」

　僕とワジはパンを押しつけあった。

「それならお前は何をしに来たんだ？」

　三個目のパンを食いながらナナイが言った。

「お見舞いだよ。他に何がある？」

「殿下が病衣やまいを脱せられることを願っているのなら食え」

　ワジがしつこくパンを手渡そうとする。

「ネルリの病気とパンとどんな関係があるんだ？」

「いいから食え」

「食え」

　ナナイの声に殺気が交じり始めた。仕方なく僕はパンを口に運んだ。

「うまいか？」

「うまいよ。当たり前だ。うまいに決まってる。農家の人が一生懸命作った小麦でできたパンだ」

　僕が答えると、ナナイは満足げにうなずいた。

「殿下、お加減はいかがですか？」ワジがネルリに声をかけた。「パンをお召めしになりますか？　客人は我らのパンをうまそうに食べておりますが」

　ネルリはヒトデボディを起こし、また倒した。

「まだ食べたくないな。もうちょっとだな」

「もうちょっとだそうだ」

　ワジが僕とナナイに振り向いて言った。

　何このおまじない？

　僕は立ち上がった。彼らに合わせて夷座あぐらをかいていたのだが、どうも落ち着かない。部屋の中に椅子が見当たらなかったので、僕は空のベッドに腰かけた。寝ていた人の形を残して、掛かけ布団ぶとんが膨らんでいる。その洞穴をじっと見つめていると不思議な気持ちになった。

　この向こうにひょっとしたら不思議の国があるんじゃないかしら。ちょいと冒険してみＣｈａｏちやお！

　僕は右手にパン、左手に熱帯の水辺に咲く花を携えて、ネルリの穴に潜り込んだ。一瞬にして僕は八高七不思議のひとつ、「女子のいい匂い」の謎を解明することに成功した。

「おい、何やってんだお前」

　外界から声がする。

「放っといてくれ。僕は今、本地式の風邪治療法を実じつ践せんしているのだ。出ていけ、風邪の神様」

　さらなるディープ・スペースにダイヴしていく。何か柔らかいものが顔に触れた。靴下の片方が丸まったものだった。

「見てください！　人の住んでいる形跡が！」

「いいから出ろよ」

　外から布団を引っ張る奴がいる。いいから独りにしておいてくれ！　いや、どっか行っちゃいそうで怖いからギュッて抱きしめて！　相反する感情に身も心も引き裂かれた瞬間、布団を剝はぎ取とられ、まばゆい光が天から降り注ぐ――

「これが……僕らの戦場セカイ……？」

　異世界に迷い込んで早々、ナナイ型のモンスターに引きずり下ろされ、床に転がった。花を抱えて保護しながらパンを食っていると、ネルリと目が合った。

「いったい何をしているのだ？」

「ネルリ、ひとつ言っておく……」僕は花をそっと床に置いた。「布団が湿気ている。干した方がいい。汗をかいた肌着もこまめに替えよう。体が熱いと感じるようなら一度薄着になってみるのもいいぞ（ただし、少しでも寒く感じたらすぐに服を着ること）。氷を当てるなら頭より脇の下の方が効果的だ。食べ物は消化にいいものを。水分補給も忘れずに。これが本地の風邪の治し方だ」

「長過ぎてわからないよ」

　ネルリが熱で赤らんだ頰を持ち上げて笑った。

　スピーカーからサンガさんの来訪を告げる寮塔委員の声がした。ワジが下りていったが、すぐに悲鳴を上げて戻ってきた。

「どうした、ワジ？」

「花が……花が…………」

　サンガさんが妻と妹を引き連れて戸口に姿を現した。特大の花束を抱えて。

「やあ、ネルリ。体の方はどう？」

「ナラー」

　ネルリは顔をくしゃくしゃにして叫んだ。

「サンガさん、奮発したなあ」

　僕は立ち上がり、身を埋めるようにして花の匂いを嗅かいだ。

「レイチ、見ろよ。すごいだろ、この姫ひめ帚ははき」

　花束から突き出た二本の穂。サンガさんの言うとおり見事な姿をしている。

「よし、これをネルリの頭に付けて、不思議の国のウサギさんにしてみようじゃないか」

　僕の提案に、ネルリ大暴れ。

「やめろ！　それを近付けるな！」

　だが、抵抗しようにも仰あお向むけ姿勢専用の着ぐるみに包まれているため、ドッタンバッタン音を立てるだけだった。

　そこへヘイジンが「おいすー」と言いながらやって来た。

「ネルリ風邪だって？」

「君もお見舞い？」

「ああ。都みやこグネドコでは風邪を引いたらネギをケツに刺すんだ。ほら、食堂で一本もらってきた」

「やめろ！　やめろ！　ナナイ、この者らの首をはねよ！」

　ネルリはドッタンバッタンを通り越して、ネズミ花火みたいに回転していた。

「ちょっと、さっきからうるさいよ。何なの？」

　綿わた入いれに懐ふところ手でしたカミレが顔をのぞかせた。

「カミレ、はな」

「パン食ってけよ、パン」

「ごめん、お詫わびのしるしにこの花を君に」

「ん？　ネギってケツじゃなくて喉に巻くんだっけ？　カミレ、どっちだ？」

「ああ、もう、うるさい！」カミレが金切り声を上げた。「レイチ、あんた何やってんの？」

「ああ、花か瓶びんを持ってきてくれ。多ければ多いほど素敵だ」

　僕は花粉にまみれて、もうお花さんたちったら、ウフフ、ウフフ……。

　○▽◇も病気平へい癒ゆの歌を歌いに乱入してきて、気が付けばクラス全員そろっていましたとさ、どっとはらい。
















　　　一




　目を覚ました時に、僕がふと「まいっちニズム」を提唱しようと心に決めたため、四月六日は「まいっちニズムの日」として歴史にその名を刻むことになるのだが、近きん視し眼がん的に見ればネルリが復帰した日でもあった。

（フッ、百年も生きられぬ人サ間ルどもには歴史の意味などわからぬものだ……）

　僕はわずかな諦てい念ねんとともに旧きゆう共きよう和わ制せい語ごのノートを見直していた。うん、今日の予習はバッチリ。

　僕の隣に座ったネルリは旧共和制語の時間に向けて着々と防御陣を構築中。自作の動詞活用表とか文学年表とか系図とかを、前に座るナナイの椅い子すの背もたれから先生の死角に当たる教卓の陰かげにまで張りつけている。机の上には辞書の他に何冊か本が積まれている。教科書に載のってないことに関する質問をされた時に備えてのものだろう。

　さすがは僕が認めた強と敵も、勝てばよかろうのなりふり構わぬフリチン根性。何千年ぶりだろう、これほどまでに体が疼うずくのは。フフ……我が力とくと目に焼きつけるがよい！

　そう意気込んでいたのに、旧共和制語の授業は「昔の学生っちゅうのは遊んでばっかりいたのね」みたいな雑談から始まった。禁じられた力総動員体制にあった僕は拍ひよう子し抜ぬけした。

　来いよ先生！　教え子の思い出なんて捨ててかかってこいよ！

　僕の思いが通じたのか、先生は病やみあがりネルリの体調を気き遣づかうようなことを言いながら、彼女に最初の例文を当てた。これだから教師という奴は侮あなどれない。

　僕はノートを見た。ここは完全に僕の予習範囲エリア。読める、読めるぞッ！

　ネルリも流れるようにスラスラ読んで訳した。

「助けて！　猫ねこ又まただあっ、と法師が叫ぶと、猫又のまあちゃんは『見つかったニャ。ご主人様に叱しかられるニャ』と呟つぶやきながら……」

　先生は文句をつける代わりに問題を出した。

「ネルリ、この文章の出典は？」

　来た！　イレギュラーな質問！　でも、これ勉強会でやったところだ！

「はい、『徒つれ然づれちゃんねる』の第七七四八九段です」

「作者は？」

「どく……えっと、ドクター……」

「毒どく田た兼けん好こうです」

　ナナイが助け舟を出した。

　先生は前後に並んで座る主しゆ従じゆうを正面から見すえた。

「この章段からどのようなことが読み取れるか。どちらが答えてもいいぞ」

　ネルリの目の色が変わった。挑みかかるように手を挙げる。部下にも嫉しつ妬とする独裁者気質が前面に表れている。

「主題は、主人公の悲しみです。愛する妻の正体が、死んだ飼い猫まあちゃんの化けて出たものであったとは。信頼を裏切られることは辛つらいものです」

「表面的な読解だ。もう一度全段読み直せ」

　先生はネルリを一いつ蹴しゆうし、他の学生たちを見回した。

「誰か他にないか？」

　よし、僕も行く！　ネルリだけにいいカッコさせるかよ！

「はい！」僕は挙手し、指名されるのも待たずに意見を述べ始めた。「この章段で重要なのは猫又のまあちゃんです。見た目は人間の娘、頭脳は人間の年齢でいうと百二十歳を超える大婆猫さまというダイナミズム。猫集会に出ていたところを村人に見つかり、人間の共同体を追放されてしまうまあちゃんの姿には、近代的個人が抱える孤独の萌ほう芽がを見ることができます」

「ふむ」先生は教科書を手た挟ばさみ、腕を組んだ。「なかなか面白い解釈だが、やや批評的な方面に偏かたよっているな。原典に内在する問題に目を向けてほしい」

「先生、俺はレイチに賛成です」ワジが立ち上がった。「まあちゃん、村から追い出されてかわいそうです。この話、本地に来てはじめて読んだんですけど、人生で一番感動しました」

　いるんだよね、知識もないのにすぐ「一番」とか言いたがるライト層って。

「元ネタがあるんじゃなかったかな、この話？」

　サンガさんの指摘を受けて、僕は文学年表をのぞき込んだ。もちろんネルリのテリトリー内に張られたものだ。「ナラー」と威い嚇かくされたが無視。しかし、字が細か過ぎて読めず。使えねえ。「読む人への心配りを細かくする方が先だったのでは」（関係者談）

「マルマイチにも、同じ話、ある。でも、ちょっと、違う。猫でなく、狐きつね」

「そうだ。この『徒然ちゃんねる』って……」額に手を当てたショナが言葉をしぼり出す。

「確か共和国中の民話を集めたもので、改変がたくさんあるから、何が実話かわからないって書いてあった。ソックから借りた本に」

「そのとおり」先生は大股で黒板に向かった。

「『徒然ちゃんねる』の各章段と、その元になった口承説話との関係は一いち様ようでない。このことが明らかになったのは旧共和制の後期であり……」

「つまり、中ちゆう央おう委い員いん会かいにおける分権派の台頭と歩調を合わせるように学会の主流となった、地域・民族学派の研究成果についておっしゃっているのですね？」

　▽が言うと、先生は「そうだ」と力強くうなずき、板ばん書しよを始めた。

「いくつか具体例を挙げよう。猫つながりで、猫を踊おどらせた香具師やしの話。これの元になったのは……」

　先生の話はどんどんそれていって、二度と教科書には戻らなかった。机の周りに必死で小細工してたネルリ涙目。睡眠時間を削けずって予習してきた僕も涙目。あくびしてからエロゲー夢ムを昨日の続きからプレイし始める。今日こそバストダンジョンの最深部にたどり着くぞムニャムニャ……。

　授業が終わって、前の席のカミレに叩き起こされた時、僕は虚きよ構こうと現実の区別がつかないゲーム脳型人間になりはてていた。

「どうしたの？　急にできるようになったじゃない」

　勉強会に参加していない彼女には僕たちのレベルアップが信じられないらしい。

　僕は目をこすりながら答えた。

「勉強会でやったところだったからね。イ＝ウに訊きいてみな」

　だが、そのイ＝ウは行方ゆくえ不ふ明めい。また先生のところに質問しに行ったらしい。どこまでも真ま面じ目めな人だ。

　納得行かない様子のカミレに、ナナイが勉強会のすばらしさを語った。

「イ＝ウとソック、ハツーが丁てい寧ねいに教えてくれる。先生の授業よりわかりやすいほどだ」

「ナナイの言うとおり」ネルリも加勢しに来た。「単語、文法、長文読解とポイントを押さえてくれているから、どんな質問にも対応できるのである」

　カミレは僕たちを疑わしげな目で見た。

「そんなこと言っても続かないでしょ？　ワジなんか、ネルリが出てるから自分も、って感じじゃない」

　図星を突かれたワジは慌あわてて頭を振る。

「違うよ。今まではそうだったけど、この勉強会は俺に合ってるんだよ」

「一日たった四時間机に向かうだけで驚きの成果さ」

　とはサンガさんの談。

「終わったら、みんなで、ごはん。それが、目当て」

「それは勉強会の本質じゃないんだけど。まあ、楽しくやることは大事よね」

「勉強も恋も両立させちゃえ！　あと、委員会と課外活動も」

　○が高らかにぶっちゃけた。条件が完全に僕オンリーだ。

　そうなんだよね、勉強会を始めてから何もかもがいい方向に……いや、むしろ色々なゴタゴタが原因で勉強会が開かれることになったと僕は記憶している。

　○の言外に含む意味を悟さとってか、カミレは僕を見て鼻で笑った。

「まあ、そううまくは行かないと思うけど」

「うまく行くさ」

　僕は言った。うまく行ってくれないと困る。でないと西方の国に拉ら致ちられる。

「自信たっぷりね。頼もしいわ、同じ自治委員として」

　そう言うカミレは僕を叩たたき潰つぶす自信たっぷりに見えた。

「殿下におかれては勉強と王女太子という重責を両立しておいでだ。レイチなどたいしたことはない」とナナイ。まったく、お前さんにかかっちゃお手上げだよ。

「俺なんて勉強に殿下のお世話にナナイの尻しり拭ぬぐいにレイチの親友にと、四六時中の八はち面めん六ろつ臂ぴだぜ」とワジ。よし、じゃあその勉強以外の仕事と、僕の日常業務パンチラ・ディベロッパー（突風が吹いたり、女子が転んだりしそうな地形を求めて校内をうろつくジョブ。無給）とを交換しようじゃないか。

「なぜ汝は高校生活のスタートを最高のものにするための努力を惜しむのか？」

　ネルリは、心底理解できない、と言いたげな顔でイ＝ウ特製ノートに赤ペンで傍ぼう線せんを引いた。
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　図書館で勉強会→皆で夕食→温室行って先輩たちと雑談→図書館に戻り農学の本を読む。

　この健全そのものというべき午後の過ごし方にいったい何の落ち度があったのか、図書館を出た僕は雨の神様に足止めを食らった。

　庇ひさしの下にいても跳ね返りで服が濡れてしまうほどの豪ごう雨うだった。塔の森は地鳴りのような音に包まれていた。はじめて経験する平地の雨音は僕の鼓こ膜まくを麻ま痺ひさせた。

　傘かさはないし、借りたばかりの本があるから寮りよう塔とうまで走って帰るわけにもいかない。

　こういう時に「センパイ、あの、これ……」なんて言って傘を貸してくれるかわいい後輩が出現したら一発で好きになっちゃうね。男女問わず。

　でも、新入生の僕に後輩ができるにはあと一年待たないといけない。ということは一年間雨降りっぱなし？

　世界滅亡ヤバイ。

　堕だ落らくした人類よサラバ。

　でも、雨の神様にひとつだけお願い！　僕だけじゃなく、僕のかわいい後輩（男女問わず）も救ってあげて！

　そんな兄あに貴き肌はだの雨あま乞ごいを上空に送信していると、内ない環かん路ろの方からゴム引きの外がい套とうを着た二人組がやって来るのが見えた。

　あれがお迎え？　「一緒に着て帰ろっ？」ってこと？　密着度およびキャッちょっとドコ触ってんのよ度が半端じゃない高水準。しかも二人組。「どっちにするの、レイチ？」とか言われても決められないよ～アップアップ。

　僕の悩みは杞き憂ゆうに終わった。二人組は小銃を抱えていた。学がく生せい防ぼう衛えい隊たいのパトロールだ。道の上にできた水みず溜たまりにも構わず、確かな足取りでこちらに向かってくる。雨音の下から靴音が聞こえてくるほどまで近付いた時、前を歩く兵が片手を挙げた。それを合図に、後ろの兵は立ち止まった。手を挙げた方は歩みを止めずに僕の方に迫ってくる。外套の雨粒を弾く音が聞こえる。

「やあ、こんばんは」

　ナナイの悪魔面が外套のフードの下で笑っていた。

「何やってんの？」

　僕は思わず尋たずねた。夜の図書館で架か空くうのお出迎えを待っているこちらもかなりの不審者だが、銃を持って学校内をのし歩いている同級生の方が破壊力では上だ。

「終しゆう夜や偵てい察さつ訓練」そう言ってナナイは、雨に打たれて立っている相棒らしき人を指差した。

「学生防衛隊に入ったのか？」

「うん」

　彼女がうなずくとフードからしずくが落ちた。僕と彼女の間には変な距離があった。

「こっち来て雨宿りすれば？」

　僕が言うと、彼女は天を指した。

「本ほん地ちの雨はたくさん降るな」顔が濡れるのも構わず夜空を仰あおぐ。「シャーリックではこんなに降らない。楽しいな、雨の中歩くのは」

「訓練中に立ち話してていいのか？　あっちの人は？」

　僕が言うと、彼女は肩の銃を担かつぎ直なおして、辺りに水滴を撒まき散ちらした。

「私が止まれと合図したから、あいつは止まる。それがあいつの役目だ」

「でも、あの人先輩だろ？」

「いいんだ。あいつは偉えらそうにしてるが、お小こ姓しよう上がりのお飾り兵士だ。立っているしか能がない。兵士として優秀なのは私の方だ」

　でかい声で言うので、僕は本人に聞こえていないかどうか心配になり、雨ざらし先輩をチラ見した。ナナイは自分の言葉で気分がよくなったのか、僕の隣に来て、とんとんと軽快にジャンプした。彼女にしがみついていた無数の雨粒が地面に落ちた。

「レイチは雨宿りか？」

　今ごろ気付いたのかよ、この鈍どん艦かんポチョムキン。

「降ると思ってなかったから、傘持ってこなかったんだ」

「それなら、私が持ってきてやる」ナナイは銃に付いた水滴を拭ぬぐいながら言った。「もうすぐ交代だ。防衛隊キャンプに傘があるから、それを貸してやる」

　かわいい後輩のはずが、防水加工の死神みたいな奴から傘を借りることになった。だが、ないよりはましだ。僕が感謝の言葉を述べると、彼女は隣の食堂で待つよう言い残してから、先輩に向かって乱暴に手を振り、歩み去った。




　食堂の電気は入り口付近を除いて全て消されていた。ぼつんと照らし出されたテーブルについているのは、しかめっ面つらで本を読んでいる学生と居眠りしてる奴の二人だけだった。僕はナナイの目に留まりやすいよう電灯の真下の椅子に座った。本を読んでいた男が僕を見て、いっそう不機嫌そうな顔をした。

　ナナイは蝙こう蝠もり傘がさとやかんのような物をぶら提さげてやって来た。雨あま合がつ羽ぱはもう着ておらず、葉っぱの裏みたいな鈍い緑色の上下に、膝まである長ちよう靴かという格好だった。頭はいつもの髷まげではなくて、適当に束ねて二つのお下げにしてある。

「お茶、飲むか」

　ナナイはそう言って傘をこちらに放った。僕の返事を待たず、彼女は茶碗を取りに食堂奥の暗がりに入っていった。

　傘からはしずくが垂れていた。外はまだ雨のようだ。

「シャーリックのお茶だが、口に合うかな」

　僕の正面に腰を下ろしたナナイは、ポケットから缶を取り出し、その中の緑色の粉末をスプーンで茶碗に入れた。お湯を注いでかき混ぜると、コケみたいな臭いが漂った。飲んでみたらすげえ苦い。

「よかったらどうぞ」ナナイは読書人にもお茶を勧めた。

　向かい合って座ってから、しばらく沈黙が続いた。気まずい雰囲気にまずいお茶。後者はどういじってもまずいままだろうから、僕は前者を何とかすることにした。

「このあとも訓練あるの？」

「うん、夜明けまでにあと二回パトロールに出る」

　ナナイは湯気の立つ茶碗を手で包んでいた。雨に打たれていたせいか血色が悪い。

「キツそうだな」

「母国ではもっと厳しい訓練があった。それに比べれば楽なものだ」

「へえ、貴族でもちゃんと訓練してるんだ」

　彼女はお茶の粉を溶く手を止めた。「貴族？　私が？」

「え？　違うの？　だってネルリと同じ名字じゃなかったっけ？」

「それは私が『王の子』だからだよ」

「王の子？」

「身寄りのない子どもが入る学校の名前だ。卒業すると王陛へい下かから父ふ姓せいが下か賜しされる」

　ヘビーな身の上話の予感！　口の中のお茶がいっそう苦くなったような気がする。難しい顔をした読書人が茶碗片手に遠くを見つめている。こいつ、確実に盗み聞きしてやがる。

「私の通っていたのは陸軍の下か士し官かんを養成するところだ。三歳で入ったが、ひどいところだった。まともな生徒はあそこから出るために必死で勉強した。勉強ができれば職業訓練校に移れる。もっとまともな生徒は、死んで名誉卒業生になることを選んだ。自殺するのに特別の準備は必要なかった。対砲撃訓練中に掩えん蔽ぺい壕ごうから散歩に出れば、どんな体罰も受けない場所に行けた」

　彼女の母国はとんでもない人権無視国家のようだ。ここを卒業して仕事が見つからなかったら、密入国して革命戦線に就職しちゃおうかな。ゆくゆくは圧政をしく王を倒して独裁者になり、執務室になぜか大きなベッドとシャワールームのあるビジネス環境で自己実現に努めたい。

「二週間前まで私は上等兵待たい遇ぐうだった。殿下のお側に侍はべるのに階級がそれでは旧例に背そむくということで、戦死数回分の特進が認められ、少しよう尉いになった」

「ということは、ネルリのご学友とかでもないわけ？」

「うん。はじめて親しくお言葉をかけていただいたのがつい一月前のことだ。今でも殿下といると緊張してしまうよ。レイチはどうして殿下の前で普通にふるまえるんだ？」

　それはね、脳内スキンシップを繰り返したからだよ。昨夜はネルリ僕ネルリ僕ネルリ僕……という並びでムカデ競走をした。サンガさん×ショナ組に負けちゃったけどね。だってあっちは、ねえ……本物ですから。スキンシップの質が。

「うーん……」僕はこの脳内トレーニング法をパッケージ化できないものかと思いを巡らせた。「接し方がわからないから、普通に接することができるのかもしれない。本地には王様とかいないから」

　ナナイは僕の言ったことを呑のみ込こめているんだかいないんだか、こちらの茶碗をじっと見つめていた。

「そういえば」彼女は別の缶とビンをポケットから取り出した。「殿下はお茶をお召しになる時、粉ミルクと砂糖をお使いになるが、レイチはどうする？」

「そうだね、ちょっと試してみようかな」

　で、入れてみたら甘くておいしい。はじめから出せよ。これで僕が直面している課題の大方は片付いてしまった。今ならどんな身の上相談に対しても「で、あんたはどうしたいの？」っていう最悪の切りかえしを繰り出す自信がある。

「殿下は『王の子』を特に支援してくださっていた。だから、『王の子』は皆、殿下をお慕い申し上げている。私も例外ではない。でも、最近私だけが特別な寵ちよう愛あいを受けているように感じているんだ」

　しまった、こんなところにピュア・ラブの神が百ゆ合り状じよう結界を張っていやがったとは！　グワアアァッ、甘いしびれが取れぬ！

「殿下は、将来私を本地に帰き化かさせてくださるそうだ。私の眼病がこれ以上悪化しないようにと。ほら、この化け粧しよう」ナナイは目の隈くま取どりを指した。「五歳で発症した時からずっとしている。砂さ漠ばくの悪魔から目を守るためのおまじないだ。医者に言わせると、砂漠の砂と風が原因で起こる風土病だそうだ」

　か、かわいそうなナナイ……。

　こんな身近に薄はつ幸こうの美少女がいたとは意外だった。ん？　美少女？　あ……ナナイって……意外とまつ毛長いんだ……。

「ネルリが言ってた『目が悪い』ってのはこのことか……」

「視力は悪くない。ただ、たまに目が猛烈にかゆくなるんだ。なぜか春先によく症状が出る」

　あ～、それは僕の故郷でも杉林で働く人とかによく見られる症例だけど、現代の医学では「甘え」と診しん断だんされるのが関の山だと思う。

「今はどう？　かゆい？」

「本地に来てからは不思議とかゆくない」

「じゃあ本地にずっと住めばいい。ネルリも許可してくれてるわけだし」

「でも……」ナナイは目を伏せた。「これまで兵士になる訓練しか受けてこなかった私が、これから本地で何をして生きていけばいいんだろう」

　そんなこと僕にもわからない。活動の方針に従っていれば安定した生活が得られるのかもしれないが、それでも落ちこぼれる者はいる。落ちこぼれる可能性があれば確実にそこで落ちこぼれてしまえるのが僕で、世の中って本当にうまくできてるなと思う。

「お金のために生きるとかどう？」

「お金か……」ナナイは頰ほお杖づえ突ついて少し考えにふけった。「お金はないよりあった方がいい。でも、稼ぐあてがない。レイチにはあるか？」

「イ＝ウの婿むこになるという奥の手がある」

　僕が言うと、彼女は笑った。「ワジの話を真に受けたのか？」

　僕はつられて笑うふりをするだけにして、詳しい説明は避けた。

「僕だってどうやって生きていくのかわからないよ。好きなことを仕事にできればいいなと思ったりもするけど。花を栽培して売るとかさ」

「わからないと言いながら、目標が決まっているじゃないか」

「決まってないよ。花なんか売ったって食っていけない」

「では、仕事を別に持って、花は趣味にすればいい」

「まあそうなんだけどさ。やっぱりあこがれるだろ、やりがいのある仕事って」

「それなら、知恵を絞しぼって、花でお金が稼げるような仕組みを考えろ。本地でお金にならないなら、他の国でやればいい。たとえば、シャーリックは花を嫌う。当然、花を作る業者もない。ここに市場を開拓すれば利益を独占できる」

「花が嫌いな国民にどうやって花を売るんだよ？」

「花が必要となるよう、国民の生活を変えればいい。せっかくご学友となれたのだから、殿下に取り入って王家を花で満たし、国民の手本にするというのはどうだ？　王を崇あがめる我が国民は競って花を買うようになるぞ」

「それはない」僕は彼女の浅はかな計画をフフンと鼻で笑いとばした。「あの頑がん固こなお姫様が花を好きになるなんてありえないね」

「そうかな？」ナナイはフフーンと笑った。「殿下はお前が持ってきた花をお部屋に飾っておいでだ」

　見えない角度から飛んできた恋のブーメランフックがこめかみにクリーンヒット。僕の脳の「胸がキュンってなる」のを司つかさどる器官は破壊された。イタタタタ。胸が痛い。今まで経験したことのない痛みだ。今すぐ横になって安静にする必要がある。

　僕は懐中時計を取り出した。

「あ、もうこんな時間だ。引き留めちゃって悪かったね」

「いや、なかなか有意義な時間だった。次回はお前のこれからについてもう少し具体的な話をしよう」












　ナナイは茶碗を重ねて持ち、お茶の粉がこぼれたテーブルを袖で乱暴に拭った。テーブルが揺れて、居眠りしていた奴が驚いて跳はね起おきた。
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　僕の今まで築き上げてきたもの全てを瓦が解かいさせるような衝撃が体全体に走った。

「その手鏡は僕のじゃありません！」

　正義を求める叫さけび声ごえは暗い室内に響き渡った。その残響を耳にしてはじめて、僕は夢から覚めたことを悟さとった。肩の辺りに穏やかな圧力が加えられていて、体がベッドの上で揺れている。

「レイチ、起きろ、レイチ」

　ワジの声がする。姿は見えない。

「何だよ？　どうしたんだよ？　くそっ、今何時だ？」

「お前の時計どこだ？」

「上着のポケット……いや、たぶん机の上だ」僕は頭を掻かきむしった。「何だっていうんだ？」

　パッと明かりがついた。電球の光が目に焼きついて、瞼まぶたを閉じても白い染しみになって浮かんでいた。我が身が無防備に感じられて慌あわてて起き上がった。

　ヘイジンが戸口に立っていた。

　何でこいつらが僕の部屋にいるんだ？　混乱した頭の中で考える。これだから鍵のない部屋はイヤなんだ。おちおち淫いん夢むも見ていられない。

「二時二十五分だ」

　見慣れた時計が眼前にぶら下げられた。僕はそれを払いのけて頭を抱えた。

「夜中の二時？　こんな時間に何なんだよ？」

「放送が聞こえなかったのか？」

　ヘイジンの声には力がなかった。よく見ると、彼も寝ね癖ぐせ頭にまぶしそうな顔だ。いつの間に僕の部屋で世界グッタリ人間大賞が始まったんだ？

「放送？」

「自じ治ち委い員いんは委員会塔とうの大会議室に集合だってさ」

「こんな夜中に？」僕はベッドに倒れ込んで天井を見上げた。昔聞いた話だが、連れん邦ぽう情じよう報ほう委い員いんが反活動分子を検挙する際には、相手の寝込みを襲うそうだ。誰だってこんな時間に叩き起こされれば反活動的になろうというものだ。

「ほら、急いで仕し度たくしろ。二時半までに来いと言ってたぞ」

　ワジが僕の制服をハンガーから下ろしている。

「先に顔を洗わせてくれ」

　僕はベッドから足を出して、裸足はだしのまま床に触れた。

「着替えてから洗え」彼はシャツのボタンを外してパッと広げた。

　僕は渋々寝巻きを脱いで立ち上がった。

「二時ってことは、もう日付変わってるな」

「そうだな」

　彼はズボンを差し出した。

「せっかくの第一曜日だっていうのに……休みの日くらいゆっくり寝かせてほしいよ」

「仕方ないだろ。責任者は寝ている時も責任者だ」彼はネクタイを僕の首にかけて、顔をしかめた。「ナラー、ボタンくらい自分で留めろ」

「うるさいな、今やるよ」

　僕はシャツのボタンに上から取りかかったが、しゃがみこんだワジの手に追い越された。

「まったく世話が焼ける。殿下のようだな、お前は」

「ネルリ？」僕はシャツの裾すそをズボンに押し込んだ。「ネルリの着替えも手伝ってるのか？」

「シャーリックにいたころの話だけどな」ワジは丸まった靴くつ下したを解ほどいて、片方ずつ僕に手渡した。「ご機嫌斜めの時なんかひどいぜ。靴下も俺おれが履はかせて差し上げないといけないんだ」

「いいぞ、もっとその手の話をするんだ！」

　靴下履かせて！　と足をばたばたする駄だ々だこねネルリを想像した途端、僕の眠気はシャッキリポンと吹き飛んだ。すごいや僕の想像力！　常人なら中毒間違いなし！

「では、行ってくる」僕は靴くつ紐ひもを固く結び、立ち上がった。「君たちの熱いメッセージ、しかと受け取った。僕は委員会の仕事で君たちに応こたえよう」

「とりあえず放送の音量下げるよう頼んどいてくれ」

　ヘイジンはそう言い残して、目をこすりこすり部屋へ戻っていった。




　雨は上がっていた。

　塔の森を見上げると、闇やみに濁にごった雲が東へと流れていた。




　大会議室には階段状に席が設もうけられていた。

　十二クラス×三学年×二名＝七十二名の自治委員たちがうめき声とともに睡眠不足の体を引きずり、自分の座席を探している光景は、地獄のメディアミックス第一弾カリカチユアだった。

　一番下の段、最前列の机に僕の名札が立てられていた。

　隣の席ではカミレが癖のついた髪を直そうと苦労している。

「何があったか聞いてる？」

　そう声をかけて腰を下ろしたが、彼女は髪を束ねるゴムと格闘していて、こちらに顔も向けなかった。

「何も」彼女はバチンとゴムを鳴らした。「何にせよ幸さい先さきがいい。こんなに早く本会議に呼ばれるなんて」

　僕たちの正面には壁と見まごう高い段があって、その上には幹部委員らしき学生たちが並んで座っていた。「自由・調和・博愛」の横断幕が彼らの頭で隠れてしまっている。僕たちを見下ろすこのテラスを作るために二・三階を吹き抜けにしたんじゃないだろうか、と邪じや推すいした。

　その特別席に見知った顔があった。審しん査さ委員会でナナイと喧けん嘩かしていた女の先輩だ。前回の戦いは勝ち負けなしという結果に終わったので、ぜひ再戦をしてもらいたいところだ。私し闘とうだから人目につかないところでやるのがいいね（お風呂場とか）。ネルリ・ナナイ・先輩・僕の四人で争われるトーナメント。耳みみ刈かりネルリに対抗して、リングネームは「胸むね借かりレイチ」！（性的な意味で）体格差のある相手にも恐れず立ち向かっていきたい。

　テラスの中央にある演えん壇だんに、例の自治委員長ソフロ・ソフローヴが立った。

「急な招集となったが、これより自治委員会全体会議を開催する」

　会場から拍手が起こる。僕も一緒に拍手をする。

「では、案件について説明する」ソフロは審査委員会の時よりも堂々としていた。「本日四月七日午前一時ごろ、八はち高こうの敷地内外を繋つなぐ地下通路が発見された。その地下通路の中に数名の学生が潜ひそんでいたことが確認されている。本来ならば、この会議は彼らに対する懲ちよう罰ばつを議論する場であったはずだ。しかし――」

　ソフロ委員長は演壇から身を乗り出すようにして、議場を見渡した。「第一報を受けて現場に駆けつけた学がく生せい防ぼう衛えい隊たいは彼らを拘こう束そくするどころか、独自の判断で彼らを解散させ、今もなお彼らの名前や所属はおろか人数すら明らかにしていない。これは何を意味しているのか？」

　僕の背後からざわめきが起こる。

「周知のとおり、学生防衛隊の隊員は全て王おう国こく民みんだ。彼らは本ほん地ち民みんおよび委員会を敵視し、王国民のみで排外的な自治を行おうとしている。それを考慮すれば、地下通路にいた者が王国民であることに疑いの余地はない。我々はこうした卑ひ劣れつな手段により無断外出を図った者たちを罰しなければならない！　防衛隊には彼らに関する情報を開示するよう、強く求めていく！」

　熱狂的な拍手の音が会議場を包んだ。僕は皆に合わせて手を叩きながら、今知ったことについて考えた。

　自治委員会が本地民のみからなる組織であるのに対し、学生防衛隊は王国民だけのヤクザな集団というわけか。まあ、僕には関係ない。そんなことより、早く帰って外出の仕度しないと。

「安心してほしい。我々は優位に立つための材料を手中に収めてある。地下通路の第一発見者、一年十一組ナナイ・ドゥベツォネガの身柄を彼らに先んじて確保した。地下通路に関する情報は全て彼女から聞き出したものだ」

　ナナイ？

　僕が食堂で彼女と会ったのはつい数時間前のことだ。終夜訓練中だって言ってた。

　そうだ、パトロール――眠れない僕たち真剣十代の胸の内、わかってくれるのはナナイだけ！　ありがとう夜よ回まわりナナイ！　……あれ？　ナナイが身柄を拘束したんじゃなくて？　されたの？　それでもナナイは回っているの？

「何か知ってるの？」

　カミレが囁ささやいた。僕は小さく頭を振った。

　演壇のソフロが傍かたわらの委員と書類の受け渡しをしている。

「ナナイ・ドゥベツォネガの供述をかいつまんで説明する。彼女は四月二日付けで学生防衛隊に入隊した。母国での経歴を認められ、訓練を受けながら通常勤務につくことになった。昨日――四月六日夜から七日早朝にかけて終夜偵てい察さつ訓練を行う予定になっていた。訓練は二人単位。指導官は三年一組のクルジュ・クルジュコ」

　僕は雨宿りしていてナナイに会った時の光景を思い出した。ナナイの後方で雨に打たれていた兵士――暗くて顔は見えなかったが、たぶんあいつのことだ。

「七日午前〇時四十分ころ、第二迎げい賓ひん塔とう付近をパトロール中、不審な人物を発見。誰すい何かしたところ逃げようとしたため、彼女は追跡しこれを拘束。その際に抵抗されたため、銃じゆう床しようで顔面を殴おう打だした」

　ナナイが担かついでいた銃の木製ストックを思い浮かべる。あんな重量感のあるものをバカがバカの馬力で振り回すのだから怖い。

「拘束した不審者に問いただしたところ、我が校の学生、三年七組のマイコ・マイコプであると自供した。出歩いていた理由を尋ねると、地下通路の存在をほのめかした。ナナイは彼の供述からその位置を第二迎賓塔の北と推測し、マイコを指導官に預けて、捜そう索さくに向かった」

　ナナイの「といただす」や「たずねる」という行動が文字通りのものだとは考えにくい。普通の人の「たたかう」と同義だろう。

「彼女は外壁近くで井戸に偽ぎ装そうされた地下通路を発見。中に潜り込むと、そこには九人の学生が隠れていた。彼女は彼らを連行し、地上に出た」

　中に九人もいたのか。でも、僕が入ろうとすると、「この通路は九人専用なんだ」とか言われるんだよな。知ってるぜ、そのパターン。

「彼女が外に出ると、そこには当直勤務の分隊長と隊員数名がいた。クルジュが無線で呼び出したのだ。拘束した学生を彼らに引き渡し、彼女は報告書作成に備えて覚え書きを始めた。すると分隊長が、本件に関する記録を残さぬよう命令してきた。彼女は反論した。地下通路の中にいた学生たちは防衛隊員に連れられて、すでに姿を消していた」

　懐中電灯か何かの光の下、背を丸めてメモを取るナナイの姿が目に浮かぶようだ。バカだな、ナナイ。そんなの適当にやっとけばよかったんだ。自分で言ってたじゃないか、あいつらは「お飾り」だって。

「そのころ、防衛隊々長以下幹部たちに伝令が回っていた。我々は内通者からその情報を受け取り、ただちに委員を現地に派は遣けん、ナナイとの接触に成功した。これまでの経験から、我々は防衛隊の隠いん蔽ぺい体質を熟知していた。本件も内部でもみ消されるだろう。その見通しを彼女に説とき、証人として自治委員会に協力することを約束させた。我々は事件についての報告を求める文書を防衛隊に送った。それに対する防衛隊側の回答の要よう旨しを次に述べる。『一、学生たちは偶然地下通路を発見し、今回はじめて中に入った。一、防衛隊は彼らに対して厳重に注意し、寮りよう塔とうに戻らせた。これ以上の懲罰は必要ないものと判断し、氏名などは通知しない。一、地下通路がいつ作られたものであるかは不明。一、ナナイの引き渡しを求める。当該隊員は隊規に違反し学生に暴行を加えたため、厳正に処分する』以上だ」

　委員長が言葉を切るのと同時に、会議室は怒ど号ごうに包まれた。

「引き渡し反対！」「防衛隊の横暴だ！」「奴らは噓うそつきだ！」「奴らは全て知っていたんだ！」「奴らを追放しろ！」「徹底抗戦！」「徹底抗戦！」

　僕も皆に合わせて「（パンチラを隠蔽する毛糸のパンツ着用を）許すな！」と叫んでおいた。

　僕たちの絞しぼり出だした声は天てん井じように響いている。振り返って他の委員たちを見ると、ある者は立ち上がり、ある者は拳を振り上げ、それぞれがまるで眼前に敵を見すえているような格かつ好こうで吠ほえている。彼らの声と残響が渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、それがさらに彼らの熱狂を呼ぶ。

　その中でひとつだけ平静な、それでいて力強い言葉が聞き取れた。

「発言の許可を求めます」カミレが立って挙手した。

「一年十一組カミレ・カミーチダ、発言の許可を求めます」
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　カミレは喧けん騒そうの中、微動だにせず手を上げていた。彼女の背中に圧おされたかのように、委員たちは放ほう言げんをやめて押し黙った。入学式の新入生代表だった彼女を知らない者はいない。

　委員長は眼下に静せい寂じやくが広がるのを待って、カミレに手を差し伸べた。

「許可する」

　カミレはゆっくりと立ち上がり、間を置いてから口を開いた。

「級友ナナイはどこにいますか？　彼女の安全は確保されていますか？」

「彼女はここの上階にいる。塔委員が側についている」

　座っている幹部委員が答えた。

　カミレは何かメモしている。

「クラスを代表する自治委員として、彼女との面会を求めます」

「許可しよう」

　委員長が答えた。

「このあとすぐに我々全員で地下通路を査さ察さつすることを提案します」

　カミレの意見は幹部委員たちのうなずきや耳打ちを引き起こした。

　僕の机に彼女の手が静かに伸び、一枚の紙片が置かれた。





　　本地民と王国民の共存目指す新しい委員会作るチャンスあなたの意見聞かせて






「委員会と防衛隊の交渉はどういったルートで行われていますか？　相手方の担当者の氏名は？」

　カミレは勢いづいて、幹部連を質問責めにしている。

　僕は紙片に走り書きされた文字を見つめた。チャンス――この言葉がヒントになった。

　これは彼女にとってのチャンスだ。「上」に行くための。

　僕には関係ない。ナナイにも関係ない。

「今なすべきことは、委員会と防衛隊が開かれた場で話し合うことです。お互いの手札がわかりきった状態でにらみ合いを続けても無意味であると私は考えます」

　カミレが発言を終えて腰を下ろすのと入れ替わりで、僕は起立した。

「同じく一年十一組レイチ・レイーチイチ、発言の許可を求めます」

　カミレは怪け訝げんそうな顔で僕を見上げている。

　委員長に促うながされた僕は振り返り、演壇に背を向けて立った。せり上がっていく机の段が視界を圧迫する。見下ろす委員たちの目が僕に集まる。

「僕は委員会に対し、級友ナナイの即時解放を要求します。それを阻はばむ者があれば、敵とみなし、全力で戦います」

　場内、ヒソヒソ話で騒然。フフ……そのざわめきこそ我が四面楚歌ソナタの序奏にふさわしい。

「ナナイを解放するならば、僕が防衛隊と交渉してやる。僕は事件の起こる直前にナナイの相棒を見ている。向こうも僕を覚えているだろう。彼と会って話をしたい。きっと本当のことを話してくれるはずだ。ただし、あくまでナナイの解放を」

「レイチ」

　背後から呼ばれて、僕は怒張しきった指揮棒タクトを止めた。

「レイチ、君は委員会に楯たて突つく気か？」

　委員長が顔をしかめている。偉えらそうにしているが、下にいる僕からは心のパンツが丸見えだぜ。彼がブラチラ派だったならばいい勝負になっただろうがね。

「委員会も防衛隊も敵だ！」

　もはや僕は「レイチ」と書いて「かぜ」と読む、自由な存在だった。「活動の先人が権力や武力の前に志を曲げたことがあったか？　いや、ない！　活動万歳！」

　会議室全体から僕に対する罵ば声せいが発せられた。人格攻撃や「死ね」「うざい」などのコメントで大炎上。祭いわゆるフェス。

　僕は腰を下ろして、カミレのメッセージが記された紙の裏に「僕の意見、聞こえた？」と書いて、彼女に渡した。彼女からの返事は脇腹をえぐるボディブローだった。この時に折れた肋ろつ骨こつから生まれたのが女の子。女の子を見ると大事にしたいって気持ちになっちゃうのはこれが原因。世界ってすばらしいね。やがて裁きの炎に包まれて滅び去るけどね。




　会議は防衛隊の悪口大会になって終わった。この場で話し合われたことの内、事態の進展に関係ありそうなものは、地下通路に関わった全ての学生たちを引き渡すよう防衛隊に要よう請せいすることと、場合によっては八高自治委員会の上部機関である連れん邦ぽう学生委員会に提訴するということだけだった。要するに委員会は何もしないし、何もできないということだ。

　地下通路の査察に向かう途中、内ない環かん路ろを越えた辺りの暗がりで、カミレにベルトを引っ張られた。

「どうしてあんなこと言ったの？」

　驚いて足を止めた僕を彼女は出し投げ気味に歩かせた。彼女の右上手マワシで僕の左手は完全に殺されていた。おまけにネクタイまでつかまれている。ダメッス、そんなに強く握られたら自分……。

「そっちが意見言えって言うから」

「『言え』じゃないでしょ。『聞く』って言ったの。あなたの意思は関係ないの」

「僕はただナナイを助けようと……」

「へえ、委員会と防衛隊を敵に回せばナナイを助けられると思ったわけ？　何を根拠にそう考えたの？」

　根拠なんかないのわかってて言うんだから性た質ちが悪い。「パンツ見えました」って答えられないのをわかってて「見たでしょ？」と訊きいてくる連中だからな、女子って。「見てたよ、ずっと君のことを」で始まる恋ってないものですかね。

「何なの？　バカなの？　何がしたいの？　つまらない点数稼ぎしたかと思えば、今度は一時の情に駆られて喧嘩腰になって。あなたはいったい何を考えているの？」

　何も考えてなかった、と正直に答えるその前に、カミレの大きなお尻で突き飛ばされて、濡れた地面に尻しり餅もちを突いた。闇の向こうから彼女の声がした。

「仲良しクラスごっこやりたきゃ好きなだけやりなさい。その代わり、委員会では私の許可なく発言しないで」

　足音が遠ざかり、僕は放置プレイの真まっ只ただ中なかに取り残された。
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　委員会塔の最上階に幽ゆう閉へいされたナナイ姫に面会に行き、地下通路の場所を訊き出すためにどのような拷ごう問もんを行ったか実演付きで説明された後、寮塔に帰って少しでも眠りたかったのだがワジに捕まって、ナナイが痛みによって一人の学生の尊厳を奪う様子を再現させられてる内に夜が明けて、ベッドに入ってまどろんでいるとワジに起こされて朝食に連れ出され、食堂でネルリに、ナナイが哀あわれな獲え物ものの上げる「全部話すからもう蹴けらないで」という悲鳴を聞きながら何を思って更なる攻撃を加えたのか報告していたら、さすがに食欲がなくなった。

　ナナイが抜けたところにカミレが入って、僕たちのテーブルを囲むのは昨日までと同じ十一人だった。

「これ、ナナイから聞いた必要な物リスト。あとで届けてあげて」

　カミレがネルリに紙片を渡した。こうして見ると、僕より彼女の方がナナイのことを心配しているみたいで好印象！　ズルイ！

　彼女は疲れた目で僕をにらんだ。

「レイチ、今日の外出はなくなったわよ」

「え？」僕はお茶を軽く噴ふいた。「なくなった？」

「防衛隊が学生の出入りを禁止したの。人数はわからないけど、兵を出して門を固めてるって」

　僕は絶句した。地下通路にいた奴ら以上に今の僕は地下通路を求めている。

「今日は朝から会議なんだから、どのみち外出は無理よ。ちなみに、地下通路は防衛隊が爆破して塞ふさぐって。証拠隠いん滅めつのつもりね」

　短みじけェ夢だったな……ねえ、ネルリ殿でん下か？

「賛さん否ぴ両論あるだろうが、私はナナイを誇りに思う。不正に立ち向かったのだから。正しさはシャーリックの美徳である」

　とネルリはネルリズムを開かい陳ちんした。

「僕もナナイのしたことは正しいと思うよ。コソコソ悪事を働く輩やからは捕まって当然だ」

　サンガさんは暫ざん定てい的てき許婚いいなずけ・ネルリのご機嫌を取るのに忙しい。

「さすが、普段からコソコソ悪事を働く人が言うと説得力があるわ」

　ショナが夫であるサンガ・「穴があったら」・サンガニチ氏をチクチクと攻撃した。




　皆で連れ立って食堂を出ると、人だかりにぶつかった。大掲示板の方に何かあるらしい。

「臣わたくしが見て参ります」

　そう言ってワジが学生たちの間に割って入った。

「わたしも、わたしも」

　つられてミッカが駆け出した。ショナが慌あわててあとを追った。

「何なんだ、いったい？」

　サンガさんがあきれたように呟つぶやいた。

「人が集まるものといえば、食料の施ほどこしか公開処刑と相場が決まっている」

　ネルリが自国のカオスぶりをアピールした。

　▽は背伸びをして、向こう側を見ようとした。「すごい人数。全校の学生が集まってるみたい」

　やがて、ワジが犬みたいに息せき切って戻ってきた。

「殿下、明日から授業が休みになりそうですよ」

「どういうことだ？」

「防衛隊が王国民に授業ボイコットを呼びかけているんです。自治委員会に抗議するとかで。面白くなってきましたね」

　ワジはお褒ほめの言葉を期待して顔をテカテカさせている。

　それを見た○が怒ど鳴なった。

「バカ！　ナナイの前で同じことを言える？　彼女はまだ閉じ込められているのよ」

　ワジは一気にショボンとなった。まあ、実際バカだから仕方ない。

「くだらない」カミレはため息を吐ついた。「私は授業に出るわよ」

「他の人もそう思うかね」

　ヘイジンが肩をすくめた。

「ナラー」ネルリがスカートの裾を払った。「私の勉強を妨さまたげる者は何なん人ぴとたりとも許さん。叩き潰してくれるわ」

「では、ボイコットのボイコットということで……」ワジは手を行ったり来たりさせた。「授業にご出席ということでございますか？」

「手ぬるい！　このネルリ自ら、ボイコットした者を引きずり出して教室まで連行する！」

「そうなると、殿下も我々の教室においでになれず、実質ボイコットになってしまいますが……」

「ナラー」

　短気とバカの間にサンガさんが入った。

「まあまあ、落ち着いて。ボイコットなんて起きないよ」

「ところが、どっこい、お兄さま」ミッカが学生たちの間から現れた。「みんな、兵隊、こわがってる。たぶん、教室、来ない」

　彼女に続いてショナも帰ってきた。

「防衛隊が掲示板の前で目を光らせてた。表立っては反対できない雰ふん囲い気きね」

「私はボイコット、いいと思う」○がクラスメイトの顔を見回して言った。「だってナナイが捕まってるんだよ？　こんなのおかしいよ。一人でも欠けたら、それは本当の十一組じゃない。少なくとも私は認めない。私はナナイが戻るまで授業に出ない。防衛隊の言いなりになるのはしゃくだけど……私の意思を表すためなら、ボイコットでも何でもやる」

　声を詰つまらせる○をなだめるように、▽がそっと肩に腕を回した。

　その傍らで、イ＝ウが肩を震わせていた。

「どうした、イ＝ウ？」

　僕が声をかけると、彼女は驚いたように僕の顔を見た。こみ上げる言葉を押さえようとしてか、下した唇くちびるをかんでいた。

「でも……私は――」

　彼女の言葉は地鳴りのような音にかき消された。

　それと同時に、張りつめたものの弾け飛ぶような音が塔の森を駆け抜けた。

　サンガさんがすばやくミッカとショナを抱き寄せた。ワジはネルリに駆け寄ったが、はたき込まれてばったりと倒れた。

　掲示板の前では地面に伏せようとする者と逃げ出す者とが重なり合ってパニックになっていた。

「皆さん、落ち着いて！」カミレが彼らの注意を引こうと大きく手を振りかざしながら叫んだ。「防衛隊が地下通路を爆破したの！　危険はない！」

「あれ……」ポカンと口を開けて、ヘイジンが虚こ空くうを見つめている。「あれも防衛隊の仕し業わざ？」

　僕は彼の視線の先に目をやった。

　たとえるなら、空に鱗うろこがあって、それがポロポロと剝はがれているようだった。

　南の寮塔の屋上付近で無数の白い物が舞っていた。同じ物が他の寮塔の屋根扉からパッと飛び出す。一瞬静止した後、重力に身を任せる。

　夢の中みたいにゆっくりと、白い物は僕たちの視界に降りかかった。頭上で鳥の羽ばたきに似た音がした。見上げると、委員会塔から黒いたくさんの四角が降ってくる。黒く見えるのは日差しを遮るせいだと気が付いた。

　ニュース映画で観た光景だ。第二維新で戦場になった街のビルからこぼれ落ちる紙かみ吹雪ふぶき。風に吹かれたのか、誰かが撒まいたのか。建物から噴ふき出だす血だ、と当時小学生だった僕は思った。

　押し合い圧へし合あいしていた学生たちも、今は神妙な顔つきで上空から降り注ぐ紙の群れを見つめていた。それはやがて、それなりに平等に、地表の子らに与えられた。僕は待ち切れずに、先にヘイジンがつかんだ紙をのぞき込んだ。
















　　耳刈ネルリはきょうだいの耳を刈った

　　王国の鬼っ子






　不気味なほど澄んだ空色のインクで印刷されていた。

「拾うな！　お前ら、拾うな！　見るな！」

　ワジが狂ったように叫びながら、学生たちの手から紙をむしり取っている。

「やめろ、ワジ！」ネルリは降ってくるものから顔や耳を守ろうともせずに立っていた。「これだけ広がったのだ。もう消し去ることはできない」

「性た質ちの悪いいたずらだ！」

　サンガさんが宙に舞う紙を叩はたき落おとした。

「ねえ、ネルリ。こんなの噓でしょ？」▽が頭ず巾きんを手で守りながら言った。「きょうだいの耳を刈るって、そんな……」

　ネルリは僕たちの顔を見回した。唇がわずかに震ふるえていた。

「本当だ」

「殿下……」ワジが彼女の足元に跪ひざまずいた。「もうそのことは……」

　ネルリは彼の頭に手を置いて、まるでお抱えの絵師に肖しよう像ぞう画がを描かせているかのように胸を張った。

「私は七人のきょうだいの耳を刈った。三人の兄と、三人の姉と、弟の耳を刈った。彼らの王位継承権を奪うため、私が王となるために刈った。彼らの不意を突き、身柄を拘束し、有う無むを言わさず、左耳を刈った。一夜の内にだ。彼らは二度と我が臣民の前に姿を見せないだろう。私は集めた耳を糸で繋ぎ、父の前で――」

「殿下、もう結構です、殿下。もう結構です、もう……」

　ワジがネルリの足にすがりつき、体を丸めた。

　寮塔から降る紙の雨は止やんだが、幾いく枚まいかの紙が僕たちをからかうように舞っていた。周囲の、学校全体の目が僕たちに注がれているのを感じた。

　ヘイジンも○▽◇も、まるでこれから言うべき台詞せりふが書かれているかのように、中傷ビラを胸の高さで保持している。ミッカが両の耳たぶを押さえている。ネルリはワジの頭に置いた手を優しく動かしていた。

「王族にはよくある話だ。なあ、皆？」サンガさんが両手を掲かかげた。「王になれぬ者たちは王である我々を残ざん酷こくな略奪者だと考えるだろう。それは正しい。王は奪う。だが、正しい王はそれ以上のものを他に与える」

　彼の大きな声はかえって僕たちを周囲から遠ざけた。

　内環路へ続く道の水みず溜たまりに、膨れ上がった紙が浮かんでいる。僕は歩み寄り、拾い上げた。さらに多くの紙が地面を覆おおっている。再び雨が降ったら、紙が溶けて生えかけの芝生しばふが台無しになってしまうだろう。はえかけ……それは僕らを奮ふるい立たたせる魔法の合あい言こと葉ば。腰を屈かがめて、一枚一枚握り潰しながら拾う。両手が重く冷たく濡れていく。紙は少しも減らない。黒い土、点在する緑、白、空色。

「レイチ、やめなさい！」

　叱しかられて、僕は身をすくませる。児童委員の先生が言っていた。政治的なビラを見てはいけません。活動の敵が撒いたものかもしれませんよ。

「レイチ、委員会に行くわよ。ねえ、聞いてる？」

　カミレが僕の背後に立っていた。

「ああ、でも、これ拾わないと……」

　僕は手の中で潰れてグチャグチャになった紙を見つめた。

「一人で全部拾えるはずないじゃない。ほら、早く」

　カミレは僕のグチャグチャを奪い取ると、委員会塔に向けて歩き出した。僕は彼女に従った。

「レイチ」

　イ＝ウに呼び止められた。彼女は他の女子たちとともにネルリを取り囲んでいた。

「いつもの場所で勉強会……会議が終わるまで待ってる」

　僕はグチャグチャの手を振って応えた。グチャグチャはポロポロこぼれ落ちた。




　塔の階段を上りながら、僕は前を行くカミレに話しかけた。

「なあ、カミレ」

「何？」

「君はいつも僕に時間を教えてくれるね」

「そう？」

「うん。ありがとう」

「あなたが『ありがとう』を言う時はろくなことがないわ」

　彼女の握る紙の屑くずから、いつまでもしずくが落ちていた。




　　　四




「実際、防衛隊のやり方は活動委員のそれによく似ているよ。荒っぽい分、活動初期のみずみずしさを感じさせる。活動の精神が王国に浸しん透とうしている証拠だね、これは」

　委員長と幹部連中が例のビラを手に、切迫感のない会話を交わしている。

「地下通路の爆破が合図とはね。なかなか粋いきなことをする」

「これ、どこで刷ったのかしら？」

「防衛隊のキャンプに設備があるんだろ。以前から彼らの印刷物は確認されている。でも、これだけの量を刷るのは骨が折れたろうね。何しろ昨日の今日だ」

　カミレが机を叩いて幹部委員たちの注意を引いた。

「即刻、防衛隊への非難を決議してください。彼らは間違いを重ねました」

　委員長はとぼけた顔をしてみせた。

「まだ彼らの動機をつかみきれていない」

「動機は明らかです。ネルリをおとしめることで、同じシャーリック人のナナイを保護している自治委員を孤立させようとしているのです」

「それだと詰めが甘い気がするんだよね」

　委員長は頭を掻いた。

　カミレの顔色が変わった。

「あなたは不誠実です。そうやって問題をはぐらかしながら、裏では防衛隊とコソコソ交渉している」彼女は会議室に入ってきた男子を指した。「密みつ使しを介かいしたやり取りなどやめて、彼らとの対話を公開してはどうですか？」

　委員長は幹部連中と顔を見合わせた。

「それは誤解だ。我々は情報収集を行っているだけだ」

「情報？　何の情報ですか？」

　委員長は審査委員会の時にいた女子を演壇に招いた。

「これまでに判明したことをセンミ・センミョーカが簡単に報告する」

　議場に向かってそう宣言してから、委員長は席に戻った。

「我々はネルリおよびシャーリック王国について情報を集めました」

　審査委員会の席上でナナイとにらみ合ったセンミ・センミョーカは大きなスクラップ・ブックを持ってこさせた。

「ネルリが王位後継者として宣せん下げを受けたのは、二年前のことです。それ以前には彼女の兄が立てられていたのですが、廃はい太たい子しとなったようです。これが今回撒かれたビラに書かれた内容と関わってくるものと思われます。ご存知のとおり、東部諸国において報道の自由は極めて制限されています。ネルリの立太子を政変として報じているのは、東部諸国の中でも本地寄りのトレゾルカ王国のメディアのみです。ネルリ立太子が公表された後、大規模なデモが発生したが軍によって鎮ちん圧あつされた、と『トレゾルカ活動通信』の記事にはあります」

　ネルリの抱えてる闇デカ過ぎ！　国家規模！　黒社会！　地上の楽園！

「興味深いことに、ネルリ立りつ太たい子し後、シャーリック王国の対本地政策は大きな変化を見せています。ドゥベツ王の本地訪問をはじめとして、本地企業の誘ゆう致ち、地下資源の共同開発、王国軍近代化のための軍事顧こ問もん受け入れなど、本地との関係がこの二年で急速に深まっています。他の王国はこうした動きに懸け念ねんを表明しています。特に周辺国は、本地の影響力が地域全体に及び、第二維新前の状態に逆戻りするのではないかと危機感を強めています」

「もはや活動の前衛は本地ではなく王国にある、というわけだ。センミ、どうもありがとう」

　委員長は演壇に戻った。「旧共和制下の三百年間しぶとく生き長らえ、ようやく独立を果たした王国民にとってみれば、本地に擦すり寄よるシャーリックは獅し子し身しん中ちゆうの虫だ。結局、今回の騒動は彼らの仲間割れだった。我々にできることは仲裁することくらいかな？　あまり気は進まないが」

「あなたは敗北主義者だ！　活動委員は自らの行動を制限してはならない！」

　カミレは机を叩いて変則ビートを刻みながら、反対の拳こぶしを突き上げた。

「状況が変わったんだよ。今やらなければならないのはボイコット対策だ」

　そう言って委員長はカミレに着席を指示した。

　カミレは座りざまに椅子の座面を殴り、「マヌケの負け犬め」と吐き捨てるように言った。

　先輩の委員たちが議論を始めた。新入りの僕には誰が誰だか見分けがつかないので話の正確な流れはわからなかったが、委員の意見は大きく二つに分けることができた。

　一つは「ボイコットなんてことが起こると自治委員の責任問題になるから、連邦学生委員会か地方教育委員会に頼んで、休校措そ置ちとしてもらう（ボイコットの事実は公式記録に残らない）」というもの。要するに時間稼ぎ。

　もう一つは「王国民がボイコットしようとも、本地民は授業に出席し続ける」というもの。要するに時間が解決してくれるという考え。

　ナナイや地下通路の話題はここまでなし。

　解決すべき問題に優先順位をつけるのは大事だけど、あんたら変わり身早過ぎだろ。そうやって校内に満ちた悪意から目を背けるつもりか？　もっと自分の悪意に正直になろうぜ。

「カミレ、委員の皆さんに意見を言いたいんだけど」

　ふてくされながらメモを取っているカミレに、僕は耳打ちした。

「意見って、どんな意見？」

「防衛隊への嫌がらせ。あと、君の言う『マヌケ』への嫌がらせにもなるかも」

　彼女は少し表情を緩ゆるめたが、すぐにそっぽを向いた。「勝手にしなさい。活動委員会での発言は自由よ」

「許可を取ってからにしろって言ったのは君だ」

「冗じよう談だんに決まってるでしょ。あなた、まさか信じたの？」

　イヤな奴。バーカバーカお前のカーチャン試し金きん石せき！

「発言の許可を」僕は挙手した。「ボイコットより差し迫った問題があります」

　意見を戦わせている委員の皆さんの耳には届かなかったが、高みの見物をしていた委員長の目には留まった。

「どうぞ」

　促されて、僕は立ち上がった。

「我々の手で、撒かれたビラを拾い、校内をきれいにすることを提案します」

「そんなことは撒いた奴らにやらせろ！」

　一人の委員が怒ど気きも露あらわに言うと、そうだそうだ、と周りも同調した。バカどもめ……ビラを速攻で消し去ったら、撒いた奴らビビるんじゃね？　という高度な計算が働いていることになぜ気付かない？

　僕はそこから、伝家の宝刀・人間の鎖くさりやシュプレヒコール、ハンガーストライキ、牛歩戦術、褒ほめ殺し、座り込み、ねじれ委員会、投石、勝利宣言、ポエム「芝生が泣いている」、子どもをだしに使う、先輩を「ママ」と呼び間違える、号泣などの手段を用いてグリーンでピースな主張を繰り広げること一時間、ついに賛同者を得た。

「レイチ君の意見に賛成です。私も美しい芝生のための作業に参加したいと思います。皆さんも手を貸してください」

　そう言ってくれたのは一年十二組ハンセ・ハンセツカさん。うん、彼女には見込みがある。僕がレイチ千年王国を立ち上げたあかつきにはスパリゾート「まんだら屋」の経営を任せたい。

「防衛隊からも有志を募つのってください。立場は違えど愛校心は同じはずです」

　何たる博愛の精神！　これには委員長も心を動かされたようだ。よし、おまけで「やなぎ屋」と「もっきり屋」もつけよう。

　他にも志願者が続出したので、委員長は発案者の僕に責任者の役を与えた。モテの鉱脈って意外なところに転がってんのね。

　委員長が腕時計を見て、幹部たちと相談し合った。

「では、問題点も絞れてきたことだし、一いつ旦たん閉会としよう。活動委員も空腹にはかなわない」

　委員長のおどけた仕し草ぐさに笑いが起こった。

「昼食を取った後、臨時に四十八人委員会ДКБ48を開催し、ボイコット対策を検討する。一年生からは代表としてカミレとハンセを招集する。場所はここ。三十分後に始めよう」

　カミレが机の下で小さくガッツポーズをした。ぬう、こやつめ早くも頭角を現してきおったわい。ところで、もうひとりのハンセって？　あれ？　さっきの女子？　僕と一緒に奉仕活動できもちいい汗流すんじゃなかったの？　僕の細腕ひとつで校内美化と千年王国建設の二つの野望を達成しなければならないの？　ああ、夢が遠のく……王宮を警護するポリスたちの制服までデザインしてあったのに……（材質は未来っぽいテラテラな感じで。ミニスカ？　ノーコメント！）。

　会議室の空気が緩み、ざわめきが雨音のように広がっていった。

　カミレはメモを読み返しながら、リズムを取るように首を動かしていた。

「嬉しそうだね」

　と僕が言うと、彼女は眉を吊つり上あげて皮肉っぽい笑いを浮かべた。

「委員長が思ったほどマヌケじゃないとわかったから」彼女はメモをポケットにしまった。「あなたはコツコツ点数稼いでなさい」

「そうする」

　僕は立ち上がった。会議室を見渡すと、ほとんどの委員が出口へ向かう中、席に着いたままの者がいる。僕が手を上げて小さく振ると、彼らは僕に注目した。

「清掃作業は昼飯を食べてからにしましょう。一時間後に大掲示板前集合ということでどうでしょうか？」

　僕の提案に彼らは拍手で応えた。混雑する出口の方が騒がしくて音は聞こえなかったが、はっきりと見えた。

　こうしちゃいられねェ！　僕の中の働きバチズムがブンブン唸うなりを上げている。生せい殖しよく機き能のうすらかなぐり捨てる勢いで、僕は会議室を飛び出した。
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　林の中を駆け抜けて、温室に突入したところ、農のう芸げい隊たい員いんたちはのんきにお茶を飲んでいた。

「やあ、レイチ」隊長は灌かん漑がい設備のカタログを見ていた。「今日の外出、残念だったね」

「はい。また今度ということで」

　先輩たちが席を空けてくれたので、僕は腰を下ろした。サヘムが僕の前に茶碗を置いてお茶を注いでくれた。

「上の奴らは僕たちが遊びに行くものと勘違いしてるのかね？　植付け時期がずれたらどう責任を取るつもりだ？」

　僕が答えに困っていると、二年の先輩がフォローしてくれた。

「おいおい、レイチを責めてどうする」

「え？　いや、そういうつもりで言ったんじゃないよ。レイチ、ビスケット食うかい？」

　僕は引っぺがされた包装紙の間からビスケットをつまみ出しながら、用件を切り出した。

「皆さん、ばら撒かれたビラ、ご覧になりましたか？」

「見たよ、耳刈ネルリがどうとか」

　隊長が言うと、他の先輩たちもうなずいた。

「委員会の有志であれを片付けることになったんですけど、その作業に使う道具を貸していただけないでしょうか？」

「もちろん」隊長は温室の隅すみに目をやった。「熊手にかご、火バサミ。作業用手袋はまだ新しいのが残っていたよね？」

「隊長の足元にある箱。その中に入ってます」

「雪かき用のシャベルって使えないですかね？　あの一番大きいやつ」

「焼しよう却きやく炉ろでどんどん燃やさないと間に合わないな。ちょっと行ってくる」

　先輩たちは次々に席を立って、作業の準備をしてくれた。僕の意図など問おうともせずに。僕は感謝の言葉を（ビスケットを食う合間に）繰り返した。

　サヘムが独ひとり座ったままで難しい顔をしている。と思ったら、「あ」と言って手を打ち合わせた。

「ネルリってあれだろ？　僕のあげた花をレイチが贈った相手だよな？」

　ぐっ……なぜバレている？

「はい。ちょうどあの日、彼女が風か邪ぜを引いていたのでお見舞いに……」

「あそこの寮塔委員は僕と同じクラスなんだ。彼女から聞いたよ」

　寮りよう塔とう委員、恐るべし。校内の交友関係をよく知る彼らは、モテ包囲ネットワークで僕のモテ権を侵害していたのだ。どうりでモテないと思ったぜ。

「ネルリとは同じクラス？」

「ええ、そうです。いや、でも、本当にただのクラスメイトですから」

　そうごまかしておいたけど、かえって怪しまれちゃったかナ（汗）。

　先輩たちはニヤニヤ僕の顔を見ている。

「やるなあ、レイチ」

「こんな大器がなぜ農芸隊なんかに？」

「もう明日から隊長でいいぜ。レイチ隊長」

　僕を冷やかしている彼らとは対照的に、サヘムの顔は厳しいままだ。

（ひょっとして怒ってる……？）

　僕はひたすら小さくなって、ビスケットをモシャモシャやっていた。こういう時に限って口ン中鬼パサ年ねん齢れい肌はだ状態。早くゴックンして、神妙な顔になりたいよ～。

　サヘムは祈るように手を組み、じっと僕を見つめた。

「君ならこの農芸隊にかけられた呪のろいを解くことができるかもしれない」

「はあ」

　相あい槌づち打ったら口からビスケットの粉が噴き出た。古くからの伝承に僕の入隊が予言されていたのか？

「かつて、農芸隊における男子と女子の比率は半々だったという。しかし、ここ四十年ほどは男ばかり。これではいかんと積極的な勧誘を行っていた時期もあった。だが、それも失敗に終わり、ごらんの有様だ。一説では、温室の建設で巣を壊された女王バチの呪いだとか……」

　サヘムは低い声で人類滅亡おとこだらけの恐怖について説いた。

　その呪いを解く、ということは、僕が女子を農芸隊に入れるということ？　その女子ってネルリ？　無理！　彼奴きやつらの信仰上無理！

　だが、ここでノーとは言えない。

「草の根活動としてやっていきたい（農芸だけに）。いつか実を結ぶ日が来るはず（農芸だけに）」

　というようなニュアンスのことをモニョゴニョと呟いておいた。

　サヘムはようやく明るい顔になった。

「よし、僕は今から牧ぼく畜ちく班はんに声をかけてくる。あっちにも道具はあるからね」

　お茶を飲み干して立ち上がった彼を、僕は慌てて追った。

「場所を教えてください。僕が行きます」

「いいんだよ」隊長が僕の肩に手を置いた。「僕たちは先に始めていよう」

「でも、これは委員会の仕事で、皆さんはお休み中なわけですから……」

　口ごもる僕に、隊長は集められた熊手やかごを指し示した。

「あれを君一人で運ぶつもりか？　人手は多い方がいいだろ？」

「せっかくの外出を潰された恨みをここで晴らす」

「ゴミ焼却にかけてはプロ級だぜ、俺たち」

　ああ、ネルリを取り巻く（というか主にネルリから発生している）悪意の渦うずはここまで届いていなかったのだ。

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　僕はただ頭を下げることしかできなかった。




　快い疲れで体が火ほ照てるのを感じながら、僕は勉強会の開かれている図書館へ乗り込んだ。清掃作業に打ち込んでいる間に、日はすっかり沈んでいた。

　防衛隊から派遣されてきた学生は、野戦服でなく学校の制服を着ていて、自治委員と何ら変わったところがなかった。むしろ、僕たちよりきびきび動いて、作業能率がよかった。皆で協力してビラを拾い集め、焼却炉でガンガン燃やした。

　自治委員も防衛隊も関係なく、一つの仕事をやり遂げた。それだけで嬉しかった。会議室で防衛隊の批判をしている奴らには理解できない感覚だろう。達成感を得たことで、抑圧されていた僕の全ぜん能のう感かんは解放された。もはや新世界の神になることすら選せん択たく肢しのひとつに過ぎない。

　そんな神の卵が転がり込んできたのだから、閲えつ覧らん室しつのクラスメイトたちは大騒ぎしていいはずなのだが、どうも今ひとつの盛り上がり。おいおい、もっとチヤホヤしたまえよ。一度割れたら、たとえ王様でも元には戻せんのだぜ？

「遅かったな。今日の範囲はもう終わっちまったよ」

　ワジが笑った。今日という日を永遠に繰り返した挙あげ句く死ね。

「お疲れさま。ずいぶん時間がかかったのね」

　と▽。

「色々と用事があってね」

「ボイコットの件は？」

　と○。

「カミレが幹部連中と話し合ってる」

　僕は席に着いた。周りを見ると、何だかメンバーが足りないような……。

「サンガさんたちは？」

「彼らはボイコットについて、参加する方向で検討している」

　ネルリが残念そうに言った。

「マルマイチは大維新で独立派の急きゆう先せん鋒ぽうとして活躍した国だからな」ヘイジンは頰ほお杖づえを突いて扉を見つめた。「本地と王国が対立すれば、基本的に王国側に付く。そういう国なんだよ。彼の行動には筋が通ってると思うね」

「カッコつけて私たちに言い訳していった。『これも旧きゆう王おうの務めさ』ってね」

　▽がサンガさんの口真似をした。あまり似ていなかったが、○は笑った。

「私にはよくわからないな。西方人からすれば、本地もマルマイチも一緒だもん。仲良くすればいいのに」

「彼にも立場があるのよ。ショナとミッカもいるし」

　イ＝ウが▽の陰かげに隠れながら言った。

　さっきまでパンパンだった僕の全能感はすっかりぺしゃんこ。表ひよう皮ひだけ余って非常にみっともない状態だ。

　僕は空いた席を見つめて呟いた。

「やっぱり勉強会の人数は多い方がいいな」

　心からそう思った。イ＝ウとのことをごまかす、という勉強会の当初の目的はどうでもよくなっていた。

　ネルリが机の上でガツンガツン音を立てて、本やノートの端をそろえた。

「私とワジは今日勉強した分をナナイに見せに行く」

　彼女は椅い子すから飛び上がり、僕を見た。「ともに参れ。私が親しく講ずる御ぎよ会かいに参加することを許す。汝なんじの言うとおり、勉強会の人数は一人でも多い方がいい」

「わかった。行こう」

　僕は立ち上がった。

「よし、じゃあ俺、お前の勉強道具持ってきてやる」

　そう言って他人の部屋にガサ入れやらかそうとしたワジを、僕は弱パンチ＋強舌打ちのコンボで仕し留とめた。




　ナナイの幽閉されている委員会塔に着くと、ネルリは一階のカウンターにいる委員会塔委員に笑顔で挨あい拶さつをした。

「お疲れさまです」

　いつも偉そうにしている彼女からは想像もつかないほど柔らかな物もの腰ごしだった。その上、ワジに命じて贈り物までした。

「シャーリック名物の羊ひつじ飴あめです。とても甘いですよ」

　赤黒グロい棒状の飴を手にした二人の委員は困惑顔だった。

　ネルリが来意を告げると、委員の一人が先に立って案内してくれた。

　二階の大会議室に出入りする者がいて、扉の隙すき間まから中の様子がうかがえた。会議はまだ行われているようだ。本当にこのままボイコット突入を許してしまうのだろうか。

「こんなに長い階段を行き来して我が臣を世話してくださる委員殿のご厚こう意いに、王国を代表して感謝します」

　ネルリが妙に甲かん高だかい声で言い、前を行く委員に苦笑いで返された。

「我が臣は鍵かぎのかかった場所にいるのでしょうか？」

「いや。規則により、委員会塔で寝泊りする者の部屋に外から鍵をかけることはできない。中から鍵をかけることは可能だ」

　委員の答えにネルリは感嘆の声を漏らして、その寛かん大だいを褒ほめ称たたえた。

　最上階に着くと、委員は大声でネルリ御一行の到着を告げた。

　二つ並んだ扉の一つが開いて、野戦服を着たナナイが顔を出した。ネルリを見て慌てて膝ひざを屈する彼女に、委員は書類へのサインを求めた。ネルリは床をガツンガツン蹴っている。

「なんと硬い床でしょう。あまりのご厚こう遇ぐうに言葉もありません」

　書類を確認し、立ち去ろうとする彼に、ネルリはそっと歩み寄った。

「どうぞよしなに。とても甘いですよ」

　声を潜めて袖そでの下した（飴）を渡す。委員は迷惑そうな顔をして下りていった。

　その足音が聞こえなくなると、彼女はスカートの裾を払った。

「ここの委員は腐ふ敗はいしている。賄わい賂ろを受け取って涼すずしい顔である。甘い物のためなら親をも売る輩やからである」

　自分から押しつけておいて、とんでもない言いがかりをつけやがる。

　ネルリは手を後ろに組んで、土下座ナナイを見下ろした。

「ナナイ、汝なんじは充分な食事を与えられているか？」

「はい、殿下」

　答えるナナイは顔を下げたまま。

「そこに充分な肉は含まれているか？」

「はい、殿下」

「それは充分な脂あぶら身みの乗ったものか？」

「はい、殿下」

　他に訊きくことはないのかね？　まったく、肉欲人種にもほどがある。

「水は充分に与えられているか？、また汝の身と寝ね床どこは清いか？」

「はあ、それにつきましては……」ナナイが口ごもった。

　ネルリは彼女の周りを徘はい徊かいして無言のプレッシャーをかけた。

「あの、外出が許されませんので……」ナナイは言いにくそうにしている。「用を足すのに、何と言いますか、簡易便器のような物が部屋に置かれておりまして」

「ナラー」ネルリが飛び上がって、手足を広げた。「栄はえある捕ほ虜りよに対してこの処遇！恥はじ知しらずの民族である！」

「どこの国の者かはわかりませんが、ろくな教育を受けていないようですな」

　ワジが八高全体を敵に回すような言葉で主君に調子を合わせる。これ以上敵を増やしてどうするんだっつーの。

　こんな忠君愛国コントを見続けるほど暇ではないので、僕は勉強を始めることを提案した。ナナイはさっき出てきたのとは別の部屋に僕たちを案内した。小さなテーブルと二つの椅子があるだけの、がらんとした部屋だ。

　ネルリとそのイエスマンどもは床に直接腰を下ろす原始スタイルで勉強会にとりかかった。ボス猿ネルリはウッホウッホと僕らに教科書を開くよう指示した。彼女のレッスンはイ＝ウから聞いたことを偉そうに垂れ流すだけだったが、声を張り、僕たちに問いかけ、叱しつ咤た激げき励れいするところなど、独裁者ならではの資質を感じさせた。

　一時間ほどして、先ほどの委員会塔委員が扉をノックして入ってきた。

「もうすぐ食堂から夕食が来るけど、君たちもここで食べていくか？」

　ネルリは恐ろしくへりくだった調子で感謝の意を示し、ワジを連れて一階まで四人分の食事を取りに行った。

　彼女たちの足音が遠ざかると、ナナイは大きなため息を吐ついた。

「情けない。ここまで殿下にご迷惑をおかけするなんて」

　学校全体を巻き込む規模で迷惑がかかっているのだが、それについては言わない方が賢けん明めいだと判断した。こういう責任感がクソ強そうな奴を精神的に追い込むと危険だ。ましてや部屋に二人きりというこの状況。捨すて鉢ばちになった彼女に力ずくで迫られたら、その場限りの快楽に押し流されて平原に堆たい積せきし、そこに含まれた豊富な養分のおかげで農業に適した土地になり、やがて新たな文明が勃ぼつ興こうする――そんなレイチ・オブ・エンパイアの冒頭部をプレイしていると、ネルリたちが夕食の載のったお盆を手に戻ってきた。

「下の会議室ではまだ何やら話し合っている。明日のボイコットは避けられぬようだ」

「まったく、何でこんなことになってしまったのでしょうね」

　こいつら……。

「ボイコット……とは何のことでございましょうか？」

　ナナイのアホ面からみるみる血の気が引いていった。やめておけばいいのに、ネルリは事のてんまつを丁てい寧ねいに説明した。それを聞くナナイはうつろな目をして、ぼたぼたと脂あぶら汗あせを垂らしている。心のしなやかさが完全に失われ、今にもポッキリ折れそうな様子だ。

　ネルリは無む駄だに余裕を見せつけて笑った。

「汝が心配することは何もない。カミレとレイチが自治委員として奔ほん走そうしてくれているし、私にも考えがある」

　はいはい、「バカの考え休むに似たり」の一言で論破可能。その点、僕はちゃんと体の方を動かしてるもんね。あ、ヤバイ。ただゴミ拾いをしただけだった。

　僕はナナイと目を合わせないよう、うつむいてご飯に取り組んだ。

　食事が終わると、ネルリはポケットから毛糸製品を取り出し、ナナイに手渡した。

「腹巻を編んだ。冷えるといけないから着けるとよい」

　かしこまって受け取ったナナイは、腹巻を撫なでると、「こ、この肌はだ触ざわりは……」と腹巻解説者みたいなことを言った。

「この毛糸はマフラーのものとは違いますね」

「うん。あれとは別に編んだ。元は毛糸のパンツである」

　ネルリが恥ずかしそうに言った。

　こういうリサイクルなら大歓迎。僕は間接パンツのご利り益やくにあずかろうと、腹巻に手を合わせた。

「これはいただけません」ナナイの声は震えていた。「殿下がお体を冷やすことになりましょう。臣わたくしなどのためにこんな……」

「また編めばよい。それよりも体を壊さぬように。私の下に無事戻るまでが栄えある捕虜である」

　ネルリは先生みたいな口ぶりで言って笑った。
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　ボイコットは実施されなかった。

　始業二十分前に放送があり、今日一日限定で臨時休校となることが発表されたからだ。

　それとともに委員会招集のアナウンスがあった。僕はざわつく食堂をあとにした。

　外を歩く人はまばらだった。小銃を担かついだ防ぼう衛えい隊たい員いんたちが東の方を目指して歩いていた。彼らは教室塔の入り口を守っていたのだ。もし王おう国こく民みんが教室に行こうとしたら、実力で阻そ止しするつもりだったのだろう。

　事態はちっともよくなっていなかった。

　ナナイは帰ってこないし、明日以降の授業がどうなるのかわからない。

　大会議室には沈滞ムードが漂っていた。過半数の人がグッタリ座っている。特別席のお偉方はまだ全員そろっていなかった。

　うつむいたまま目を半開きにしているカミレの隣に腰を下ろした。内心のイライラがこちらにも伝わってくる。

「どんな感じ？」

　僕が尋たずねても、カミレは顔を上げなかった。反対に彼女の方から僕に質問してきた。

「ねえ、幹部たちの問もん責せき願ねがいを出したら聞き入れられると思う？」

「どこに出すつもり？」

「上の方よ。連れん邦ぽう中央委員会か、連邦教育委員会。連邦調和委員会でもいいわ」

　彼女の声はかすれていた。

「手におえなくなったから通報か」

「身みも蓋ふたもない言い方ね。身み柄がらを拘こう束そくされているクラスメイトを救うという大義名分があるのに」

「大義名分ねえ……本当はそんなのどうでもいいんだろ？」

「どういうこと？」

　彼女は顔を上げ、死んだ目を僕に向けた。

「君は上に行きたいだけなんだ。あの幹部連中がいる『上』に。ナナイのことなんて何とも思ってない」

　委員長が席に着いて、会議の開始を告げている。

「上に行きたいという気持ちは確かにある。でも、ナナイの解放を心から願っているのも本当よ。ねえ、最初の質問に答えて」

　僕は背もたれに体を預け、幹部たちの席を見上げた。

「君が中央のしかるべき委員会に訴え出たとする。そして、それが聞き入れられ、八はち高こう自じ治ち委い員いん会かいの幹部が罷ひ免めんされたとする。でも、彼らにマヌケの烙らく印いんが押されるかというと、そうとは限らない。王国民の組織と渡り合ったことが後に評価されるかもしれない。逆に、君の方は八高で上に行けるかもしれないが、そうやって他人を蹴け落おとしたことが経歴の傷になるかもしれない。こういうことは全て記録に残されるものだから」

「リスクはあるでしょうね。でも、ナナイ解放の可能性はかなり高い」

「たぶんね。外部の機関が介かい入にゆうしてくれば、それで終わりだろ」

　納得したのか、カミレは椅子の上で姿勢を正し、髪を結ゆい直なおし始はじめた。

　委員長に指名されて発言する委員たちは、口々に「不ふ干かん渉しよう論」を提唱している。王国民同士でいがみ合っているなら、いがみ合うままにさせておこう、という主張だ。防衛隊が引かないので根負けしつつある。僕も彼らと同じく会議室にずっと縛りつけられてうんざりしているので、彼らの言い分には共感できる。ナナイを防衛隊に引き渡すという一点を除いて。

　カミレはタイミングを探っているのか、身じろぎもせず話し合いに耳を傾かたむけている。

　問責願は委員長に提出の意思を表すだけで済む。その先の手続きは委員会の担当者が行ってくれる。彼らにそれを阻はばむ権利はない。

「どうした？　早くやれよ。こうしてる間もナナイは」

「それはこっちの台詞せりふよ」

　カミレは妙にイキイキとした目で僕を見つめた。

「え？　どういうこと？」

「私が訴え出るとは言ってない」

　嫌な予感がした。

「……ひょっとして、僕に言えってのか？」

「ナナイの解放を願う気持ちが本物ならね。どうせあなたは委員会なんてどうでもいいんでしょ？　選ばれたから一応やってるけど、やりたいことは何もない。目的を持って活動している人をバカにして、邪魔ばかりしている」

　やめて！　外見はともかく、行動パターンとか人生観とかは分析しないで！

「君ってホント性格悪いよな」

　僕は挙手した。

「マヌケよりましでしょ」

　彼女は指名されて立ち上がる僕に目もくれなかった。

「委員長、私レイチ・レイーチイチは活動委員会基本会規に則のつとり、本校自治委員幹部の問責願を提出します。提出先は、連邦中央活動委員会、連邦教育委員会、連邦調和委員会を希望します」

　会議室が一いつ旦たん静まり返り、より大きなざわめきに飲み込まれた。

「受理する」委員長は穏おだやかな声で言った。「活動委員会基本会規に則り、問責願提出の理由を述べたまえ」

「自由・調和・博愛の三大義が侵されたからです」

　僕は新聞などでよく見る決まり文句をそのままなぞった。ここから先は適当にこじつけていけばいい。「自由、これはナナイの自由です。調和、これは防衛隊との調和です。博愛、これはナナイと防衛隊に対する博愛です。この三つに背そむいたため、自治委員会幹部は問責されるべきものと私は考えます」

「確かに記録した。君の請せい願がんは活動委員会基本会規に則り、本会議終了後に上部機関に伝達される」

　長かった闘たたかいよサラバ！　次回作『レイ★ちら』ご期待ください！

「残念だよ、レイチ」委員長が側近から書類を受け取りながら言った。

　あれ？　何でこいつ、主人公の僕に許可なく話しかけてんの？　名無しキャラじゃないの？　どうしてもって言うならストーリーに絡からめてやってもいいが、ナナイにぶっ殺されエンド一択だぜ？

「非常に残念だ。君の審査を担当した者として非常に残念に思う。君のお父さんに合わせる顔がない」

　おかしいな。両親は海外赴ふ任にん中で、家には僕一人という設定のはずだが？

「何のことですか？」

「つまり君のお父さんは反活動のマヌケではないし、君がマヌケになることも望んでいないということだ。マヌケは中央活動委員会に入れないからね」

　審しん査さ委員会の光景が記憶の底から浮かび上がってきた。そうだ、審査委員は僕たちに関する書類を手元に置いていた。

「父は関係ないでしょう」

「関係あるさ。君がここにいられるのは君に対する父上の期待があるおかげだ。推すい薦せん入学枠わくと連邦活動委員子し弟てい教育補助金。その点、カミレはよくわかっているね。起立したまえ」

「はあ……」

　カミレは怪け訝げんな顔をしながら立ち上がった。委員長！　会衆の前で男女を並べて立たせるなんて！　誓いのキッスの距離デイスタンスですぞ！　まあ、皆さんの期待に沿うことにやぶさかではありませんがね。

「カミレが与えられているもの――まず、活動体連邦模範学生特別奨しよう学がく金きん。活動に特に貢こう献けんした少年少女にだけ与えられる、連邦全体で一年に五人しか支給されないやつだ。学費全額および月千五百大たい幣へいの生活費。それと、アリパ同どう胞ほう会教育基金援助Ａ指定対象。君のご両親はアリパ島の出身で本地の市民権は持っていないんだね。五人きょうだいの末っ子で上の四人はいずれも優秀な成績で大学を卒業、あるいは在学中。模範的な本地帰き化か民だ」

　カミレはうつむいて聞いている。

「君はたくさんの人の期待を背負っている。家族、地域、民族、本地帰化民全ての。君はそれに応こたえようと努力している」

「……はい」

「我々も同じだ。この学校で、勉強においても活動においても実績を残して希望の進路を選び、ゆくゆくは活動において中心的な役割を担になおうと考えている。将来のために、今できることをうまくこなそうとしている」

「はい」

「それにひきかえ、王国民たちはどうだ？　彼らがここに来ているのは義務だからだ。高い学費も何とも思っていない。母国にポストが用意されている彼らは、もちろん真剣に勉強したりしない。この学校を自分の領地と勘かん違ちがいして、努力もせず、わがままばかり言っている。彼らの圧力に屈することは我々にとってうまいやり方ではない。わかるね？」

「はい」

　こいつ、「はい」としか答えられないのか？　よろしい、では今から君の体のエッチな部分について質問するから、全て「はい」と答えたまえ！

「委員長！」僕は思春期生理学的好奇心をむき出しにして食ってかかった。「あなたの言うことは、少なくとも僕のクラスメイトには当てはまらない。僕はクラスの代表として、改めてあなたの責任を問いたい。僕はクラス全員の期待を背負っています。彼らは学校の正常化を望んでいる」

「もっと大きな視野で物事を捉とらえたまえ、レイチ・レイーチイチ。クラスメイトがどうした。学校のクラスなんてちっぽけではかない共同体だ。王国民との対立は君に一生ついて回る」

「それを言うなら、活動委員だって僕につきまとい続けるでしょう。王国民との対立を煽あおり立たてながら」

「カミレ・カミーチダ！」委員長が金切り声を上げた。僕の隣で、カミレが体を緊きん張ちようさせる。

「はい、委員長！」

「レイチ・レイーチイチは活動委員として正常な状態にない。彼が出した請願に関する権利を一時的に君に預ける。上部機関への伝達を希望するか？」

「委員長……私は……」

　カミレしどろもどろ。だ～か～ら～、「はい」とだけ答えろっつってんの！

「カミレ、言うな」僕は委員長をにらみつけたまま言った。「正常じゃないのはこの委員会の方だ。僕は委員を辞やめて、別のルートで彼らを告発する」

　僕は襟えりの委員章を外そうとした。

「バカ、やめなさい！」












　カミレが首から上に手をかけるイリーガル・タックルを仕掛けてきた。そのまま二人そろって、隣に座る人を巻き込む形で転倒した。

「委員は許可なく辞職できない」

　頭上から委員長の冷ややかな声が浴びせられる。うるせえ！　ていうか助けて！

「じゃあ学校も辞めてやんよ！」

　そう叫びながら、二つのバッヂをむしり取った。ところで、この後頭部の柔らかい感触は何？　あ、そういえば隣の席、女子だったっけ……。カミレにものしかかられている僕は女の子サンドイッチ状態。

　この状態で二、三ヶ月漬つかって「レイチのむぎゅむぎゅ漬け」になりたい、そんな気持ちをかなぐり捨て、その決意の表れとしてカミレと巻き添えの女子を踏み台にして起き上がり、机の上に立った。「自由！　調和！　博愛！」と叫びながら。これでモテなきゃ噓うそだろ？

　委員長は特等席の縁へりまで来て、僕を見下ろしていた。

「レイチ、そのバッヂがなければ誰も君なんかを相手にしないよ。学校も委員会も背負っていない、ただの個人だ」

「後うしろ盾だてがなければ何もしゃべれないのか？　ここは背負ってるもの比べ大会の会場でよろしかったでしょうか？」

「残念だよ、レイチ。審査委員会での君は、王国民に威い厳げんをもって接していた。そこを評価して自治委員に採用したんだがな」

「クラスメイトに対して威厳をもって、とかアホか？　何様のつもりだ？　何様ゲームだ？」

　言葉のボクシングでは完全に僕の優勢。このまま暴徒と化した支持者たちの先頭に立ち、幹部連を追い落としにかかろうと画策したが、周りの委員たちはまさかの無反応。若者の保守化が進んでいることをひしひしと感じた。

（こいつらが幸せな家庭を築いたころ、恐怖と暴力の支配する時代が到来しますように……）

　僕は修しゆ羅ら系の神様に祈りながら、机から飛び降り、そのまま大会議室の外へと躍おどり出でた。




　　　二




　いったい僕は何をやっているんだろう？

　平日の、午前中の、本当なら教室の窓から眺めるだけだったはずの日ひ溜だまりの中に僕は足を踏み入れた。

　背後の委員会塔からカミレが追って来るんじゃないかと思って、苦みばしった背中を演出していたのだが、もちろん来ず。たぶん会議は着々進行中。

　塔たちを巡る道路。その間で芽め吹ぶく芝。活動の精神を体現する塔たち。それを巡る道路の堂々巡り。美しい。美しいんだろう……わからない。

　他の皆はどう思ってるんだろう？　何かちょっとガッカリしているのは僕だけ？

　委員長の言う誰かの「期待」や、僕がでっち上げたクラスメイトの「期待」で思い出した光景がある。

　故郷の村を発たつ時――親しん戚せきや、中学校の同級生たちに見送られてバスに乗り込んだ、あの時のこと。今年、高校に進むのは村で僕一人だった。だからってそんなに大げさにしなくても、なんて言いながら僕は苦笑してみせたのだった。

　僕は「彼らに期待されている僕」の陰かげに隠れながら、こっそり期待していたんだ。まだ見ぬ高校や、そこで成長する僕自身に。他人の期待は裏切っても平気なのに、自分の期待が裏切られることを恐れていたマヌケだ。

　僕はこの学校に入れたことを誇りに思っていたんだ。故郷のちっぽけな村では手に入れることのかなわないものにあこがれて。

　狭せま苦くるしいけど一人になれる寮塔の部屋。

　村の集会場より大きなホールで行われる委員会。

　生暖かい空気の中、グダグダ過ごす農のう芸げい隊たいの時間。

　できて当然、できなきゃバカ扱いの旧きゆう共きよう和わ制せい語ごサバイバル。

　頑がん固こで、マヌケで、偉そうで、何でも僕より上手にこなし、それなのになぜか僕の相手をしてくれるクラスメイトたち。

　だが、僕はそんな誇りを見失ってしまった。会議に次ぐ会議、学生同士の足の引っ張り合い、つまらない主導権争い……僕のあこがれていた学校ってこんなところだったのかよ。

　でも、よく考えたら、それって本当に誇りだったのか？

「思っていたのと違ったので、僕の誇りを返してください」なんて言いい分ぶん、ただのクレーマーじゃん。結局、僕一人だけ村から出るってことに優越感を抱いていただけなんだ。カッコわるい。一生山ごもりしたくなっちゃいそうなほどカッコわるい。

　僕は誇りを抱く道のりを最初からたどり直さなくてはならない。

「今ごろどうした、レイチ？」

　カウンターの向こうで寮りよう塔とう委員のスチョーバが言った。「委員会の途中じゃないのか？」

　僕は閉じようとする寮塔の扉を右肩で受け止めた。

「はい、そうです。でも、クラスの皆に話しておきたいことができたんです」

　彼はいぶかしげに手元のノートを開いた。

「君のクラスメイトなら出ていったきりだよ」

　僕は礼を言って、元来た道を戻った。

　僕の誇り。今の僕に持つことのできる誇り。

　僕は寮塔を誇る。

　僕は委員会を誇る。

　僕は農芸隊を誇る。

　僕は旧共和制語の授業を誇る。

　僕はともに競い合ったクラスメイトたちを誇る。

　一人で抱く誇りはたやすく優越感に成り下がってしまう。だから、僕は誇りを分かち合いたい。

　幸いなことに、僕には誇りを分かち合える仲間がいる。彼らになら僕の思いを託たくすことができる。たとえ僕がここを去っても、彼らがいる限り僕の誇りは生き続けるだろう。

　気が付けば、いつもの扉の前に立っていた。数日しか通っていないのに、足がここまでの道を覚えているのだ。

　ノックして集団閲えつ覧らん室しつに入る。

「やあ、勉強は進んでる？」

　いつものメンバーが会話を止めて僕を見つめる。

「何だ、レイチか」

　入り口に近い席のワジが僕の腕を軽く叩たたいた。

「残念、僕なんだ。期待してた人とは違ったか？」

「今、ヨーゲンス先生の悪口を言っていたところなのだ。その先生が来たのかと思った。汝なんじであってホッとした」

　ネルリが毛糸の絡からまる両手をうごめかせた。

「レイチ、委員会は？」と尋たずねてくるサンガさんの隣に空席を見つけて、僕は腰を下ろした。

「お偉いさんは話し合ってるけど、下したっ端ぱの僕は休きゆう憩けい。ところで先生がどうしたって？」

「先生に勉強会のことを報告しに行ったの」▽が言った。「皆で教員寮を訪ねて。休校になって喜んでるなんて思われたくなかったから」

「そしたら？　何て言ってた？」

「『何でそんなことをいちいち言いに来るんだ？』って。やって当然、報告しに来る暇ひまがあったら勉強しろってことみたい」

　○が先生の口真似をして、クラスメイトの呪のろいスラングを誘った。

「俺おれ、やっぱあの先生嫌い」

　ワジは机の上に上体を横たえた。

「先生、言った、わたし、できない。でも、わたし、できる。わたし、先生より、わたしのこと、知ってる」

「それを先生の前で言えればもっと偉かったのにね」

　いいこと言った感じの小こ姑じゆうとをショナがバッサリ斬った。

「教科書忘れた。誰か見せてくれ」

　と僕が言うと、ワジが「何しに来たんだ、お前」と言いながら教科書を投げてよこした。かつての恩を忘れやがって……。

「レイチ、あなたバッヂどうしたの？」

　イ＝ウが僕の上着の襟を見つめて言った。

「委員章までないじゃないか」

　ヘイジンが大きな声を上げた。彼はあのバッヂの重みをよく知っているのだ。

「委員会の奴らに叩き返してやった。僕の言うことは全然歯が立たなくて、カッとなってやった」僕は教科書に視線を落とした。「その場の勢いで、学校辞めるって言っちゃってさ。まあ、でも、それもいいかなって思うんだ。外に出て、ここで起こってることをおおっぴらにする。きっと誰か上の人がうまいことやってくれて、学校は元どおりになる。ナナイは帰ってくるし、ネルリに文句を言う奴も……」

「ナラー」椅い子すを弾き飛ばしてネルリが立ち上がった。「レイチ、行くぞ」

「行くって、どこに？」

「委員会にだ。謝って、バッヂを返してもらう」

「いやだ」僕は意味もなく手の中の教科書を丸めて筒にした。「僕はもう辞めると決めたんだ。それに、あいつらに頭を下げるなんて絶対にいやだ」

「どうしてもか？」

　ネルリは悲しそうな顔をした。

「どうしてもだ」

「私が頭を下げてもか？」

「どうして君が頭を下げる？」

　僕の問いに答えず、ネルリは床に膝ひざを突いた。

「皆にも謝らなければならないことがある」

　彼女の言葉に十一組の面々は顔を見合わせた。

「せっかくの勉強会だが、私とワジが出席するのは今日が最後になる。我々は今夜、ナナイを奪だつ還かんし、母国に戻るつもりだ。突然のことでまことに申し訳ない」

　そう言ってネルリはゆっくりと額ぬかずいた。ただでさえ小さな体がいっそう小さくなった。

「おっ……ちょっ……待っ……」

　僕は椅子から転げ落ち、ネルリに這はい寄よった。せっかく僕一人クールに去ろうとしたのに、これでは台無しだ。

「レイチ」ネルリは僕の方に向き直り、再び深く頭を垂れた。「ナナイのために奔ほん走そうしてくれたことを感謝するとともに、汝がこれまでどおりの学校生活に復帰することを願う」

「やめろよ。やめろって」僕はタートル・ポジションを取るネルリの肩をつかんで揺さぶった。「ワジ、君からも言ってくれ。皆も」

　呆あつ気けに取られているクラスメイトをよそに、ワジは笑顔を浮かべていた。

「俺は殿下の御お供ともをできればそれでいい。だが、お前と別れるのは残念だ。ここに来てはじめての友達だったから」

「そうだ。私にとってもはじめての友達である」

　ネルリが突然立ち上がったので、髷まげで目を突かれそうになった。

「レイチは本地に来てはじめての友達で、皆は――」ネルリは手を差し伸べた。「皆ははじめての競争相手だ。そして、この学校は私にとってはじめての学校であった」

「じゃあ、なぜ国に帰るなんて言うの？」

　▽が声を荒らげた。

「私やナナイがいれば授業は再開せず、皆の勉強は滞とどこおる。競争相手の停滞は私の停滞に等しい」

「ねえ、ネルリ」イ＝ウは、熱に浮かされたような同胞とは対照的に、落ち着いていた。「あなた、前に言ったよね？　私たちに勝ちたいって。あれは噓だったの？　そんな簡単に放り出してしまえる競争だったの？」

　ネルリはわずかに目を虚こ空くうに遊ばせたが、やがて優しい笑顔を浮かべた。

「私は汝らに勝ちたいと思い続けるだろう。もしよければ、汝らも私のことを競争相手だと思っていてくれないか。時々でいい、はるか東方に汝らを負かそうと励はげむ者がいることを思い出してほしい」

「ナナイはどうなるのよ？」

　○が泣きそうな声を出した。

「そうだ、ナナイは――」僕はいつしか床に座り込んでいた。「ナナイはどうする？　本地に置くんじゃなかったのか？」

　ネルリは心の中を探さぐるように、僕の目をのぞき込んだ。

「あれにはどういう形であれ、必ず本地の教育を受けさせる。王国に戻しても、よい軍人になることは期待できない。内なる義が強過ぎて、もはや他人に馴なれぬのだ」

「本当にナナイを連れ出すことができるのか？　連れ出したところでどうやって学校を出る？」

　サンガさんが尋ねると、ネルリは跳とび上あがった。

「よくぞ訊いてくだすった。ワジ、例の図を」

　命じられてワジは絹のきれを机の上に広げた。

「行動経路と予定時刻は全て決めてあるのだ。車をよこすよう大使館に暗号の電報を打ってある。駐ちゆう在ざい武ぶ官かんを突入させ、校門を開かせる。私とワジは委員会塔を急襲し、ナナイを奪還する。内部の構造はすでに偵てい察さつ済みだ。入り口のカウンターの裏までこの目で調べた」

　ネルリは布に描かれた学校の見取り図に指を走らせた。

　ショナが委員会塔の前にある謎の記号を指した。

「なるほど、自転車を盗んで逃げるのね」

「違う！　これは私が委員会塔委員をとっちめているところである。どこをどう見れば自転車になるのか？」

　絵え心ごころがないと計画まで絵え空そら事ごとのように感じられる。

「ネルリ、行かないで」ミッカが顔を真まっ赤かにして泣いている。「ネルリの国、遠い。わたし、行けない」

「泣くな、ミッカ。王になる者を送るのに涙は不吉である」ネルリはそう言うと、布を折りたたみ、ワジに手渡した。「まずはレイチの件を片付けよう。委員会のところに行ってバッヂを返してもらってくる」

「ちょっと待て」

　僕は発ほつ作さ的に立ち上がり、扉の前に立たち塞ふさがった。

「何を待つ？」

　ネルリがじろりとにらみつけてくる。

　何を待つ？

　何でもいい。時間を稼げるなら。

　だって駐在武官とかシャレにならんから。国際問題だから。

「あれだ、ほら……本気を。僕が本気を出すから、ちょっと待て」

「本気？」

「その手の本気はあてにならないな」

　ワジが鼻で笑った。

「バカめ！」図星を突かせて骨を断つ。「ひとたび僕が本気を出せば、委員会も防衛隊も設定や世界観も、風の前の塵ちりに等しい！」

「おお、頼もしいこと山の如ごとし！」

　ネルリが感嘆の声を上げた。

「具体的に何かプランが？」

　とイ＝ウ。

「うん、とりあえず僕は何らかの魔の末まつ裔えいだと思うから、その秘められたる力を呼び覚ます方法を考えてくれ。僕の未来は君たちに託された！」

　僕はビシッとネルリを指差した。

「む、丸まる投なげッ！」

　彼女は感嘆の声を上げた。

「丸投げ？　マルマイチに古くから伝わるソモ・サンセッパ警けい世せい相ず撲もうの奥おう義ぎマルナーゲ？」

「まさしくそれ！」ショナまでもズバリ指差す僕。構えはもはや二丁拳銃！

「僕が本気出せばなんとかなる。だって僕の本気だ。出すのは生まれてはじめてだけど、絶対大丈夫！　何しろ本気を出すのはこの僕なんだから」

「えっと……レイチが、本気で、本気が、レイチ……」

　ミッカが僕の世よ迷まい言ごとに幻げん惑わくされて目を白黒させていた。
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　暗闇に目を慣らすため、僕は電気を消したまま、部屋を見渡していた。

　家からここまで抱えてきた鞄かばん、それに入学手続きをした時に支給された帆ほ布ぬの袋ぶくろ。その二つの中身を広げると、僕の小さな部屋には足の踏み場もなくなってしまった。重いのを我が慢まんして十二階まで運んできた物だけど、ここを去るに当たって必要な物は限られていた。

　大たい幣へい札と小こ幣へい硬貨が数枚ずつ。一等車両の切符を買ったりしなければ、家に帰るのに充分な金額だ。これをズボンのポケットに詰つめ込こみ、制服の外がい套とうを羽は織おった。外で凍こごえない格かつ好こうをして、どこかに行くお金もある。これ以上何を望む？　マヌケには贅ぜい沢たく過ぎるくらいの財産だ。

　扉の前に立って、最後に部屋を振り返る。大丈夫、机の上に積み上げた教科書の種類まで見分けられる。窓から差し込む月明かりが床ににじんでいる。

　そこにうずくまる影に気付いて、僕は視線を上げた。窓際に置かれた蓬ほう萊らい香こうの植木鉢。僕が他のことにかまけている間に芽を出していた。これは持っていかなければならない。

　鍵かぎのない扉を開けて、真っ暗な通路に出る。寮塔の中に充満している静せい寂じやくに身を溶かす。

　僕は植木鉢片手に足元を探りながら進んだ。恐怖を紛まぎらわすために、「もしここが真夜中の女子寮だったら」と考える。うわ、キモチイイ！　何だかわからないが、生まれたままの姿になって、醜みにくい顔を隠す仮面のみ着けてうろつきたい！　寮塔を出たところで、その仮定条件の「女子寮」を「寄宿学校ギムナジウム」にスイッチ。上級生たちはお気に入りの新入生フロイラインを奪い合って毎日大騒動。

「委員長……僕、男の子なのに、こんな格好……恥はずかしいよぉ……」

　いや、その役は僕よりワジの方がいいな。あいつ、こういうの本気で嫌がりそうだから。ムリヤリ女装させられたワジが真っ赤な顔して僕をにらみ……ヘ……ヘブン（くしゃみ）！　やっぱり外は寒いや。外套を着て出たのは正解だった。冷たい風がごうごうと音を立てて、塔のようには地に根を下ろさぬ僕を吹き飛ばそうとする。僕は植木鉢を懐ふところに包んだ。

　温室の中には昼間のぬくもりが残っていたが、僕は外套を脱がなかった。サヘムの花か壇だんの手前に植木鉢を置いた。彼か隊長が見れば、すぐに蓬萊香だとわかるだろう。

　この前の清掃作業に使った道具が置いてあるところに行き、必要な物を探した。元は鋤すきの柄えだった棒と、年季の入った斧おのをつかみ取る。一ひと束たばの縄なわと一緒に、麻袋の中に放り込み、口を絞しぼって担ぎ上げる。大きく息を吸い込むと、花と土と腐ふ敗はいの発する熱い香りがした。

　温室を出て、寮塔の環わから一定の距離をとりながら南に歩いた。林を抜けると体育館の裏手に出た。陰になって寮塔からも見えないところだ。僕は地面に置いた荷物の中から斧を取り出し、素す振ぶりをした。幼いころから薪まき割わりをしているので、扱いには慣れている。

　草を分けて歩く足音が聞こえてきた。闇に目を凝こらすと、黒いマントを羽は織おった凸でこ凹ぼこコンビの姿がぼんやりと浮かんで見えた。

「待たせたな」

　とネルリが言った。

「俺のエモノはこれか？」

　ワジが棒を取り上げた。

「何なの、その頰ほつかむり？」

　僕が尋ねると、二人は心外だと言わんばかりに手を宙に泳がせた。

「変装に決まっているではないか。見よ、余人にこの者がワジだとどうして知れよう？」

「殿下こそ見事に身をやつしておいでですよ。いったい殿下はどなたですか？」

　こいつらとチームを組んで本当に大丈夫なのだろうか、と改めて不安になった。

　パトロールの影がないことを告げに来た○の案内で体育館の正面に回り、運動場の端をかすめて、第七寮塔の外壁に取りついた。○が独特なやり方でチッチッと舌打ちのような音を出すと、ミッカが姿を現した。

「寮塔委員はどう？　ちゃんと眠ってる？」

「あの人、もらうもの、もらった。命令どおり、夢、見る。ネルリたち、見ない」

　○と別れて、僕たちは寮塔の中に入った。ミッカを見張りに立て、階段を上る。三階に着くと、先頭を行くネルリがすばやく目標の扉に張りついた。

「見よ、鍵が付けられている。情報どおりだ」

「俺たちにはプライバシーのない部屋を割り当てておいて、自分だけこれかよ。ズルイよな」

　彼にプライバシーの概がい念ねんがあったことに驚きつつ、僕が手で合図すると、彼は僕の背後に回った。ネルリは扉から離れた。

「行くぞ」

　僕は斧を振りかぶると、ノブの根元辺りに力いっぱい叩きつけた。柔らかな手ごたえがあった。斧の刃は扉を突き通していた。引っこ抜き、今度は蝶ちよう番つがいを叩き壊す。塔内に金属音が響き渡る。

　ワジが扉を蹴けり開あけ、そこにネルリが躍おどり込こんだ。

「もはや、のがれることはできんぞ！」

　ベッドが激しくきしんだ後、「グェ」とくぐもったような声がした。僕はそれを背にして、戸を塞ぐ格好で立った。

　隣の部屋から一人の学生が顔を出した。寝ねぼけ眼まなこでぼんやりとこちらを見ていたが、突然こちらに詰め寄ってきた。

「お前……一年のレイチじゃないか！」

　そう言われても、僕の方は彼に見覚えがなかった。おそらく委員会にいたんだろう。僕は斧の刃を彼に向けた。

「委員会の証人になりたいか？　それとも、今も黙って眠っているのか？」

　彼は僕の言っている意味が呑のみ込こめたらしく、手で身をかばいながら後ずさりして部屋へと戻っていった。他の委員の仕事には口を挟はさまない方が賢けん明めいだと知っているのだ。ましてや、こんな夜中に行われる「仕事」には。委員会にとって、何も知らない者こそが正しい証人であり、現場を見た「証人」は「共犯者」と同義である。

「レイチ・レイーチイチ！」

　呼ばれて、僕は部屋の中に入った。我らが自治委員長は王権の簒さん奪だつ者しやたちによって手足まとめて縛り上げられていた。

「レイチ！　裏切り者！　マヌケ野郎！」

　頭に麻袋をかぶせられながらも元気に反活動分子を糾きゆう弾だんする委員長。僕はそっと彼の側に寄り、囁ささやいた。

「委員長殿、これからあなたを選ばれし男子の秘塔、通称『獅し子しの巣』にお連れします。恐れることはありません。すぐによくなりますよ、すぐにね。フフ……」

「おとなしくしていな。俺たちの用が済んだら放してやるよ」

　ワジの手による入念なボディチェックがダメ雄おしになったのか、委員長はグッタリして動かなくなった。恐怖のあまり失神したらしい。

　ネルリは委員長の手足をワジの持ってきた棒の中央に結びつけた。自由と尊厳を奪われた彼の姿はもはや神こう々ごうしかった。ギャラリーが女の子限定という条件下なら、僕が身代わりになりたいくらいだ。できれば女の子たちの間にある程度の年ねん齢れい差さが欲しいところ。「どうしてあの人、服を着てないの？」と年上のお姉さんに尋ねる子や、恐る恐る手を伸ばす子、中には怖がって泣き出してしまう子も――そんな命の授業を体験してほしい。

「よし、レイチは頭の方を持って後ろから来い」

　ネルリは僕の手から斧を奪い、振りかざした。

「前とか後ろとか関係あるの？」

「階段で頭をぶつけるといけない」

　なるほど。こういう知識って経験してみないと身につかないものだよね。命の授業の大切さを改めて実感する。

　ネルリを先頭に、僕たちは委員長改め欲望という名の駕か籠ごを担いで一階に下りた。ミッカが手招きしている。ゴーサインだ。僕たちは塔を飛び出し、外がい環かん路ろを横切り、内ない環かん路ろを目指して走った。肩に棒が食い込んで痛い。苦しみから逃れるために、担いでいる物が委員長ではなくて豪雨の中行われた女だらけのスクール水着騎馬戦大会の会場に散乱した水着の切きれっ端ぱしを拾い集めたものだと妄もう想そうする。クソッ、かえって泣きたくなってきた。女の子たちの激闘を物語る水着が水をたっぷり吸い込んで重いせいではない。大事なことが起こっている現場にいつも居合わせられない自分の間まの悪さに涙が出るんだ。だが、足を止めてはいられない。ぐずぐずしてると男子の部が始まっちまう。

　植え込みの陰に▽が立っていて、ゴーサインを出している。進路に異状なし。邪魔する奴はネルリの斧でバッサリだ。『シャーリックの乱』の黒幕スタツフがお送りするノンストップホラーアクション。君はこの恐怖から逃れられるか？

　ネルリと併走する▽がドスの利きいた鳩はとみたいな唸うなり声ごえをあげた。同じような声がこだまのように教室塔の中から返ってくる。入り口にイ＝ウが現れた。彼女もゴーサイン。それに従って塔の中に飛び込むと、今度は上り階段で、ネルリの指示により僕が前を行くことに。

　十一組の教室に入ると、僕とワジは委員長を床に下ろした。

「手と足の縄を緩ゆるめてやれ」

　ネルリはそう命じておいて、最後の授業と同じ席に着いた。

「うわっ、動いた」

　ワジが叫び声を上げた。委員長が息を吹き返したらしく、激しいエビ運動を始めた。彼専用キャリング・バーが床や机の脚あしに当たってカラカラと音を立てる。

「レイチ・レイーチイチ！」

　彼は叫んだ。

「はい。ここにおります、委員長殿」

　僕はネルリの隣に腰を下ろしながら返事をした。

「早くこの縄を解け！　ここはどこだ？」

「いいえ、委員長殿。正義なんてどこにもありませんよ」

　長くなりそうだったので、僕は結論っぽいことを言って話を切り上げた。

「他に誰かいるな？」委員長は体を反そらせた。「そうだ、女子が一人……わかった、ネルリだな？　ネルリとその手下だ」

「違う！」ネルリ怒りの抗議。「私は、えーと……そう、天に代わりて不義を討つ、砂漠の一いつ匹ぴき狼おおかみ、『ねればなるほどネルネル！　ネルネルリ』である」

「あ、臣わたくしも聴いてましたよ、そのラジオ」

　聞いたことのないタイトルだ。ローカルの冒険活劇か何かだろう。

「そして、その相棒の『人面怪人ホモ！　サピエンス』である」

　紹介を受けたワジが「ガガンモウ」と吠ほえた。最初の「一匹狼」という設定はどこへやら。キャラクタービジネスの悲しい末まつ路ろだ。

「ネルリ、きょうだいを粛しゆく清せいした時もこうしたのか？　暴力を用いなければ何もできないんだな、君は」

　委員長が袋をかぶせられた頭をもたげた。

「暴力をいとわぬ相手にそうした挑発は逆効果だ」

　ネルリが手で合図をすると、ワジが委員長の首か顎あごの辺りを踏みつけた。委員長は悲鳴を上げて身をよじった。それを見てネルリが鼻にかかった笑い声を立てた。

「私がどうして笑っているかわかるか、ソフロ・ソフローヴ？　私は安心しているのだ。汝は暴力に打ちのめされ、一方の私は安心して暴力の行使を他人に任せる。実に愉ゆ快かいである。安心を知る者のみが心の底から笑えるのだ」

　ま、魔王……。

　隣のあの娘は魔王だ。僕は文字どおり魔王の片棒担いでしまった。地獄行きの内定ＧＥＴ。魔ボ王スとの野の太ぶといコネクションを利用して管理部門に回してもらおう。血とか炎とかのない清潔なオフィスでお客様の満足を第一に考えていきたい。そして、一人の鬼娘との運命的な出会い。初対面なのに以前どこかで会ったことがあるような気がしてならない（ちなみに死んだ時に記憶とか性格とかすっかりリセットされていて、異性へのアプローチも積極的になっているという設定）。彼女に直してもらいたいところ？　そうですね……すぐに焼やき餅もちを焼くとこかな。ハハ、地獄の業ごう火かで焼いてる、だって。くわばらくわばら。

「殿下」ワジが天井に目をやった。「何か聞こえます」

　黒板の上に据すえつけられたスピーカーからブツブツと呟くような音が漏れていた。「……臨時会議のお知らせ。臨時会議のお知らせ。全自治委員は至急、大会議室に集合……」

「君たちは委員会を敵に回した。もうおしまいだ」

　委員長が床の上で体をくねらせながら笑った。

　委員会が動き始めたことを知って気を大きくしたのか、彼は床を転がりながら、聞くに堪たえない罵ば倒とうの言葉を僕たちに浴びせてきた。彼の体にワジが馬乗りになり、掌てのひらで口の辺りを覆おおった。

「ワジ、もう放っとけよ。ここまで来れば……」

「静かに！」ワジは押し殺した声で僕を制した。闇やみを撫なでるように耳飾りの羽を動かしている。

「誰か来る」
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　ネルリは静かに立ち上がると、ワジの側へ寄った。

「人数は？」

「一人です。足音を殺していますが、とても急いで上ってきています」

「ふむ」

　彼女は斧をワジに手渡し、扉の脇で待機するよう指示した。彼の圧力から解放された委員長が身をのけぞらせて叫び声を発しかけた。「助け……」

　ネルリは毒虫を踏ふみ潰つぶすみたいに彼の顔を二回蹴った。

「黙れ。殺すぞ」

　彼女は彼をぶら提げるための竿さおを持ち上げ、僕を手招いた。「念のため、位置を変えよう」

　僕はネルリと協力して委員長を教卓の陰に運んだ。麻袋越しに委員長のすすり泣く声が聞こえた。ひどい話だが、僕はそれを観察し続けた。

　僕は、この学校を去るまでのわずかな時間で、様々なことに直面しようと決めていた。目を背そむけていられそうな問題に対しても直面する。直面するだけじゃなく、口を出す。望むことを口にする。要するにチュウしちゃうってこと。目の前の王女様にかけられた権力という名の呪のろいもチュウで一発だニャ（チュウと聞いたら黙っていられない猫ねこ又またのまあちゃんからのメッセージ受信中）。極楽方面からも「何よ、デレデレしちゃって」という声が多数寄せられている。ジェラシー引力に引き裂かれる僕の魂たましいが安息の地にたどり着く日は、はたしてやって来るのだろうか？

　僕をめぐる光と闇の壮大なサーガがその幕を開ける代わりに、教室の扉を開けて▽が駆け込んできた。

「来た、防衛隊のパトロールが来た。二人組。この塔に入ってくるのを確認した」

　息を切らせながら報告する▽。

「対応が早過ぎる。サンガさん、しくじったか……」

「いや、まだわからない。我々も動くぞ」ネルリが立ち上がった。「これより『ネルリのパイプライン大作戦』を実行に移す」

「殿下、そのことについてご献けん策さく申し上げたいことが」

　ワジが膝を屈してネルリに頭を下げた。決けつ裁さいの迅じん速そく化かが叫ばれている現代にあって緊張感のない奴。

「申してみよ」

　ネルリの言葉に、ワジは顔を上げた。

「この作戦の要かなめでありますおとりの役を、臣わたくしとソック殿とで務めることになっておりますが、臣わたくし一人にお任せいただけないでしょうか？　この任務、女子につかせるにはあまりに危険でございます」

「しかし、汝だけでどうやって防衛隊を引き留めるのか？　汝はソックのように弁べんが立つわけでもない」

　ワジは斧を振り上げた。「戦います。シャーリックの名誉にかけて」

　バカ野郎！　せっかく僕が無血イタクナイ・コワクナイ革命プランを考えたというのに、ブチ壊す気か？　そういうのって一部の熱狂的な支持を得る代わりに、ライト層にはとっつきにくい印象を与えちゃうんだよね。

　僕は彼の手から斧をひったくった。

「ワジ、彼らを足止めするのに武器は必要ない。たとえば、そうだな……女子の体操服を床に敷きつめて平泳ぎ、というのはどうだ？　彼らとのトークが広がるし、何より夜の教室の光景としてもっとも自然だ」

「自然だけど変へん態たいというジレンマ。それがあなたを更なる高みへと誘いざなう」

　ソックが言った。僕と彼女はガッシと握手した。

「シャーリックはそんなことしない！」

　ネルリが諸もろ手てを上げて抗議した。

「いいこと思いついた」ソックが目を輝かせた。「ワジとレイチがおとりになる。夜の教室で密会していたという設定で。なぜ教室かというと、寮塔にはサンガがいるからなの。彼はとんでもない淫いん乱らんボディの持ち主で、来る者拒こばまずなのね。でも、彼の部屋で日夜繰り返される肉欲の宴うたげに唯一参加していなかったのがワジ。なぜなら彼は密かにレイチのことを……」

「シャーリックはそんなこと絶対にしない！」

　ネルリが防衛隊に気取られないよう、エア地じ団だん駄だを踏んで猛抗議した。

　それにしても、この▽ことソック、とんでもない妄想本能の持ち主である。違った形で出会っていれば、きっとよい友達になれたはずだ。

　結局、ネルリの反対もあって、予定どおりワジとソックが十一組の教室に残り、僕とネルリは一つ上の階に移動した。

　二人で委員長を担ぎ、階段を上る。前を行くネルリの小さな肩に痛々しく竿が食い込んでいた。

「ネルリ、大丈夫か？」

　僕が声をかけると、彼女は振り返らずに空いた手を振った。

「大丈夫、狩りの獲物を地面に落とすバカはいない」

「そういうことじゃなくて、肩は痛くないかってこと」

「何だ、そんなことか」ネルリは天井を見上げた。「レイチは心配屋である。自分の身を案じるのが先だろう」

　カワイクねえ奴！　もし僕が風の能力者だったら、今ごろお前のスカートはバンバンめくり上げられて吹き流し状態になってたところだぜ！

　上階の床に委員長をソフトランディングさせると、ネルリは階下を指差した。その指が二本になり、人の歩く様さまを真似する。

　重々しい靴音が響いてきた。

「だめだよ、ワジ……そんなとこなめちゃ……汚いよ……」

　真下の階ではソックが熱演中。声の演技のみなのかどうかは不明。だが、おとり効果はバッチリだ。ネルリは何か問いたげな顔で僕を見ている。「汚いけど汚くない物な～んだ？」っていうなぞなぞが解けないご様子。恋をすれば自然に解けるよ。あせらないで！

　軍ぐん靴かの響きはややペースダウン。異状に気付いて慎重になっているようだ。さて、十一組の教室の方はというと、こちらはますますヒートアップ。

「すごい、これが男の子の……」

　ソックの息を呑のむ音がここまで聞こえてきた。ネルリが顔をしかめてスカートの裾を払おうとした。奴らに気付かれる、そう思った僕はとっさに彼女の手を取った。

（柔らかい、これが女の子の……）

「何をしている？」

　荒々しい声とともに、扉が押し開けられる音が聞こえた。

「お、お前たちこそ何だ？」

　ワジが震える声で問い返す。芝居なのか緊張しているだけなのかは不明。

「我々は学生防衛隊のパトロールだ。君たちは一年十一組の学生か？　こんな時間に何をしている？」

「俺たちは、あの、その……」

「私は彼と楽しんでいた」

　ソックが堂々と答えた。

「楽しんでいた？」

「そう、楽しんでいた」

　スポーツ感覚むき出しの答え。僕は移動の準備をしながら必死で笑いをこらえた。

「楽しんでいた、とは？」

「あなたたちも入りたいの？　いいわよ、四人でも。彼の方は開発済みだから」

　彼女の妄もう想そう竹ちくはニョキニョキ伸びて周囲に独自の生態系を形成するに至っていたが、事前に決めてあったキーワードははっきり聞き取れた。「四人」と「入る」。「防衛隊員二人が教室に足を踏み入れた」ということだ。僕とネルリは委員長を担ぎ上げ、サイレント全速力で階段を駆け下りた。

　教室塔を出ようとした時、背後から近付いてくる足音が聞こえた。振り返ると、イ＝ウが立っていた。

「防衛隊が教室塔を見て回ってる。南へ行って、外環路に出て」

「わかった。ありがとう」

　僕は強しいて笑顔を浮かべて、イ＝ウを安心させようとした。彼女はまだ立ち去りがたそうにしている。

「気を付けてね」

「任せておけ」

　ネルリが割り込んできやがった。せっかく「もし無事に戻ってこれたら、その時は……」みたいな台詞で決めようと思ってたのに！

「ほら、行け行け！　根性見せろ！」

　馬力少女ヴアルキリーネルリにムチを入れる代わりに、僕は委員長のケツを蹴飛ばした。
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　外環路に人影はなかったが、念のため遠回りして、体育館裏を通って温室に戻った。

　威勢のいい言葉を吐いていたネルリだったが、温室に着くころには足元もおぼつかなくなっており、温室に入るやいなや、委員長を放り出して近くの椅子にぺたりと座り込んだ。

「獲物は落とさないって言ってなかったっけ？」

　僕が言うと、ネルリは

「あれは噓だ」

　と肩で息をしながら、うわごとのように呟いた。

「何だか暑いな。脱ごう」

　彼女はマントと頰かむりを外した。これが夏ならもうひと脱ぎあってもおかしくないところだ。温室ってすごい。温室効果と名付けよう。ありえない話だが、温室効果ガスなんてものがあったらどうなるだろう？　大昔に氷河期があったんだから、現代に常とこ夏なつビーチでワイワイキャッキャ期があってもおかしくはない（ひょっとしたら僕には空想小説の才能があるんじゃないかしら）。

　僕はコートを脱いで肩に引っかけ、先輩の育てた花を見て歩いた。ネルリと一緒にただ座っているというのも気まずい。

「何をウロウロしている。座って落ち着いたらどうだ」

　ネルリは農芸隊のコンロを勝手に取り出してお湯を沸わかしていた。部外者より落ち着いていないように見られるのはしゃくなので、僕は彼女の真向かいに椅子を置いて腰を下ろした。彼女は靴を脱いで椅子の上に夷座あぐらをかき、ガソリン式コンロの青い炎を見つめていた。

「やることはやったのだ。堂々としていればいい」

　僕は棚からお茶の葉と砂糖を取り出した。

「たいしたことはやってないと思うけどな」

　ネルリは茶碗を差し出した。「『たいしたこと』はいつかやればいい。いつか、この先」

「この先？」

「そうだ。私たちにはいくらでも先がある」

　彼女は足を伸ばして委員長をつついた。「汝もお茶を飲むか？　飲むなら頭のそれを取ってやる」

　委員長の反応はなかった。

「委員長、どうしたんですか？」

　僕は彼の側に行き、しゃがみこんだ。

　彼の頭を覆う麻袋の中から嗚お咽えつの声が漏れた。

「僕は、君たちが怖い」

　その声は、目の前に横たわる者からでなく、地の底から発せられるもののように感じられた。

「なぜ平気でお茶なんて飲んでいられるんだ？　こんなひどいことをしておいて、なんでそんなに楽天的な話をしていられるんだ？」

　そんなこと言われたって「現代っ子特有の残ざん酷こくさ」とでも説明するしかない。なんせラジオのスイッチをひねれば世界中の悲ひ惨さんなニュースが続々と耳に飛び込んでくる時代だ。

「お茶は飲みたいから飲む。楽天的なのは性格だ。ひどいことをしたのは謝る」

　そう言ってネルリは目分量で茶葉をやかんに放り込んだ。茶こしとか使わないらしい。ひどいことしやがる。

「その次には、『きょうだいの耳を刈ったのは刈りたかったから』とでも言うつもりか？」

　委員長に昨日までの委員長らしい声が戻った。こういうネガティブ・キャンペーンだと元気になる人らしい。

「それは違う」

　ネルリはコンロの火を止めると、僕を手招きして、グツグツいってるやかんから茶碗にお茶を注ぎ、すかさず砂糖まで入れてくれた。茶碗が半分埋うまるくらい大量に。せっかち＆おせっかいって厄やつ介かいな組み合わせだ。それよりも僕はマイペースなのんびり屋さんの女の子が好きだ。だが、彼女に全く相手にされない僕に色々とアドバイスしてくれるおせっかい娘の優しさにだんだん惹ひかれていき、最終的には彼女のおせっかいも「あんたが好きだからに決まってるでしょ！」の一言で説明がついて一件落着。かと思いきや、のんびり屋さんも僕に思いを寄せており、僕も偶然そのことに気付いてしまう。そして、次々に襲いくる世界の強豪たち……終わらない物語の神様がオイデオイデしてらあ。ちょっくら行ってくるわ。

「全ては我が王国が旧共和制以前から延々と繰り返してきたことだ」

　ネルリはお茶をすすると、口元を手で覆ってペッと茶葉を吐き捨てた。「王が子女に兵馬を分け与え、周囲の国に攻め込ませる。多くは死ぬ。しかし、才と運のある者は母国と共食いにならないよう遠征し、新たな国を建てる」

　僕は自分の終わらない物語にネルリ王国盛じよう衰すい記きをすばやく取り込んだ。

「その賭かけに勝ったのが耳みみ刈かりネルリというわけか。東征はその距離の長さが言われるが、遠くへ行くこと自体が目的だったんだ」

「そうだ。そして、大ネルリが現在の王国にたどり着いた時、母国はすでに滅んでいた」

「共和国全体を敵に回したのだから、やられて当たり前だ」

　委員長が口を挟んできた。ちょっと男子入ってこないでよー！

「大ネルリが偉大だったのはそれを教訓としたことだ。その後、二百年間、そうした『賭け』は行われなかった。父が侵略的民族主義に目覚めるまでは」

　パパおっきしちゃったのか……年取ってからそういうの発動するとたいへんだな。痛い目を見るのは家族だ。

「第だい二に維い新しんが刺激になったのだろうな。父は私たちに出征を命じた。きょうだいは父を尊敬していたから、その意志に従おうとした。だが、私は平和を欲した。戦争を起こせば国は痩やせ、民たみは疲れる。私は父に翻はん意いを促うながすためにきょうだいを闇に葬ほうむり、全軍を掌しよう握あくした。全ては愛するシャーリックのためだ」

　おお、ネルリの博愛の心が国を救ったのだ！

「感動した！」僕は自分の茶碗をネルリのにぶつけて乾杯した。「平和のため、大義のために肉親の情をも絶つ。そんな決断が必要な時もある……運命さだめならね！　英雄は常に悲しみを背負っているものさ」

「そんな、英雄だなんて……」

　ネルリは口ではそう言いながらも、襟えりのリボンを直し、居い住ずまいを正した（夷座だけど）。自尊心くすぐっちゃったか？　みんなー、我らが英雄はちょっぴりシャイな女の子ですよー！　僕、高校を中退したら、ネルリの物語を巨大な地上絵にして未来人の史観をひっくり返す仕事につくんだ！

「私はただ、我が国の既定路線に従っただけだ。我が国は周辺国の貿易をコントロールすることで利益を得ている。そのために他国の輸送ルートを潰したり、反政府組織を支援して政情を乱したりして、常に争いを引き起こしている。本地への同化政策も反活動色が強い地域において存在感を示し、本地から援助を引き出すためのものだ」

　へえ、ならず者国家の中ってこんな風になってるんだ……ちょっと内政干渉いたずらしちゃおうっと。

「ネルリ、君は王国の歴史に小ネルリとして名を刻もうとしているな？」

「む、そのつもりである」ネルリは胸を張った。「大ネルリの名を受け継いだからには、それに並び称される王に……」

「そこが君の甘さだ！」

　僕の大声に、ネルリはビックリしてお茶をこぼした。「甘さ？」

「そう、君は大ネルリを尊敬するあまり、自らの可能性を狭せばめている。本当は君こそが大ネルリにならなければいけないんだ。大ネルリが大ネルリたる所以ゆえんは何か？　大移動を成したことだろうか？　違うね。大移動に挑戦したことだ。大ネルリには過去の業績があり、君には挑戦の権利がある。君にしか挑戦の権利はない。君にしかできないことがあるなら、それは君にしかできⅨないんだ！」

　僕は普段から九十秒に一回の間隔で生み出している、根拠のない応援ポエムの公表に踏み切った。この独特の浮ふ遊ゆう感かん、一度やったらやみつきになる。皆さんもお試しあれ。

　ネルリさんもすっかり自己を啓けい発はつし尽つくして……と思いきや、意外にもしょげ返っている。おいおい、僕たちザ・テイク・イット・イージーズのモットーを忘れたとは言わせないぜ？　（←「出来レースで～す」って発音するとそれっぽく聞こえるから不思議！）

「私にそんな力はないよ、レイチ。私は大ネルリにはなれない。私をネルリと呼ぶ者は、ただ夢をみたいだけなんだ。小さな故国を飛び出し、国境を侵おかし、どこまでも進んでいく夢を」

　そう言って彼女は靴を履き、立ち上がった。彼女の茶碗からこぼれたアツアツのお茶を浴びて悶もん絶ぜつしている委員長を残して。

　僕とネルリもお互いの自尊心をペロペロなめ合ってビッショビショだ。体の奥の方から熱いものがこみ上げてくる。

「ネルリ」僕は温室の奥へフラフラと歩いていく彼女を呼び止めた。「僕は君の片棒担いでて楽しかったよ。偉そうにしてる奴らに泣きを見せてやった。最高だ。笑っちまう。今日のことは一生忘れない」

「私も楽しかった。汝の片棒担ぐのは」

　ネルリは振り返って笑顔を浮かべたが、憂うれいをその裏に隠しているように見えた。微妙に責任をなすりつけ合っているせいだろうか？

「どうした？」

「いや、ちょっと」ネルリが足をくねらせた。「ちょっとトイレに……」

　おっと、脳内エッチ・マーケット通称エチケットを主催する僕にしては気配りが足りなかったようだね。

「その辺でしてこいよ。でも、先輩の花か壇だんにかけるのだけは勘弁な」

　ネルリは裾を払って、温室の奥の扉から出ると、適当な物陰に……と思いきや、意外と近くでしゃがみ込んだ。第二温室効果であるところのシースルー効果を観察するチャンス！　（観察の結果、温室の遮音効果の方はほぼゼロであることが判明。命名「つつぬけ姫」……まあ、生きろ。）

　耳をすませば、不思議に響いて輪りん郭かくのぼやけた声が塔の森の方から聞こえてきた。

「……委員会よりお知らせ。これより、臨時全校集会が開かれ……」

「ネルリ！」僕は相棒の名を呼んだ。

　温室の外で排はい尿にようしていたネルリは振り返った。ガラス越しに僕と目を合わせた彼女は一瞬にして温室効果の第二までを理解したらしく、ケロケロカエルさんジャンプで逃げようとした。

「とりあえずストップ（・ジ・オシッコ）！　ドント・ムーヴ！」

　そう宣告して被害を最小限に留とどめておき、僕は委員長の縄を外しにかかった。

「お疲れさまでした。どうやら終わったみたいです」

「何が終わったって？　今の放送は何だ？」

　彼がそう言いながら体を動かすので、結び目が解けない。どうやって結んだのかもよくわからないし。

（メンドクセ……）

　僕は荒あら縄なわパズルを放り出して、立ち上がった。代わりに緊きん縛ばく王女ネルリちゃんが飛んできて縄を解き、そのまま僕に目もくれず温室を飛び出していった。僕はそのあとを追った。

「ネルリ、ちょっと待てよ。僕は何も見てないし、何も聞いてないよ」

　と彼女の背中に向かって叫んだが、反応なし。かえって逆効果だったかもわからんね。

　二人でデッドヒートを繰り広げながら林道を駆け抜け、塔の森へ入った。寮塔から少しずつ学生が姿を現し始めていたが、彼らは寝ていたところを起こされて半はん死し半はん生しようのゾンビ状態であった。元気に全ぜん力りよく疾しつ走そうしているのは僕たちだけだ。普段ならこんな目立つ行為は慎むところだが、今は僕の内に眠るゾンビハンターの魂が「がんばれよ！」とエールを送ってくれているので、女子寮から湧わいて出でるゾンビっ娘たちをちぎっては投げちぎっては投げのはちゃめちゃ大作戦でニャンニャンパニック！　ハイスコア！　と思ったら、委員会塔の前にいたナナイとワジに捕まって強制イベント突入で、無念のゲームオーバー。

「殿下！」

　ナナイがネルリを抱き上げて、グルグルと回転した。振り回されたネルリは「謝しや肉にく祭さいか！」と叫んでナナイの首にすがりつき、二人でボコスカ笑った。一種の宗教ジョークだろう。

「ワジも。ワジも加わるがよい」

　ネルリが手を差し伸べると、ワジはキヲツケをした。

「我が友レイチがともにその栄誉にあずかれるのなら喜んで」

　それを聞いたネルリは「むむむ」と唸り、不快感を露あらわにした。

「殿下、臣わたくしもレイチと喜びを分かち合いたく思います」

　ナナイが言うと、ネルリは彼女の腕の中で両手を宙に放った。

「汝らの忠義に応えるためにそれをもってするしかないのであればそれをするのが王道であろう」

　ややこしいこと言っていたが、最終的にネルリは僕を手招いた。恐る恐る輪の中に入る僕に彼女は、

「権威の本質はその不透明性にある」

　と謎のアフォリズムをぶつけてきた。要するに小便してるとこ見ちゃったのをまだ根に持ってるということらしい。

　僕たち四人は抱き合ってグルグル回った。視界の中で寮塔と教室塔の輪が僕たちを中心に回転していた。

　ネルリは顔を真っ赤にしていた。ナナイが僕の首に手を回し、きつくホールドした。

「殿下万ばん歳ざい！　レイチ万ばん々ばん歳ざい！」

　ワジがバカみたいに大きな声を上げた。

　一番背の低いネルリの足が遠心力に引っ張られて浮いた。体が地面と水平になった彼女は「謝肉祭か！」と叫んだ。
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「出た！　大マヌケのお出ましだ」

　講堂の入り口に着くなりヘイジンにこう言われたので、僕は歩くマヌケの枢すう軸じくことネルリのいいところ（新しん陳ちん代たい謝しやとか）を挙げてフォローしようとしたが、その「大マヌケ」というのが僕を指しているのだと気付いて、非モテだとか便べん所じよ飯めしだとかそんなチャチなモンじゃ断じてない、もっと恐ろしいものの片へん鱗りんを味わった。

「それはつまり、一番勇ゆう敢かんだったということ。自分たちのルールを押しつけてくる人たちに対して」

　イ＝ウのフォロー。得てして女子たちってこういう反抗的なワルに弱いとこあるから気を付けて！　特にこれからのシーズンは要注意。「歩く盛り場」こと僕の魅力に溺おぼれるのはあくまで自己責任で。

　ナナイとネルリは他の女子たちと抱き合ってグルグル回っていた。僕たちはその巨大ラッセル車「肉体の悪魔」号を先頭に、人を掻かき分わけ、席に着いた。

「やったぜレイチ」

　隣に座ったサンガさんに肩を抱かれて、僕はよろめいた（色々な意味で）。彼は僕たちが委員長を連れ回している間、防衛隊幹部と直じか談だん判ぱんしていたのだ。

「今夜中に委員長が引いん責せき辞じ任にんするって言ったら、向こうは大慌てさ。『その情報、どこから入手した？』って。彼らが知ってるはずないよな。だってこの時点では辞任の話なんてどこにもなかったんだから」

「陛へい下かのハッタリは天下一品なの」

　とはご夫婦で会談に臨まれたショナ夫人のコメント。

「根回しは済ませてあったけどね」

　こちらは自治委員会とのネゴに当たったカミレ。

「臨時会議が招集される前に、何人かの幹部に会ってこう言ってやった。『委員長がいなくなれば、あなたの校内ランクが一つ上がりますよ』って」

　そう言って彼女はニヤリと笑った。他人の不幸でメシがウマくなるタイプだな、この人。

「会議自体はひどいもんだったよ。委員長の欠席裁判だ。さっきまでトップだった人間をあそこまでボロクソに言うかね、しかし」

　ヘイジンがうんざりといった表情をうかべた。彼は「ナナイの友人代表」として委員長の非道を訴える役だったのだが、出る幕はなかったようだ。

　カミレは長い脚を組み、長いため息を吐いた。

「それにしても、防衛隊がここまで譲じよう歩ほしてくれるとはね。こちらの幹部をもう何人か更こう迭てつすることくらいは想定してたんだけど。サンガって実は交渉の名人なんじゃない？」

　サンガさん、褒ほめられたのと目の前の脚がグンバツなのとで、背中が完全に笑っている。外見にだまされちゃダメだよ！　奴は中身がクズなんだよ！　同類の僕が言うんだから間違いないよ！　僕だけを見ていてよ！

「はじめから幹部全員を押さえておけばよかったのだ」

　と幹部運搬係のネルリさん。一人担いだだけでバテバテだったくせに、よく言うよ。

「私もサンガを評価したい。王国民の多数派を敵に回す危険を顧かえりみず、ナナイのために戦おうと決めた勇気。カッコいいね。白馬の王子様だね」

　と僕の後列に陣取る○が言った。ホント僕も同感。防衛隊との交渉がポシャってボコボコにされること前提でサンガさんを送り込んだ僕とは、男おとこ前まえ指し数すうに天と地の開きがある。

「俺、サンガなら何とかしてくれるって思ってた」

「サンガと殿下には感謝の言葉もない」

「勲くん章しようものの手柄である」

「わたしの、お兄さま。わたしの、誇り」

「全校が濡れた」

「防衛隊を向こうに回してのあの雄弁、本当に凜り々りしかった。はじめて会った時にも陛下は見事な演説をしたのよ。もしあの時、陛下のプロポーズを断っていたらって考えると……ゾッとするわ」

「十一組のサンガじゃない。サンガの十一組なんだ」

「はじめて皆の意見が一つにまとまったわね」

「サンガさん、サンガさんかっけー」

　囃はやし立たてられたサンガさんは振り返って、椅子から身を乗り出した。

「べ、別に君たちに褒められたくてやったわけじゃないからな！　僕は……僕はただ、ネルリにいいとこ見せたかっただけだ！」

　彼にしては珍めずらしく気け色しきばんでいる。あれ、ちょっと泣きそう？　そもそもカッコつける方向が逆だし（ネルリはあくびして全然聞いていない）。僕らにツンツンしてどうするつもりだ？　意外にもこの人、いざという時には友情側に針が振れちゃうタイプなんだな。その優しさは国を守る武器となるだろうが、同時に枷かせとなる諸もろ刃はの剣つるぎでもある（諸刃の剣二本目ゲット！　ようやく両手装備が可能に。僕のモテ道に立ち塞がる者は残らず切り伏せてくれるわ！　あとはモテ道のありかを見つけるだけ！）。
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　全校集会において、自治委員会と学生防衛隊は連名で以下の発表を行った。





一、ナナイの解放・名誉回復。七日未明の彼女の行動は防衛隊々規に則のつとったものであり、処分せず。

一、トンネル内にいた学生たちの処分。その内容は自治委員会の判断に委ゆだねられる。

一、事態の混乱を招いた自治委員長ソフロ・ソフローヴの解任。学生防衛隊々長クリチャーブカ・ベルカの解任及び降格。

一、中傷ビラを印刷するのに使われた設備の管理者である、学生防衛隊分隊長プジョ・プジョヌイの譴けん責せき処分。

一、両組織は連絡を緊密にし、このような事態の再発を防ぐ。自治委員会は王国民を、学生防衛隊は本地民を、それぞれメンバーに加える。






　欠席裁判で委員長解任なんてひどい（棒読み）。活動の精神はどうなってしまうのか（尻しり文も字じで）。

　演壇に立ってこれを発表したのは、審査委員会の時にいたセンミ・センミョーカ。彼女が新委員長である。今回の騒動で一番得をした者かもしれない。前委員長に責任おっかぶせて正義面してるのだから性た質ちが悪い（おっかぶせやすいようお膳ぜん立だてしたのは僕たちだが）。

「休校は当初より一日のみの予定であった。したがって本日の授業は通常どおり行われる。ボイコットの自由についてはこれを認める。ただし、成績表には無断欠席として記載される」

　彼女の演説に講堂内は大ブーイング。そりゃそうだ。明け方に突然集められて言われたことが「今け朝さはこのあと定時に起き床しようってことでヨロシクゥ」なのだから。

「指導者が替わっただけで問題が解決するはずはない」

　もっともなこと言ってくれるじゃないの、と思って声の主を探したら前委員長ソフロ氏だった。僕らの真後ろに座っている。寝巻きは泥どろだらけで、髪は乱れ放題。手首には縛られた跡あとが。ゆうべはおたのしみでしたね。

「民とは無責任でしたたかなものだ。自分たちの日常を守るためなら王の首を落とすことなど何とも思わない」

　現役独裁女子から人がゴミのようだピープル＝シツト宣言をねじ込まれて前委員長涙目！

　僕とネルリはガッツリ握手。気に入った！　革命が起きて政権ひっくり返されたら僕の家に永久亡ぼう命めいしていいぞ！

　ナナイが「がんばったで賞」みたいなのを受賞して、ステージに呼ばれた。拍手はパラパラ。一部の恨みと、大多数の無関心の間を、彼女は歩いていった。

　その軍靴の響きを聞きながら僕がうとうと居眠りを始めた時だった。

　頭上のスピーカーからあのクソジジイの声が、今にも唾つばが飛んできそうな臨場感でもって襲いかかってきた。

「レイチ・レイーチイチ！　ネルリ・ドゥベツォネガ！　一年十一組の教室に出頭せい！　今すぐに！」

　ミッカが身をすくめている。「先生、怒ってる。こわい」

　僕とネルリは顔を見合わせた。

「説教？　僕たちだけ？」

「実行犯だからだろうな」

　ネルリは眠そうに目をこすった。

（誰だよ、チクった奴？）

　もっとも疑わしいソフロを見ると、彼は僕たちを憐あわれむような表情を浮かべた。

「そういえば君たちの担任はヨーゲンス先生だったね。あの先生はコチコチの石頭だからな。たっぷりしぼられてこい」

　何が「そういえば」だ、白しら々じらしい。彼のもとに「ソウイエバ　イエ　カジ」っていう電報が届きますように。

　同じく同情の言葉をかけてきたワジに、一緒に来ないかと誘いをかけてみたが、「俺、あの先生苦手……」などと呟くだけで席を立とうとはしなかった。一方、僕は生きることが苦手。生まれ変わったら「先生」と呼ばれる職業について、ワジみたいな奴を顎あごで使って世渡りしていきたい。

「よし、最後にこっぴどく叱しかられてくるか」

　レイチ・レイーチイチの名がタフネスの代名詞として使われる日の到来を信じて、僕は力強く立ち上がった。

「うん、行こう」

　ネルリは目をショボショボさせながら講堂の出口へと歩き出した。こやつ、自分だけおねむ装よそおって先生の同情を買う気だな？　させるかッ！　歩きながら添い寝してやる！　僕もねんね！　ネルリとおねんね！　ネルリのおねんね！　……ネルリのおねんね？　これがネルリのおねんね？　はじめて見る女の子のおねんね。へえ、こうなってるんだ。おや？　ぼくのおねんねんのようすが……おねんねんがねんねしてくれない！　ねんね、ねんね、おねんねん、ねんね…………疲れてんのかな？

　扉を開けると、冷たい風が吹きつけてきた。うっすら明るくなってきた空がかえって光景を寒々しいものにしている。温室に外套を忘れてきたことに気付いたが、教室塔とは方向が逆だ。取りに行ってる時間はない。

　僕の体を風かぜ除よけに使ってやがったネルリが「ナラー」と声を上げた。

「見よ、夜が明ける」

　東の空の底が怪しく淀よどんでいた。山と平地では夜明けの様子まで違っていて、僕は面食らってしまった。

「はじめての夜明け。この学校に来てはじめて見る夜明け」

　ネルリは音のないステップとともに僕の周りをグルグル回り、歌った。言葉の意味はわからないが、勇ましい旋律から察するに、何らかの人間賛歌だろう。

　はしゃいでいる彼女とは対照的に、僕の心は沈んでいる。太陽が昇ってくる辺りの、あの何とも名付けようのない色が不吉なものを予感させる。

「ネルリ、あとで温室に戻るよな？　マント置きっぱなしだろ？」

　僕が言うと、彼女はステップ踏むのをやめた。

「これはしたり。取りに行かねば」

「そのついでに頼みたいことがあるんだけど」

「汝の外套か？」

「いや。僕の植木鉢のこと。五ご色しきっていう花の側に置いてきちゃったんだ。悪いけど、その植木鉢の花を世話してもらいたいんだ」

「五色……ああ、私が風か邪ぜを引いた時に汝が持ってきてくれた花だな」

　おや？　これは珍しい。彼女が花の品種を口にするとは。

「君にあの花の名前教えたっけ？」

　僕が尋ねると、彼女はスカートの裾を払った。

「それくらい、ちょっと調べればわかる。だが、花の世話など知らん。自分でやれ」

「君に頼みたいんだ。はじめての農芸ってことで、どうかな？」

　彼女は踊おどりも歌もやめて、僕の前を歩き始めた。「自分でやれ。汝が学校を辞めなければいい」

「いや、僕は辞める」

「なぜだ？　謝って済むことなら謝って済ませてしまえ。平民なのだから頭を下げるのは簡単だろう」

「僕にだって誇りはある。そう簡単に頭を下げるわけにはいかない」

　彼女は両手を天に放った。

「ナラー、頑固な奴め」

　空の手をグジャグジャと動かし、しばらくエア毛糸編みみたいな動きをしてから、彼女はポンと手を合わせた。

「いいこと思いついた。汝、しばらく学校を休んで我が国で遊べ」

　さも名案ひらめいちゃったみたいな顔をこちらに向けてニコニコテカテカさせているネルリがおかしくて、僕は笑った。

「遊ぶ？」

「そうだ。何をするのでもいい。ここを離れて頭を冷やせば、また考えも変わるだろう。国こく賓ひんとして迎えるよう手配してやる」

「そういう目立つのはちょっと……」

　反ネルリ派とかに拉ら致ちされて取引の材料にされたりしそうだし。それに、どのタイミングで「お義と父うさん」って呼んでいいのか迷うじゃん？

「では、留学生として参れ。『王の子』高等師範学校という我が国の最高学府が汝を待つ。今なら学費全額免除でいいぞ」

　それは絶対ヤで～す。

　ネルリは東の空を見つめていた。そのはるか向こうにある母国を望んでいるかのように。「私の国にも見るべき花はあるだろう。私は注意して見ていなかったが、汝ならばあるいは……」

　内ない省せいスパイラルに陥おちいっている彼女は足取りが重たくなってきていたが、僕は逆にヨーゲンス先生に対して「学生は叱って伸ばせ！」とにわか勝ち組根性むき出しで説教してやろうと息巻いて教室塔に突入した。（そのやりとりはレイチ・レイーチイチ初の単行本『パンツを見たければスカートはめくるな』に収録予定。今すぐ書店へ！　最後に説教されているのははたして誰なのか！）
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　教室は先生のオーラでギッタギタに満たされていた。教卓に肘ひじを突き、手を組んだ先生は、僕たちに気が付くと「おはよう」と大きな声で言った。気き後おくれして立ち尽くす僕の背後からネルリが「おはようございます」と返事をした。

　先生に促されるまま、教室の中ほどの席に着いた。

「事の是ぜ非ひは問わん。ただ、どちらから言い出した話なのかを知りたい」

　先生は意外にも穏やかな調子で僕たちに声をかけた。最初は優しくしておいて途中から急に強こわ面もてになる飴あめとムチ戦術かもしれない。

「全て僕の考えです」先生の顔色をうかがいながら恐る恐る切り出した。「委員会と防衛隊の両者は引き際を見失っていました。僕は彼らにきっかけを与えることにしました。委員長を拘束したのはそのためです。これにより委員会には委員長外しの時間と名目が生まれました。防衛隊にはもともと道理がなく、守りに入っている状態だったので、委員会が妥だ協きようしてみせれば手詰まりです。クラスメイトたちは僕の意図をよく理解して協力してくれました」

「異議あり」ネルリが手を挙げた。「委員長の拉致を発案したのは私です。レイチは身柄を押さえてそのまま立てこもるつもりでした」

　何こいつ？　僕をかばうつもり？　責任を全部かぶって僕が学校から出ることで、はじめて計画が完了するというのに。

「たまたま彼女が先に言っただけです。その考えはオプションとして頭の中にありました」

「貴様の頭の中など知るか！」

　ネルリまさかのマジギレ。こっちも黙ってはいられない。

「何だその言い方？　君の子分を助けるために知恵を貸してやったんだぞ？」

「話の道筋をそらすな。私は意見を公表した順番について言っているのだ」

「そんなもんどうでもいい」

「よくない。私は私の働きに応じた名誉を受ける。それがないのならば結果を無に返す用意がある」

「じゃあ言わせてもらうけどな、君は王国民に向けて委員会の門もん戸こを開く案に反対したな。そこは僕の意見が通ったわけだから、それで帳消しだ」

「あの妥協は余計だった。そもそも汝は弱腰である。反抗的なバカどもの集まりは蹴散らすに限る。私が行うことは常に正しく、それを邪魔する者は全て悪である」

「だーかーらー、これは君んとこのバカがやったことの尻しり拭ぬぐいなんだよ。バカは黙ってワンワンしてケツ突き出しとけ！」

「ナラー、汝の耳に呪いあれ！　はっきり言おう、私という将がなければこの作戦は成り立たなかった。汝は私に献策をした、それを私が容いれた。それだけのことだ」

　口の減らないネルリと僕は一いつ触しよく即そく発はつのにらみ合いに。こうなったら引くに引けない。誰か仲直りのきっかけをくれ！　そうすれば、これだけ率直な意見を交わし合った仲だ、あとは愛を交わすだけ……。

「驚いた。実に驚いた」先生が顔を伏せたまま、肩を揺らしている。驚くのはまだ早い！　僕たちバカップルのデレデレ逃避行を見逃すな！

「ネルリ、君がここまで八高に受け入れられるとは思わなんだ。いや、この評価は不当かもしれん。君は八高全体に影響を及ぼした。シャーリックの武力や経済力を用いてではない。君自身の力でだ」

　おいおい先生よ、誰か忘れちゃいないかい？　と三枚目ポジションにベットリ落ち着きつつ思った。この位置にいる奴は意外と生存率高いぜ。

「反ドゥベツ王派のお飾りかと思っていたが、考えを改めなきゃならん。君は王の器うつわだ。人の上に立ち、人を奮ふるい立たせる才がある。そういう運命なのだろうな。君を王と戴いただくシャーリックはやがて地域の覇は権けんを手にするだろう。連邦のキープレイヤーになることも夢ではないかもしれない」

　おいおーい！　おいおーい！　僕は？　ぼーくーは？　教師たるもの、学生の心の叫びに耳を傾ける義務があるんじゃないのかね？　相手取ってやろうか？　貴様と学校を相手取ってやろうか？

「いくら先生といえど、王の器について語るのは分ぶんが過ぎています。取り消してください」

　ネルリが空気読まずに抗議。

　ヒャア！　ネルリ、お前も原告みちづれだァ！

「勘違いするな。私は歴史的な評価をしているのだ。つまり、死んだ――いや、これから死ぬ王についての話だ」

　そう言って先生は立ち上がった。

　僕に向かって伸ばされた手の中に拳銃があった。つまり、銃口が僕らに向けられており、これは完全に安全配慮義務違反！　勝訴！　いや、負け！　僕の負け！　僕の命が棄き却きやく寸前！

「うおっ、ちょっ……」

　頭の中が真っ白になっているところをネルリに襟えり首くびつかまれて椅子から引きずり下ろされた。
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「何をする！」

　ネルリが叫んだ。彼女に押さえ込まれた僕と、奇き遇ぐうにも同意見。

「ネルリ、君は悪くない。中央活動委員のペテン師どもが悪いのだ」

　先生の声は相変わらず穏やかだった。「テロを防ぐという名目で王国を軍事的に抑圧しておきながら、他方でテロリストの背後に潜むならず者国家を支援するという二枚舌。奴らは何の思想も持っていない。ただ連邦内の力関係を操りながら利益を貪むさぼろうとしているだけだ。このまま行けば連邦は第二維新前に逆戻りするだろう。単一の共和国ではなく、お飾りの『自治』と『国境』を伴いはするがね」

「だからどうした！　なぜレイチを狙う？」

「レイチを狙うのは君だ、ネルリ。君がレイチを殺すんだ」

「何だと？」

　僕の頭上で僕の命がカラ売りされているわけだが、どうしたものか。とりあえず「フッ、そんな弾た丸までこの僕を縛ろうとは……」と呟いてみたが、飛道具無効化属性は付与されずじまい。神ヨ！　レイチヲ救イタマエ。

「筋書きはこうだ。君とレイチは騒動の責任がどちらにあるかで口論を始める。激げつ昂こうした君は護身用に持ち歩いていたこの拳銃でレイチを射殺する。その後、我に返った君は犯した罪の大きさに耐えられなくなり、そこの窓から身を投げて、自ら命を絶つ。私が証人だ」

「そうなれば我が国が黙っていない。貴様の五ご族ぞくまでも根絶やしにする」

　犠ぎ牲せい者しやがどんどん増えていく。報復合戦の前にまず僕を助けて！

「黙っていないのは本地民の方だ。王女太子が何の罪もない本地民の少年を射殺するというショッキングな事件のあとではな。反シャーリックの気運が高まり、君の唱える同化政策は立ち消えになるだろう」

　先生は銃の発射準備完了を示すガチャリという金属音を立てた。

「撃ツ、ダメ、ゼッタイ！　殺シ、カッコワルイ！」

　いつまでも語り継いでいきたい平和への祈りが僕の口から紡つむぎ出だされた。

「レイチ、立て」

　カチンコチン石頭の先生にはどんな反戦メッセージも届かない様子。

　今から僕を殺そうとしてる奴とどんな顔して向き合えばいいんだ？　気まず過ぎるだろ。教師と教え子の一線越えちゃってるんだぜ？

　ネルリの膝を押しのけて、僕はゆっくりと立ち上がった。彼女の顔は見られなかった。見たら泣いちゃいそうだった。

「先生、あんたいったい何なんですか？　ネルリが来るまで眠ってたんですか、殺し屋として？」

　これ全部明け方の夢なんじゃね？　という淡あわい期待とともに顔を上げたらクソジジイが銃を構えてやがる。最悪だ。

「私はまだ眠っているのだ、レイチ・レイーチイチ。ヨーゲンス・タイグは私の本名ではない。第二維新直前のドサクサで手に入れた戸こ籍せきだ。あのころの委員会はいい加減で、記録の管理もろくにできていなかった」

「マヌケから分離独立主義の活動家に鞍くら替がえしたってわけですか？」

「すぐそうやって人にレッテルを貼はりたがる……君の悪い癖くせだ。既存の言葉でしか物事を捉とらえられない。自分の考えを持たず、他に流されてばかり。君が死ぬのはネルリと正反対の理由からだ。君は弱い。自分の頭で考えられない者は救いようがない」

　先生改め説教強盗は腕時計を見た。「さあ、もういいだろう。授業が始まってしまう」

「待て！」

　ネルリが僕の前に立ち塞がった。両手を広げて必死のディフェンス。

　ま、まさか、身を挺ていして僕を救うつもりか？　美し過ぎる！

　でも、ネルリを犠牲にして始まる僕の人生第二部ってどうなの？　悲劇の人ポジションに立って執筆・講演活動で生計を立てていくの？　つまんねえな、イメージだけで食っていくのって。霞かすみよりも歯ごたえがない。

「ネルリ、待て！」

　僕は背後から彼女に抱きつき、脇を差して、手を彼女の後頭部でがっちり組んだ。そのままぶん投げようと力をこめたが、彼女は足腰の強さを生かして驚異の粘ねばりを見せる。

「待てと言ったのは私だ！　邪魔をするな！」

　ネルリの頭突きを顎に食らって、ひるんだところにレッグラリアート一いつ閃せん！　ケツにもらって僕は教室の後ろまで吹き飛ばされた。

「私がレイチを殺したものと思わせたいのだろう？　ならばこのまま殺すのでは不自然だ」

　ネルリから先生に完全犯罪の申し出。あ、もう僕が死ぬのは確定してるのね。じゃあ、ただのしかばねとして黙もく秘ひ権けんを行使屍しま～す。

「どういうことだ？」

　先生は銃をネルリに向けながら、僕を目で牽けん制せいしている。そんなんしなくても逃げませんから！　机の下した敷じきになっているのが見えないのか？

「我が王族は殺す相手の耳を刈る。それを怠おこたれば、天国でその者を再び支配下に置くことができなくなる」

「天国、か……案外陳ちん腐ぷな死し生せい観かんだな」

「我が臣民は耳のそろったレイチの死体を見て、私が手を下したのではないとすぐに見抜くであろう。貴様は彼らにどう説明する？」

「なるほど」先生がはじめて一本取られたみたいな表情を浮かべた。「では、あとで私が切り取っておくよ」

「王族の儀ぎ式しきを知らない貴様がか？　刈るにも儀式と作法があるのだ」

　ま、まさか、あのネルリの耳刈りをこの目で見られる日が来ようとは……でも、見ないに越したことはないです！　助けて！

　先生は銃を小さく振って「さっさとやれ」みたいな合図を出している。あんたそれでも教師かよ！

　素直に従うネルリ。お前それでも……まあ、ネルリ以外の何者でもないよね、この冷れい酷こくさ。

　そうだ。

　彼女は冷酷だ。

　これまでもそうだったじゃないか。普段どおりの彼女だ。先生が先生でなく、僕が人権を剝はぎ取とられた肉にく奴ど隷れいである現状では、彼女だけが本来の自分を保っているといえる。

　よし、何となくわかってきた。ネルリは簡単に負けを認めるような奴じゃない。勝利＝生に執着するはずだ。これから彼女が取るどんな行動にも何らかの意図が隠されていると考えていい。したがって、僕の方もそれを受信できるほどに敏感な、いわば全身オチンチン状態で待機しなければならない！　美しさと脆もろさを兼かね備そなえた完全体の誕生だ！

　いいぞ、考えるんだ。

　ネルリが僕を助けるとは限らない。というより、僕を助けること前提で考える方が不自然だ。僕を道具として使えば、ネルリの生存可能性は確実に上がる。たとえば僕の体を弾除けに使う。あるいは僕の動脈を切り裂き、噴ふき出だす血を目くらましにする……あれ？　考えがどんどん悪い方向に……何か気分悪い。

「すまない、レイチ。こんなことに巻き込んでしまって。汝には何の罪もないのに」

　ネルリが救いの手を差し伸べてきた。それにつかまって起き上がる僕を見て先生は笑った。

「耳を刈られることに関してだけは彼に同情してやりたい」

　何か憐あわれまれてるんですけど。バブー、むかつく！　こうなったら耳でも何でも刈かってにしやがれ！　こっちだって死ぬ前にやりたいことをやり尽くしてやる！　だって、僕の世界の著作権管理者ヒーロは最後まで僕なのだから！

「やい、ネル公！　一ひと目め惚ぼれって信じるか？」

「な、何を急に……？」












　ネルリは僕の豹ひよう変へんぶりについてこれないご様子。その無防備な表情、イタダキ！　恋する男の子ってケダモノなんだぜ？

「はじめて会った時から君のことが好きだった。ネルリ、愛してる。僕だけのプリンセスになってくれ！」

　ウワーイ、言っちゃった言っちゃった。この場にいる唯一のメスに言っちゃった。バンザーイ、人生初告白終了！　返事は人生終了後に！　こんなヤバイ状況だってのに何だかワクワクしてきたぞ。

　ネルリは呆気に取られて、僕の手を放そうともしない。みるみる耳まで真っ赤に。ポカンと口開けてるところもカワイク見えてくるんだから不思議。恋って魔法の色いろ眼鏡めがねなのな。パンチラとかにこだわっていた昨日までの僕は死にました。そして、恋に生き恋に死ぬ期間限定の僕とももうすぐお別れ。

　ふう……やるべきことはやった。ここからはスッキリ賢けん者じやタイム。今後について計画を立てよう。このあとすぐ、ネルリとツーショットで天国行き。もちろん門前払いで地獄へ直行、大ネルリこと初代耳刈ネルリと合流する。外見は若いけど中身は歴戦の勇者というロリババア設定でよろしく。そして、鬼娘を加えた四人でどきどきハーレム死ライフ！　腰に巻く虎とらの皮以外着用禁止！

　そんなメメント森もりこと心の迷路に入り込む僕をネルリは荒っぽく引っ張り出して、床に座らせた。僕の右耳がネルリの小さな手で折りたたまれる。

「押さえていろ。余計なことはしゃべるな」

　彼女から見れば、僕の耳の裏が露あらわになっているはず。具体的にどの辺りからバッサリ行くんだろう？

「ペーパーナイフくらいなら貸してやってもいいぞ」

　先生は半笑いで野や蛮ばんな儀式を見物している。こういう心無い教師の一言ってホント傷付くよね。

「いや、糸で削そぎ落おとす」僕の傍らに立つネルリは答えた。

　糸？　うわ、何かリアル。いつもの毛糸にしてもらえんかね。

「ここから切り落とす。もっとしっかり押さえないと余計な部分も取れる」

　ネルリの爪が僕の耳に刺さる。

　痛い。

　彼女の手ほどきで、掌てのひらの底を使って折り目がつくほどきっちりと耳たぶを折った。掌の形がまるでシャーリックの耳飾りを真似してるみたいになった。

　耳飾り？

　確かワジは左耳に着けていたはず。ナナイも同じ。僕だけ右？

　ネルリはシャツのボタンを開けて首飾りを取り出した。もっとよく（主に胸元を）見ようとしたが、彼女に頭頂をつかまれて正面を向かされた。

「月に祈りを捧げる。じっとしていろ」

　彼女は低い声で呪文を唱え始めた。「月よ、我が祖テトリとハットリの母なる月よ、願わくは、我が刈るべき耳、捧ささぐべき耳、本地民レイチ・レイーチイチの耳を受けたまえと申す。願わくは、もって我がしもべを聖せい別べつしたまえと申す。月つきの鬚ひげ受け継ぎし王ドゥベツの娘ネルリ、これを申す」

　ツキノヒゲ？　記憶にあるぞ。その音を聞いたら宙に浮く笛だろ？

　ちょっと待て。母なる月なのにヒゲ？　誰だ、僕のママにおヒゲが生えてるなんて言った奴は？　僕と立ち合え！

「レイチ、動くな！」

　先生が怒鳴ってるけど、自分のカーチャンおかま呼ばわりされて黙ってられるかよ！　ってことで無視してネルリの方を向いたら、体をくの字に曲げて笛吹いていた。

　音じゃない、別の何かが来た。
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　耳の中をぶん殴られたような衝撃を食らった。

　床が僕の頭上から覆いかぶさってきた。

　床なのになぜ上？　足元が不安になり、僕はとっさに下を向いて仰あお向むけになり、背中から床に着いた。

　何が何だかさっぱりわからない。

　床がさらに傾いていき、体が滑り落ちそうになる。慌てて近くの机にしがみついた。さっきまで塞いでいた右耳にじわじわ水が流れ込んでくるような違和感がある。バス酔いを五十倍くらい強烈にしたようなのが胃に来て吐きそうになる。

「うわああああ何だこれは何をしたネルリィィィ！」

　先生が耳を押さえて床の上をのたうち回っていた。その側に銃が転がっている。

　何か知らんけどチャンス！　僕の秘められた特殊能力よ、いたら返事して！

「オッドァァァーイッ！」

　何らかの力を受け継いでいそうなセルフ効果音とともに放ったスライディングの無敵時間を利用して、僕は銃を蹴り飛ばすことに成功した。めまいや耳の違和感と戦いながら、椅子と机を支えに立ち上がる。

　ネルリあのボケ何が「この笛の音を聞いたら宙に浮く」だ。ただの怪音波発生装置じゃねえかビッチ糞グソが。

「ネルリ！」

　彼女は笛をくわえたまま元の位置に立っていた。だが、顔面は蒼そう白はく、目は異様なまでに見開かれている。

「フッ……」

　笑い声を漏らした。口から笛がこぼれ落ちて床に転がった。

「これが月鬚の威力……」彼女の上体がぐらりと揺れた。「部屋の中で吹けばこちらにも効果が及ぶとはおげげぼえぇぇぇぇ！」

　ヘドぶち吐きながら腰から崩れ落ちたネルリだったが、関節の都合上、真下に潰れることはできず、やむなくケロケロカエルさん開脚で仰向けにぶっ倒れ、Ｍ字開脚の世界に新たな地平を切り開いた。

「ネルリ！」

　駆け寄った僕の肩にすがりつき、彼女は何とか起き上がろうとした。

「耳の内から圧をかける呼吸法を行ったのだが……効果がなかったようだ」土つち気け色いろした顔に苦笑を浮かべながら、彼女は震える手で扉を指した。「汝は片耳を塞いでいたから、被害が一番軽いはずだ。行け……」

「わかった！　その恐ろしい笛を海に捨ててくる！」

「違う……人を呼べ……」

　僕は歩き出そうとしたが、視界が揺れていてまっすぐに歩けなかった。よろめきながら、やっとのことで教卓までたどり着いた。ここから教室を出るまではいいとして、階段をまともに下りる自信がない。

　教卓に寄りかかって回復を待っていると、階段を駆け上る足音が聞こえてきた。僕は大声で助けを求めた。

「殿下！　ご無事で……うわあ」

　扉に体当たりして飛び込んできたワジが、室内を見渡して呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。両耳を手で覆っている。「ヤバイこれやっぱりあの笛だ。耳キーンってなる」

「殿下！」

　ワジを押しのけてナナイが突入してきた。ワジ同様、僕には聞こえない音にやられているらしく顔をしかめながら、真正面にいる僕に目を留める。

「レイチ、殿下は？」

　僕が机の隙すき間まで何かの藻も屑くずと化しているネルリを指差すと、ナナイは飢うえた狼おおかみのように飛びかかって、ちっちゃな主君を抱き上げた。

「殿下、おいたわしい。いったい誰がこんなひどいことを……」

　ナナイが困こん惑わくするのも無理はない。さっきまで小兵ながら懸命に戦っていた王女様が今ではすっかり夢の跡と化しているのだから。

「あいつだ、あいつが私たちを殺そうと……」

　ネルリの指差す先はふらふらと定まるところを知らず、やがて僕に照準を合わせてきた。ナナイが鬼おにの形ぎよう相そうで向かってくる。その肉にく弾だん道どうから逃れるため、僕は再び無敵スライディングを発動させ、二回目の九死に一生を得た。

　ナナイは助走をつけて先生の頭を思いっきり蹴飛ばした。勢い余って足を滑らせ尻餅をついたが、すぐに起き上がり、力なく横たわる先生の頭に拳こぶしを落としていく。

「ナナイ、殺すな」

「はい、殿下」

　そう答えながらナナイは殺しに従事し続けた。

　どこかに転がっていった銃を探すようワジに言って、僕はネルリのもとに向かった。彼女は仰向けに倒れ、荒い息を吐いていた。

「大丈夫か、ネルリ？」

　僕が差し伸べた手に、彼女はゆっくりと触れた。

「うん、大丈夫だ。レイチこそ大丈夫か？」

「僕は平気だ」

　彼女の手を握り、力をこめて引き起こした。彼女の空いている方の手が僕の背中に伸びてきて、シャツをぎゅっとつかまれた。座ったまま、二人抱き合うような格好になった。

「まだくらくらする。月に引っ張られているのだ」

　彼女の声が僕の胸に当たって響く。

「大丈夫。もう大丈夫だよ」

　僕の肘の内側に彼女の腰が当たっていて、そのまま腕を回していけばぎゅっと抱きしめられたのだが、さすがに恥ずかしく、全体的に色んな物のやり場に困っている内に、例の笛が床に落ちているのを見つけたので、そっと拾って彼女の上着のポケットに滑すべり込こませた。

「殿下、防衛隊が来ます」

　ワジが言って、扉の外をのぞいた。僕とネルリは肩を組んで、どちらが支えるともなく立ち上がった。

　ナナイは妙に慣れた手つきでかつて先生だったもののポケットを探っていた。かつて先生だったものの死体みたいなものは、胸が上下動しているので生きてはいるようだが、口や鼻から大量の血を流している。

「先生だろうと何だろうと、私の勉強を邪魔する者は許さん！」

　ネルリが僕の耳もとで怒鳴った。うるせえ。

　他人に向かって「勉強の邪魔」などと抜かす奴は、たいてい人に見られたくない行為にいそしんでいるものだが、今のネルリは猛たけ々だけしくも美しく、まさに魔王！　皆に見せびらかして回りたいくらいだ。魔王が町にやって来た！　坊やたち、寄っといで。魔王ことネルリ・ネルソミーナがラッパを吹けば、怪力男レイチ・レイーチイチが鎖くさりを引きちぎる！　そんな二人きりのサーカス団。名めい匠しようフェデリコフ・フェリーニン監督により映画化決定（タイトル『夜道』）！

　教室を出たら、防衛隊員たちに取り巻かれた。来るの遅いよバカ。

「中でナナイに殺されかけてる奴に殺されかけた。ワジが凶器のピストルを持っているが、絶対に撃つな！　撃つなよ！」

　大事なクラスメイトが誤射されたりしないよう、わかりやすく状況を説明してから、僕はネルリを引っ張り、教室塔の階段を下りた。時折、妙に彼女の体が重くなるので観察してみると、歩きながら半分眠ってやがった。

「もうちょっとの辛しん抱ぼうだ。寮塔に帰ったら好きなだけ眠れ」

　僕が言うと、彼女は最後の力を振りしぼって、

「メシ！　フロ！　ネル！」

　とわがままを言った。最初の選択肢はどう考えてもありえない。想像しただけでオエッってなる。

　塔の外に出ると、朝日が塔の森を鮮やかに照らし出していた。

　ネルリが空を見上げて、ため息を吐いた。

「あの程度の策略で私を闇に葬ほうむろうとは愚おろかな奴だ。銃を向けられながら私は三パターンもの攻略法を考案していた」

「へえ、そりゃすごい。ネルリ万歳」

　僕は彼女から手を放し、土の上に寝転がった。塔たちが相変わらず真面目に空に向かって伸びていて、僕の視界をこの学校から自由にしてくれない。

　ネルリも宗しゆう旨し替えをしたのか、受身を取るようにごろりと地面に横たわった。空に向かって指を立てている。左を一本、右に二本。

「一つ目は、月鬚を吹いて浮遊し、相手の懐に飛び込む。二つ目は、汝の体を盾にして相手の懐に飛び込む。三つ目は、汝の首を切り裂き、噴き出る血を目くらましにして相手の懐に飛び込む。これについて率直な感想を申してみよ」

「ああ、これからはシャーリック王国に足を向けて眠れない。それからシャーリック政府に謝罪と賠ばい償しようを求めていきたい。シャーリック万歳」

　ネルリちゃんのお国を褒ほめ殺ごろす僕に、僕の脳内幼おさな馴な染じみたち、正式名称「誰がレイチとラブラブになっても恨みっ娘こなし条約締結女子会議」が猛抗議。「学校辞めて帰ってくるんじゃなかったの？」と糾きゆう弾だん会かいが始まりかけている。ヤバイ、強きよう靭じんなエッチ半身の力で逃げ切れ！　って思ったところで、体がビクンってなって目が覚めた。

　何だ夢か……まあ、そうだよな。

　隣でネルリが地べたに横たわり寝息を立てている。

　寝顔はカワイイんだな……というのがヤッベ俺やっぱコイツ好きだわルネサンス期によく見られる現象だが、ネルリの寝顔カワイクねえ！　眉み間けんにしわ寄せて唇とんがらかして、どういう仕組みかは知らんがやっぱり下した唇くちびるがビショビショだ。

「おい、こんなとこで寝たらまた風邪引くぞ」

　と呼びかけてもグーグー寝てやがる。

　仕方がないので、お姫様抱っこで寮塔まで運んでやろうと思ったが、死体と勘違いされそうなのでキャンセルして、抱き起こして両肩に担ぎ上げた。

　ネルリの体重を感じた途端、僕もなんだかお腹が減ってきた。体を持ち上げる際に食欲獣ネルリの唾だ液えきが手に付着したせいかもしれない。

　後頭部に当たっている彼女の腹がグーグー鳴るのを聞きながら、僕は朝日の差し込む塔の森の中を歩き始めた。













　自分のやらかしたことと、自分に降りかかってきたこと。この二つをはっきり区別するのは難しい。それがたとえ前日の出来事であっても。だから、早い内に言葉にして、他人に触れさせた方がいい。もしかしたら彼らは適当な解釈をあてがって済ますかもしれない。だが、解釈が適当なのは僕も同じこと。同じ適当なら質より量、できるだけたくさん積み重ねた方がいい。この世界に八や百お万よろずの神様がいるのと同じで、それぞれの適当にそれぞれの役目があるはずだ。繰り返される尋じん問もんの間、僕はそんな適当放ほう散さん理論を検証しながら退屈をやり過ごした。

　昨日一日、都みやこグネドコから派遣された連れん邦ぽう情報委員など様々な組織が入れ代わり立ち代わり僕のところにやって来て、ヨーゲンス先生が何をして何を言ったか問いただしていった。彼らが言うことには、今回の事件は連邦内の「調和」に悪影響を及ぼす恐れがあるため内々で処理するとのこと。会う人ごとにそう念を押してくるので、逆にどこまでが内部なのかわからなくなった。学校の自治なんてのも怪しいもんだ。実際、どこかからの命令で、おとといだけのはずだった休校が三日間に延長された。公式には「衛生上の都合」を理由としたという（現に、一年十一組の教室に防護服を着た人たちが入って行ったという目撃談があった）。

　その異常な休校期間の最後に待っていたのは、自じ治ち委い員いん資格審議委員会という長ったらしい名前のイベントだった。

　委員会塔とう十階の小さな部屋で、僕は三人の委員に相あい対たいして座った。

「レイチ・レイーチイチ、何か心境の変化はあるか？」

　二年生の審議委員長が言った。心境の変化も何も、肉体という名の牢ろう獄ごく以外に何の拘束も受けている実感がなかったのでどう答えてよいのやら。

「別に…………」

「では、当委員会の結論を述べる」

　彼はもったいぶって宣せん言げんした。「では」って何？　泣けば許してくれたのか？

「君は自治委員会の場における不適切発言および器物破損の罪に問われた。自治委員会はすぐさま審議委員会を設立し、君の自治委員としての資格について話し合った。結果、自治委員としてのモラルに欠け、他の学生から信頼されるに足らない部分があるものとして、除名処分が下された。何か反論は？」

「ありません、委員長殿」

　反論しようにも、「モラルに欠ける」とか「信頼ゼロ」とか言われたら無理。でも、とりあえず「勘かん違ちがい野郎」とか「お前の親は肩身が狭かろうよ」とか「表面的にはいい人を気取っているわりに、実は面倒なことやリスクから逃げて、自分が必死になりたくないだけで、限界や実力が露ろ呈ていすることを恐れて、自分を取とり繕つくろうことだけを考えている」とかは言われなかったからダメージなし。日ごろからの鍛たん錬れんが可能にしたこの護身術。右の頰ほおを打たれるなら、その頰の肉をげっそりと削そぎ落おとしておけば敵の攻撃は空くうを切り、逆にこちらのチャンス！　という紙かみ一ひと重えの神かみ業わざだが、最近ふとしたことで涙が溢あふれて止まらない時があります。

「では、君を自治委員から除名する」

　審議委員長はまた頭に「では」を付けた。次に「では」って言ったら、別れの挨あい拶さつを「でゎでゎ」で固定するぞ。困るだろ、お互い？

「現在、委員会塔委員会によって保管されている委員章は没収される」

　おや、洗せん濯たくに出した制服に付けたままだと思っていたが、そんなところにあったのかね。それで何かおいしい物でも食べたまえ。

　審議委員長は机の上にバッヂを置いた。

「同じく委員会塔委員会が預かっていた校章は返却する。受け取りたまえ」

「言っておくけど次に紛失したら処罰の対象にするので、そのつもりで」

　自治委員会から派遣されてきたカミレ・カミーチダ女じよ史しが冷たいコメント。今では自治委員の若手ナンバーワンの座をほぼ手中に収めているとか。

　僕は「はーい」と適当に返事をしてバッヂを手に取った。あの誇り高いネルリが頭を下げてまで取り戻そうとしたバッヂ。フフ……これで全ての欠片ピースが揃そろった。いよいよ「ヌーディスティック・ハイスクール」計画が発動する。

　現在、僕は体操服を着ている（制服はネルリゲロがかかっていたので洗濯中）。これにバッヂを付ければどのような事態が生じるか。

　学校に残れたのが嬉うれしくて、ついつい小走りになる→転ぶ→バッヂがチクンってなって危ない→防止策を考よう→「……ねえ、脱いじゃおっか？」→八はち高こう改めヌー高の誕生だ！　素直になれないカミレには特別にバンソーコー三枚の着用を許可しよう。

　そんな野望を秘めながらも、やっぱりチクンってなるのは怖いので、僕はバッヂをポケットにしまった。

「君に関する審議は以上だ。ところで、代わりの委員候補はもう決まっているんだって？」

「はい、委員長」僕の機先を制してカミレが答えた。「隣の会議室に待たせてあります。お許しがあれば、こちらに呼んで審査に移りたいのですが」

「許可する」

　僕の話は終わりっぽい。「消えろ」ってことですね？　ええ、よく言われます。

　起立して一礼し、扉に向かったところ、背後からカミレに呼ばれた。

「ついでに隣に声かけていってね」

　最後まで人をこき使いやがって。この悪徳委員！　日和ひより見み主義者！　お前のカーチャン一いち夜や城じよう！

　隣室ではサンガさんが何やらしゃべっていて、それを嫁が書き取っていた。

「レイチ、やっぱり、くび？」

　机の上に座ったミッカが足をブラブラさせながら言った。

　サンガさんが言葉を切って、彼女に厳しい視線を送った。

「ミッカ、言葉を慎つつしめ。『やっぱり』とは何だ。レイチに失礼だろ」

「ごめんなさい、お兄さま。ごめんなさい、レイチ」

　小さくなって頭を下げてくるミッカに、僕はスマイルを返した。

「いや、いいんだ。やっぱりクビだったから」

　それを聞くと、マルマイチのお三人は顔を見合わせて、深いため息を吐ついた。

「ああ、とても残念だ。僕は委員会制度を否定するものではないが、君を追放した委員会の判断は誤っているとしか思えない」

　サンガさんはいちいち大げさだ。

「カミレは、何していたか？　レイチ、助けなかった、どうしてか？」

　こちらは最愛のお兄さまを性格のキッツイ女め狐ぎつねに取られたくない、という妹いもうと君ぎみのお菓か子し系けいジェラシーかね？　そういうの嫌いじゃないけど、うらやましさが先立って直視できないや。

「サンガさん、審議委員がお呼びだ」

　僕が言うと、サンガさんは立ち上がり、ネクタイを直した。

「よし、行ってくる。八高自治委員初の王おう国こく民みんとして歴史に名を刻むぞ」

　あ、実は前委員長が除名されて防ぼう衛えい隊たいの人が入ったのでサンガさんで二人目になります、とは言えなかった。あんないい背中見せられたあとじゃ、ねえ？

　ショナは夫の晴れ姿に目もくれず、書きものをしている。

「何書いてんの？」

「家族に手紙。あの人の分も」

「サンガさんのも？」

「うん。あの人、手紙でも自分の弱み見せないから、ご家族も文面を疑ってかかるわけ。結局私のところに確認の手紙が来るから、だったらはじめから私が書いちゃえばいいじゃない、ってこと」

　すばらしい内助の功、むしろ情報統制。サンガさん、身内に信用されてないのな。待てよ、これを利用してマルマイチ王家に取り入ることができるんじゃないか？　つまり、サンガさんに関する正確な情報を提供し続けることで信頼を得ておき、ころあいを見て突然本性を現しガバッと……

「レイチ、学校、やめないか？」

　ミッカが下げ克こく上じよう妄もう想そうに横よこ槍やりを入れてきた。「ガバッと」の中身を知りたいお年ごろか？

「辞やめるのやめた」

　僕が答えると、彼女はアニヨメの顔色をうかがいながら笑った。

「喜ぶ。みんな、喜ぶ。イ＝ウも、みんなも」

　お嬢さん、大事なところの戸締りにはご用心。いつでもお母さんヤギがハサミ持って助けに来てくれると思うなよ。

　僕はお義ね姉えさんヤギのご機嫌をうかがった。

「また勉強会に参加するってイ＝ウたちに伝えておいて」

「自分で言いなさいよ」

　お義姉さん、人の話を聴く時くらい手を止めてくださいよ！

「僕は忙しいんだ」

「へえ。それなら手紙書いたら？」

　まったく、これだから女子って生き物は……頭の中に好きと嫌いだけで保留がないの？　どうしてこの年代の男女って恋に前のめりなの？　ともかく「手紙」っていうメディアに触れると、これまでの経緯もあることだから、下へ手たすると黒ヤギさんどころか狼おおかみ扱いされてイ＝ウに腹かっさばかれそうで怖い。

　忙しいことを証明してみせるために、僕は外に転げ出た。

　暖かな日差しを浴びて僕は「戻ってきたんだ」と実感した。相手の見えない対立の日々から。終わりの見えない事じ情じよう聴ちよう取しゆから。「やっぱりダメな奴は何をやってもダメ」と道行く人たちが噂うわさしている気がして家から一歩も出られないっていう未来が待ち受けていそうな故郷へのスゴスゴ里帰りから。

　これが僕の帰るべき場所、送るべき日常なんだ。ここで僕はやっていかなくちゃならないんだ。校内で野の良ら小しよう便べんをする王女様や、その王女様＋αを暗殺しようとするマヌケなどに代表される外げ道どうどものひしめく中を颯さつ爽そうと生き抜いたのだから、このまま余勢を駆って余生を過ごしちゃえ！　っていつの間に命がかかった問題に？　「生き抜いた」っていう表現がまずかったのかな？　こういう大きなテーマは生活が落ち着いてから考えよう。現段階で取り組んじゃうと、「生きるって何だろう？」という疑問に脳内で無機質女子エフェクトがかかって、「何で生きてるの？」と聞こえてしまう恐れがある。

　そんなことより畑行こうぜ！　って脳内のボブが誘ってくる。おいおい、病気はもういいのかよ。「病気？　何だよそれ」とボブ。「ボブ？　誰だよそいつ」と僕。そうだ、忘れてた。僕は忙しいんだった。畑を耕さないと。こんな絶好の野の良ら仕し事ごと日和びよりを逃す手はないぜ。白はく昼ちゆう夢むを推進剤にして、僕は走り出した。

「レイチ、どこ行くの！」

　これまで「どっか行けよ」系の言葉しか浴びてこなかった僕はびっくりして立ち止まった。

　外がい環かん路ろの○◇▽が手を振っていた。

　僕と彼女たちの間には寮りよう塔とう三本の距離があった。よくあの距離から識別できたな、やっぱ愛されオーラ出てんのかな？　と思ったけど、周り見てみたら体操服着てんの僕だけで、悪目立ちしてた。

　三人は頭ず巾きんを揺らしながら僕の方に駆けてきた。一着はイ＝ウ。呼吸を乱しながら僕を見つめる。

「私、レイチに謝らなきゃいけないことがあるの」

「謝るって何を？」

　ひょっとして、例の手紙はウソです！　ってこと？　それなら助かる。

「実は私……レイチのことをヨーゲンス先生に報告していたの」

「報告……？」

　報告されるようなことなんてした覚えがない。

「あなたが自治委員会の権威を恐れていないことに私感動して、そのことを先生に話したの。少し誇こ張ちようして。私の国の弱腰政府なんかと違って言うべきことを言えて、本当にカッコよかったから。それで先生は誤解して、だからあんな体罰を……」

　ああ、そうだった。一般の学生には「先生がクビになったのは体罰を行ったため」と説明されているんだった。

「いや、君のせいじゃないよ」

　そうフォローしてみたが、イ＝ウは目に涙をためている。

　ここで○と▽もゴールイン。

「でも、ネルリはとんだとばっちり受けたよね」

「そうだよね。意外と根は真ま面じ目めで、クラスのムードメーカーで、政策通で、独特の史観を持っていて、きっと将来大物になるって言ったら、先生感心してたのにね」

　さえずる○と▽。その内容からすると、やっぱり今回の件、イ＝ウが原因かも。

「あ、レイチが女子を泣かしてる」

　嫌なタイミングでヘイジンがやって来た。「何やってんだよ、レイチ？」

「君こそ何だよ？」

「僕はジョギング。日課なんだ」

　マイペースな奴……。

　こんな再登場キャラ続出のドタバタコメディタッチな現場からは退散した方がよさそうだ。

「気にするなよ、イ＝ウ。また勉強会やろう」

　僕は手を振って温室に向けて歩き出した。

「単語テスト！　来週こそはやろうね！」

　イ＝ウの呼びかけに、僕は振り返ってもう一度手を振った。

　まったく、僕は引っ張りダコだな。だれもが僕を手に入れようとする群ぐん雄ゆう割かつ拠きよ状態。そんな八高を舞台に、僕をめぐって繰り広げられるアンチ・にわか・信者の華麗なる三みつ巴どもえ戦国絵巻の覇は者しやを予想している間に温室の前に到着していた。

　中に人の気配がないので、辺りを見回すと、体操服の集団が大工仕事に励はげんでいるのを発見した。

「何してるんですか？」

　僕が声をかけると、トンカチを振るっていた隊長が手を止めた。

「柵さくを修理してるとこ」

「レイチ、君はすごいな。本当に女子の隊員を連れてくるなんて」

　白のペンキを塗ぬっているサヘムが言った。

「女子……ですか？」

「ほら、君のクラスのネルリともう一人、背の高い女子」

　ネルリとナナイ？　あいつら農業を根本から否定してなかったっけ？

「正式に入隊したんですか？」

「書類も出したし、もう畑に出てるよ」

　隊長の言葉に、振り返ると、そこには木々の間を透すかして見えるブルマ！　スケスケブルマ？　スケスケブルマ汗まみれ泥まみれ？　マ・ミーレ！（←南国っぽい感嘆詞）

「鍬くわ借りていきます」

　僕はそう言い残して、温室に突入し鍬を引っつかむと、ブルマ・デ・ジャネイロのカーニバルにブルマっしぐら！　先に入隊した僕の方は土を耕すどころか、畑の位置すら決まっていないというのに、あとから来といて「もう畑に出た」だと？　農業ののの字も知らないくせに！　こちとら「農作業の手伝い」という名目で何度も不登校やらかしてきてんだぜ？　四歳の時、親戚一同の前でスラスラと植物図鑑を朗読してみせたのが人生のピークなんだぜ？




　林を抜けると、いびつな形に切り開かれた土地があった。その中央で咲き乱れる黄色いミズアブラナの花が目を引いた。周囲の畑では畝うねが規則正しく南北方向に走っている。

　空き地の端はしでナナイが鍬を振るっていた。ややぎこちないフォームだが力は強そうだ。僕が声をかけると、彼女は振り上げかけた鍬を下ろしてシャツの袖そでで顔を拭ぬぐった。

「やあ、レイチ。お前の畑はどこだ？」

「まだ決めてない」僕は靴と靴下を脱いで、黒く柔らかな土に踏み入った。「あれ？　ネルリは？」

「殿でん下かはあちらにおいでだ」

　ナナイが目を向けた先の木こ陰かげにネルリが座っていた。椅い子すを並べてワジもいる。膝の上で大きな本を開き、二人額を寄せ合って眺めている。

「君たちも手伝えよ。特にネルリ。農芸隊に入ったんだろ？」

　僕が声をかけると、ネルリは顔を上げた。

「そんな黒くて柔らかい土の上など歩けるものか」

　小こ憎にくらしいしかめっ面つらで返事をしてきやがる。ワジがお追つい従しようでうなずく。

「私が二人分やる。土を掘り起こすような仕事など、殿下のお出ましを願うまでもない」

　ナナイは哀あわれな鈍ドングリ眼まなこを輝かせている。やりがいを感じている奴ど隷れいほど権力者にとって便利な物はないな、と痛感した。

　それにしてもこのナナイ、ブルマにブーツ（しかも膝ひざまである防衛隊の長ちよう靴か）とはマニアックな取り合わせではないか。僕の快楽典エツチペデイアにも両者の親しん和わ性せいについては記述がない。「蒸むれ蒸むれ」という媒ばい介かい項こうを仮定して考えるべきかもしれない。あるいは両者に挟はさまれた領域フトモモが重要なのか……。

　頭の中で一人編集合戦を行っている間、ナナイは僕の足元を見つめていた。

「裸足はだしになるのが本式か？」

「いや、そんなことはないけど」僕は足の裏を見せた。「土の感触がきもちいいから脱いでみただけ」

「なるほど」

　彼女はそう言ってしばらく考え込んでいたが、やがてネルリのところにブーツを脱ぎ捨て、裸足でギクシャク歩いてきた。裸足でブルマ、それもまたよし。

「防衛隊は辞めてきた」彼女は足の裏に付いた土を見て顔をしかめた。「あの連中では命を預けるに足りない」

「それでどうして農芸隊？」

「殿下が誘ってくださったんだ。『せっかく本地の高校に来たのだから新しいことに挑戦せよ』と」

「でも、ご本人サボってるじゃん」

　ネルリ殿下は木陰から遠くの畑を指差して、ワジに何やら耳打ちしている。絵に描いたようなご視察風景。取ってつけたような体操服が、リアルな現場感を演出するのに一役買っている。

「殿下は何を栽培するかご検討中だ」

「何を栽培するかって……あいつにわかるの？」

「殿下はわが国に農業を根付かせるおつもりだ。シャーリックの気質と気候をよくご存知ゆえ、我々に適した作物を能よくお選びになるだろう」

　気候はわかるが、気質？　栽培者の属性により変化する魔ま導どう植物とか想定してんの？　まあ、高度に発達した農学は魔法と区別がつかないっていうしな。

「で、候補は挙がってんの？」

「今のところ、ブドウが有力だ。乾燥に強いそうだから我が国にはちょうどいい。それに見た目もいい。土からではなく天からもたらされたかのような形で実がなる。まずここで栽培して、その実からワインを作る。瓶びんに詰つめてシャーリックに送れば、国民は農業の可能性に着目し、進んで農業への投資を始める」

　この政商的な発想、以前彼女から聞かされたような……。

「でも、ワインは無理だと思うな」

「なぜだ？」

「果物は植えてすぐにいい実がなるわけじゃない。ブドウも三年くらいかかるはずだ。今からだと卒業に間に合わない」

　それを聞いたナナイは顔色を変えてネルリの下へご注ちゆう進しんに上がった。ゴチャゴチャと話し合った挙あげ句く、僕を手招いて御ご前ぜん会議のお召めし。アァ？　オメーらが来いや！　と激げつ昂こうして叫さけびそうになったその時、急にめまいが……日射病かもしれない。ちょっと木陰へ移動。

「それならば、何を植えればよいのか申せ！」

　ホッと一息ついたところで、ネルリからキレ気味に本を押しつけられた。オイデオイデされてホイホイやって来たことの何がいけなかったのか。

「自分で決めろよ。こういうのやってみたい、とかないの？」

「食べられる物、野菜か果物だ」ネルリは教えてもらう側のくせに偉えらそうな態度。「土の中にできるものはダメだぞ。花が変に大きいのもダメだ」

　奴らが温室からかっぱらってきた図鑑をめくっていると、ウリ科のページに突き当たった。そういや、ブドウは見た目がどうとか……つる草がツボか？

「ここら辺はどう？」

　僕が開いた本を返すと、ネルリは瞳を輝かせた。

「これはいい。これは流は行やる」しきりに首を縦に振るので、髷まげが高い対空攻撃力を有する結果となった。「棒に沿って伸びるのがいい。気に入った」

「よし、じゃあこの辺の何かを植えるってことで。まずは畑を耕そう」

　僕はそう言って歩き出したが、ネルリとその忠チユーバッカたちはきょとんとしたまま動こうとしない。

「たがやす？」

「誰たがヤス？」

　さっきまで実際に耕していたナナイまで首をひねっている。

「土を掘り起こすんだよ。そうすることによって深いところにあった土まで空気に触れて性質がよくなる」

　まったく……最近の若い者は何も知らんのね。ちょっとこっちおいで。ワシが手本を見せよう、と誘うような動きをしてみせたが、ネルリちゃんは動かず。ちっとは年寄りをいたわらんかいゴッホゴッホ（子どものころ好きだった空想小説『ゴリラ船長シルバーバック』より引用）。

「あのように道を作ってからでないと私は行かない！」

　ネルリが他の畑を指差して叫んだ。こいつ、畝の意味がわかってねえ！　あの凸でこ凹ぼこはネルリちゃんのためにあるのと違うのんやで！

「いや、まず掘り起こして平らにならすんだ。ああいう形にするのはそのあと」

「そうだったのか……」

　鍬を担かついだナナイが発掘跡を見渡してため息を吐いた。残念、徒と労ろう！

「耕しながら石せつ灰かいを撒まこう。それによって土ど壌じようが酸性からアルカリ性に変わり、農作物の育ちがよくなる」

　僕は彼女たちの方を向いて鍬を振り下ろした。「こうやって後ろに歩きながら掘っていく。足跡を残さないようにね」

　ナナイが「見直した」みたいな目で僕を見ている。この程度のことで見直されてしまう器うつわの小ささ……まあ、見つけてくれただけでも幸いです。

　僕の説明を聞いていなかったのか、ワジが畑に足を踏み入れてくっきりと足跡をつけやがった。

「レイチ、俺にも手伝わせてくれ」

　よし、ではまず右手でワックスを塗り、左手で拭き取る練習から。ただし僕の視界の外で行うこと。

　腹心の寝返りにネルリはびっくり。

「汝なんじもやるのか？」

「はい、殿下。親友が殿下やナナイのため働こうというのに、どうして臣わたくしがそれを黙って見ておれましょう」

　ワジは横目で僕の方を見て照れくさそうに笑った。「それに、土にまみれることに慣れておかなければなりません。蹴しゆう球きゆう隊たいに入ろうと思っているんです。サンガの誘いで」

「何ィ！」ネルリと僕は同時に叫んだ。

「連れん邦ぽう標準式フットボールか？　あんなものは野や蛮ばん人じんがやる野蛮人のスポーツである」

「僕、誘われてないんだけど……サンガさんにモテ戦力外なかまはずれにされてる？」

　ワジは構ってもらって喜んでいる犬みたいに体を弾ませて笑った。

「違うよ。ただ俺がフットボールをやってみたくて、お前が花とか土とかを好きだっていうだけのことだ。いや、それも違うな。俺はお前のようにやってみたいんだ。ここでやれることをな。そうやって俺は今の俺よりよくなっていくんだ……えーと、殿下、つまりそういうことです。臣わたくしも殿下の競争相手たるにふさわしい者になるつもりでございます」

　ネルリ殿下は「我が国はどうなってしまうのか」と嘆なげいているが、僕は無視して

「じゃあ、鍬とスコップを一本ずつ持ってきてくれ。それから石灰。先輩に訊きけば場所を教えてくれるから」

　と指示を出した。

　ワジが温室への道を走り去ると、ネルリは居心地悪そうに立ち尽くしていた。何しろ裸足はだしんぼの僕とナナイに対してひとりぼっちの土つち不踏ふまず倶く楽ら部ぶなのだから、数的不利は明らかである。ナナイの方は主君ほったらかしでガシガシ土を掘り返すホッターマン娘●と化している。目の前に立っている小さなブルマ●娘この面倒を見るのは僕の仕事だ。

　とりあえず、僕の提案するブルマ着こなしテク五〇〇（デキる女編）を伝授しようとしたが、先に動いたのはネルリの方だった。

「汝から頼まれた例の件だが……」

「例の件？」

「ほら、花だ。汝が育てていたものを私によこすと言っていた、あの……」

「ああ。あれならもう大丈夫。学校辞めるのやめたから、僕が自分でやる。無理言って悪かったね」

「いや、そうではなくて。私には植木鉢を預かる用意がある」

「どういうこと？」

　僕の素直な問いに、ネルリは指を複雑に絡からみ合あわせながら答えた。

「つまり、自分の部屋で花を育ててみる気になったということだ」

「ああ、そう。いいんじゃないでしょうか」

　まったく、お上かみの気まぐれに僕たち庶民は振り回されっぱなしだ。この分じゃ植木鉢の調達からアフターケアまでやらされるだろう。最初はサービス料金タダにしておいて、あとからアイテム課金してやる。その際、お支払いはレイチポインツに限らせていただきますので、あらかじめレイチポインツをご購入くださいますようお願い申し上げます。レイチポインツ、レイチポインツ、レイチポインツをお忘れなく。おっと、慌あわてて発音すると突とつ拍ぴよう子しもないモノがポロリこぼれ出てしまいますぞ。ご婦人方はご注意あれ。

「私は時間をかけて学ばなければならないよ」ネルリがそろりそろりと土を踏んだ。「旧きゆう共きよう和わ制せい語ごもそうだし、本地のことも、植物がどのように育つのかも学ばなければならない」

「ああ、そうだね」

　僕は彼女に鍬の柄えを差し出した。彼女は体が土に沈み込むのを恐れるかのように、それを強くつかんだ。

「だが、私には時間がある。それらを身近に感じ、学ぶ時間が」

「ああ、たくさんあるよ。君にも僕にも」

　僕が鍬を引っ張るよりも早く、ネルリは柄を伝って僕との距離を詰めた。踏み固められた土の上で二人、間近に向き合う格好になった。

「先生のこと」ネルリは僕から鍬を奪い取って周囲の土を引っかいた。「汝はどう思っているか？」

「どうって……どう考えていいのかよくわからないよ。少なくとも尊敬する気にはなれない」

　正直、あの人が闇やみから闇へ葬ほうむられたとしても驚かないし、悲しくもならないと思う。何しろ本気で殺されかけたからね。

「私は何となく先生に共感できる部分がある」

　一緒にテロの犠ぎ牲せい者しやになりかけたネルリがそう述べたので、僕は驚いた。何このテロリスティック会話システム？　ロリって付けば何でもいいと思われてんのか？　心外だなあ！　それを判断するにはあと五年は必要でしょうが！　年ねん齢れい的てきに考えて。

「共感？　テロリストに？」

「共感で言い過ぎなら共有と呼ぼう。私の価値観と彼のそれとはいくらか重なっているのだ。私の地位が私個人の命よりも重いことを理解している点において」

「何の話だかよくわからないな」

　以前からメンドクセエ奴だとは思っていたが、このように謎なぞめいたフレーズで「私って特別」みたいなアピールされるとホントムカツク。

「つまり、汝だけの何かになれだとか、そういうことに関しては、連邦における私という存在の重要性を把は握あくした上で返事を待てということだ」

「返事？」

　異世界からのメッセージとかそういう話か？　さっきから「共感」だの「特異点において」だの「重じゆう歩ほ兵へいを邪悪な業物ウエポンで……」だのとクールな設定を並べやがって。

「ほら、汝の、この間の……忘れたふりか？」

　ネルリが何かジタバタしだした。鍬持ってるから危ねえ！　足の指ごっそり持っていかれそうだ。バカは打製石器に甘んじとけ。

　僕は彼奴きやつの攻撃をいなしながら懐ふところに飛び込んだ。鍬をつかんで激しい奪い合い。命も奪われかねない。逆に唇くちびるを奪っちゃう？　キスすることと食べることって何か似てる、って誰が残した言葉だっけ？　あ、僕が昔描いた漫画に出てくる人肉食ヒロインの台詞せりふだった。夏休みにあれ燃やしに実家帰ろうっと。

「おい、ナナイ。君のとこのお姫様のお言葉、通訳してくれよ」

　ナナイは鍬を中心にグルグル回る僕たちをボケーッと眺めていた。よだれよだれ！　バターにはならないから！

「私のいないところでの話だろ？　私にはわからない」

　そう言って彼女は農作業を再開した。こいつ、軍人として完全に死んでやがる。そして、次に死ぬのは……「私の返事はこれだ！」ズバッ！　ギャーッ！　あ、僕だ。

「ワジはまだか！　ワジ！　助けて！」

「そのうち来るさ」

　ナナイがどの方角から言ったのかわからないくらい激しく回転している僕とネルリ。はらわた持ち上げられてるような気持ち悪さの中で、ああ、こうやって甘やかされてるからワジはダメなんだな、と思い、その甘やかしのご本ほん尊ぞんであるところのネルリを見ると耳まで真まっ赤かにして僕と張り合っていて、彼女の顔以外の風景はグルグル回って気持ち悪い。特に木々の上に頭を出した塔の列が何かの目盛りみたいに視界を定期的に通り過ぎていくのが我が慢まんならず、僕は鍬をつかんでいた手を放し、ネルリと反対の方向に吹き飛んで土にまみれてザマアミロって思った。
















耳みみ刈かりネルリ御ご入にゆう学がく万ばん歳ざい万ばん歳ざい万ばん々ばん歳ざい　了










　ネルリの源流をもとめて





石いし川かわ博ひろ品し






Ｑ「ネルリって、いったいどこから来たの？」

Ａ「それはね、ネルリのお父さんとお母さんがオルドして……」

　という話ではなく、元ネタについて書きます。







プリシュヴィン　福岡星児訳『ネルリ』（『近代小説集』〈世界文学大系〉　筑摩書房　一九六五）




　語り手である「私」の犬が六匹の仔こ犬いぬを産んだ。その中から猟りよう犬けんとして使えるものを選別しなければならない。アンナ・ワシリエヴナは、きょうだいに負けて母犬の乳房にありつけないチビの仔犬をあわれむけれど、「私」は仔犬たちに手を貸さない。自然の選別をくぐり抜けて生き残るものは強いものであり、「私」は強い猟犬を求めているのだ。ところが、憐れん憫びんの対象だったチビ犬が思わぬ知恵と向こう見ずさを発揮し、「私」の心をとらえる。「私」はその仔犬に恵み豊かなネルリ川の名を与える。

　短い中に生命のきらめきを凝ぎよう縮しゆくさせたような小説。大好きです。ちびっこ王女ネルリの元ネタ。

『耳みみ刈かりネルリ』を書き終えたあと、作者プリーシヴィン（こう表記されていることの方が多い）の他の本を読んでいたら、「大ネルリ」という単語が出てきてビックリしました。なんでもネルリ川は二本に分かれていて、大きい方を大ネルリ、小さい方を小ネルリと呼ぶらしいのです。一瞬私の頭の中を、アメリカは世界中の電子情報をエシュロンによって収集している一方ロシアは私の思考を読んだ、という陰いん謀ぼう論ろんが駆かけ巡めぐりましたよ。おそロシア。







アルセーニエフ　長谷川四郎訳『デルスー・ウザーラ』〈河出文庫〉　河出書房新社　一九九五




　都会のインテリ・アルセーニエフさんがシベリア探検に行って、森のおっさん・デルスーと出会ってワイワイやる話。実話。

　萌もえるキャラ作りに行き詰まった私は、デルスー（おっさん）を元にネルリのキャラ設定を行いました。でもデルスーの魅み力りよくにはかないませんでした（おっさんなのに）。だってデルスー、火とか風とかを「火の人」「風の人」とか言っちゃってるし。何かカタコトだし（この辺はミッカに受け継がれている）。不幸な過去持ってるし。でも生きてて幸せそうだし。トレーサー能力の持ち主だし。若いアルセーニエフにデレデレだし。ああ、デルスー（おっさん）かわいいよデルスー（おっさん）。







ウェブスター　坪井郁美訳『あしながおじさん』福音館書店　一九七〇




　小学生の私の心に寄宿舎制学校への憧あこがれを植えつけた一冊。「リアルの世界がつらいなら物語の世界にfly awayしちゃえばいいじゃない」という教訓も与えてくれた座右の書。この本のように読んでいて元気になれる物語を作りたい、と思って書いたのが『耳刈ネルリ』です。

　孤児院出身のジュディは大学で浮きまくり（十九世紀末の女子大が舞台なので周りはお金持ちのお嬢様ばかり）。それでも型にはまらぬ彼女は周囲を巻き込んでドタバタやらかします。この辺りはネルリっぽいですね。

　同時にジュディは小説家志望の妄もう想そうダダ漏れ少女でもあります。これがレイチのキャラにつながっている気がします。

　この『あしながおじさん』、ハリウッドでミュージカル映画になっているのですが、よくわからない改変がなされていまして、語り手がおっさん、冒頭でネタバレ、そしてジュディの孤児院はなぜかフランスにあるという設定になっています。

　こうしたメディアによる物語の変容は興味深いものがあります。『ゴッドファーザーⅢ』におけるソフィア・コッポラがどうしても美少女に見えない件とあわせて今後とも検討していきたいテーマです。







司し馬ば遼りよう太た郎ろう　『韃だつ靼たん疾しつ風ぷう録ろく』〈中公文庫〉　中央公論社　一九九一




　江戸時代の侍が「大陸に行ってこい」と命令されてワーワーもめて、大陸に渡ってワオワオする話。

　これに出てくるマンダーツという民族（後に清を建国）は騎馬民族だけど農業も少しやる、という人たち。同じ騎馬民族でも元朝のモンゴル人は農業をやらない。そんなところをヒントに「農業大嫌いのネルリ」を発想しました。

　儒教ベースで物事を考える侍と、中華思想的には野蛮人であるマンダーツの比較がおもしろおかしいわけですが、これはレイチとネルリの関係に反映されていますね。

　本作は司馬遼太郎のベストワークではもちろんなく、どっちかというとダメな方の作品のような気がしますが、私は大陸を語る司馬遼のゆるゆるな語り口が好きなので、これはこれで美お味いしくいただきました。

「司馬りょん、それさっきも聞いたわ」「司馬りょん、ネタに走らず話進めろや」などとツッコミつつ生暖かい視線で読むと楽しいですよ。これって『萌える○○』みたいな本に似てますね（『韃靼疾風録』はさしずめ『司馬りょんでわかる鎖さ国こくと清朝』でしょうか）。司馬りょん＝萌えイラスト。司馬りょん（おっさん）かわいいよ司馬りょん（おっさん）。







　ネルリの話なのに、おっさんばっかり出てくる……。




Ｑ「どうして作者は最後の最後におっさんの話を書いてるの？」

Ａ「それはね、ＰＴＡ（※）への配慮だよ」





　　　※ＰＴＡ――（Ｐ）ページが（Ｔ）中途半端に（Ａ）余った









　あとがき




『ナウシカ』の影響で、ネルリが延々戦争を続ける話を書こうと思った。

　白兵戦盛りだくさんの血ち涌わき肉にく踊おどる物語だ。

　でも、人がたくさん死ぬのは嫌だな、と『ナウシカ』を読んでいて感じたので、学園コメディにしてみた。

　作中に登場する「大ネルリ」の名は最初のアイデアの名残である。




　レイチはＨＥＮＴＡＩ。

　ＨＥＮＴＡＩは世界の共通語。

　関係ないけど「おっぱいディスコ」というのは、ボブ・マーリーの曲の空耳。

　タモリさんには未報告。

　行ってみたいなあ、おっぱいディスコ。




「自由・調和・博愛」というスローガンは宇宙大学のモットーを拝はい借しやくした。

　萩はぎ尾お望も都と先生の名作『11人いる！』の中で描かれる宇宙大学の入学試験最終テストは「孤立した宇宙船の中に五十三日間留まること」だったが、私が受験した際のお題は「孤立した自宅を五年間警備すること」だった。

　その難関を見事突破した私は現在、宇宙大学通信過程に籍せきを置き、創作文芸を学んでいる。フロルベリチェリ・フロルたんの巻き毛ブロンドモフモフクンカクンカ。








自宅兼電波受信ブースにて




石いし川かわ博ひろ品し






























この作品は、第10回エンターブレインえんため大賞小説部門、優秀賞受賞作品「耳刈ネルリ御入学万歳万歳万々歳」を改稿したものです。
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一九七八年岩手県生まれ。第10回えんため大賞優秀賞受賞の本作でデビュー。中学生の時、校内放送に感想をもらしたら、隣の女子に「石川君にも好きな歌とかあるんだ」と言われた。はい、あります。大学生の時、飲み会で酒の勧めを断ったら先輩に「石川君、生きてて楽しい？」と訊かれた。はい、どなたでも入れる保険です。
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広島在住。絵のお仕事を始めて２年ぐらい。コーヒーを飲むオブジェ。マターリと締め切りの無いお絵描きをしたいと願う日々です。「ＥＸ！」シリーズ（ＧＡ文庫）でも挿絵描かせてもらってます。

http://blog.masa-sleep.but.jp/
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